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　初めての戦闘が、モンスターの大襲撃という普通では味わえない経験をしたカイン。普通はトラウマになり二、三日は寝込みそうな怒涛の一日だったはずだが、家族との温かな時間を過ごす事で異世界の厳しい現実を乗り越えられた。しかし、まだ子供の身体では疲労が抜けず、厨房での食事会？　の後、カインは自室で寝ていた。まだ筋肉痛と魔力痛があった為、リディアに一日休養を取るように言われたからだ。

「丸一日寝てたのに、回復が追いつかないってどんだけヤバかったんだろう？」

　カインは一昨日の戦いを思い出していた。ゴブリンの不快な声、オークの臭い、極め付けはオークナイトの威圧感。思い出しただけでも寒気を感じた。

「よくアーサー兄様達は戦えるよね。僕は、もう遠慮しよう。ラノベの主人公みたいにダンジョンとかは行けないかな。でもなぁ、お肉は食べたいなぁー。外に出れるようになったら、狩りに行こうと考えてたんだけど。はぁー」

　カインは、何処か今の生活がゲームのように思っていたが、一昨日からは身に染みて現実リアルを感じていた。色々考えていると段々と眠気が増し、また眠りについた。
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　カインがベッドで考え事を始めたころ、会議室では、アーガイル騎士団長と各隊の隊長が、会議の為に集まっていた。ルークとリディアが厨房から三兄弟をつれて、会議室に入ってくる。

「全員起立、領主様に敬礼」

　騎士団が立ち上がり、胸に手を当てて礼をする。

「待たせたな、始めよう」

　ルークが会議室で待っていた騎士団のメンバーを見て、着席した。

「それでは、まず始めに大だい深しん森しん林りんの偵察報告から、五番隊」

　アーガイル騎士団長が五番隊隊長に指示を出した。

「はっ、昨日より行っておりました、大深森林の偵察の結果をご報告します。魔物達が行軍してきた道を辿ると、冒険者ギルドから報告があった、ゴブリンの目撃されていた川にぶつかりました。そしてもう少し道を辿ると、家らしき物が十数棟建っている開けた土地に当たりました。ゴブリン達が生活をしていたような跡がありましたが、現在はもぬけの空でした」

「そこにいた魔物達全員が、今回襲ってきたと？　しかしあれだけの数で十数棟の家では計算が合わない。まだ、周辺に同じような物があるかもしれん、探し出し燃やせ」

　ルークが苦々しい表情で命令した。

「はっ、継続偵察を実施し、集落跡を見つけ次第根絶やしにします」

　アーガイル騎士団長が命令を繰り返した。

「次、今回の戦闘の詳細を報告してくれ。各隊長それぞれに行ってほしい。内容が重なっても構わん。街壁上からでは見えなかった部分も多く、どのような戦闘だったのか詳しく知りたい」

　ルークが各隊長達に戦闘についての報告を促す。

　一番隊隊長から順に、今回の戦闘について、どのように魔物達と戦ったのか、各隊の視点で報告を行った。どの隊長達も共に、カインの【回復魔法】で救われたと報告した。

「ゴブリンとの戦いは、二人で一体を対応する作戦がうまく機能したようだ。オークとオークナイトのようなランクが上の魔物との戦闘ではもう少し連携も必要だな。それともう少し、兵士一人一人のレベルアップが必要だな。何か良い案がある者は提案してくれ」

　隊長達が顔を見合ったり、何かを相談しているが発言に至る者はなかった。

「父様、アーサーから提案があります。発言をお許しくださいますか？」

「良い、言ってみろ」

「ありがとうございます、サンローゼ家の騎士団員は当然と言えばそうなのですが、対人戦に重きを置いて訓練をしていると考えます。現状年数回の演習時にしか対魔物戦を経験できないのではないでしょうか。そこで、偵察を兼ねて小隊単位でしばらく大深森林に入り、魔物を討伐されてはいかがでしょうか。討伐した魔物素材の売却収益から半分を特別手当として支給すれば、より士気が高まると思います。王都騎士団も定期的にダンジョンへ入り対魔物戦を経験しますので、サンローゼ領でも取り入れる事を提案します」

「うむ、対魔物戦か。アーガイル騎士団長、実現可能か検討して報告してくれ」

　アーガイル騎士団長は、「御意」と返事をした。

「次に、カインの使ったあの広範囲の【回復魔法】について、現場では何が起きていたのか、ベンジャミン説明してくれ」

　ベンジャミンが立ち上がり説明を始める。

「はい、クリスがオークナイトに切られた後……というわけです。まさか広がった光がすべて【回復魔法】とは、あの時は分かりませんでした」

「そうか、そんな事が……この特別な【回復魔法】については、他に漏らす事を禁ずる。各隊員に徹底するように。それ以外はすでに多くの領民に見られている為、騎士団の勇姿を逆に広げるように通達せよ」

「「「御意」」」

　騎士団全員が声をそろえて返事をする。

「ランドルフ、陛下への報告はどうすれば良いと思う？」

　ルークは少し困った表情でランドルフへ問う。

「はっ、ここは寄親であるシールズ辺境伯にご相談し、ご判断をいただくのが良いのではないでしょうか。下手に隠し立てをすると〝反抗の意あり〟と思われる可能性があります。考え方によっては、味方のみ常に回復し続ける事ができる軍隊を持っているのと同じですから」

　ランドルフが低めに抑えた声で危機感を漂わせる。

「よし、カインの事を書簡にしたためるので、リディア、年越し後の訪問時にシールズ辺境伯に持っていってくれ」

「分かりましたわ」とリディアは返事をし、少し考え込む様に下を向いた。

「本日の報告会は以上とする。今回の戦闘は全員ご苦労であった、十分に休んでほしい」

「全員起立、領主様に敬礼！」

　ルークとリディア以外が立ち上がり、敬礼を行った。
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「よっし、昼寝したらスッキリした。身体の痛みもかなり良くなったし。厨房に行って飲み物をもらおう」

　カインは、寝起きの身体に水分補給をする為、厨房に向かった。

　厨房では、料理人達が総出で何やら大きな肉の塊を解体している所だった。その肉は、血抜きがちゃんとされていて、切っても血が出てなかった。カインは以前、山鳥の解体を見た事があったが、吹き出た血にカインはかなりのショックを受けたのだった。

「ロイド、その肉かなり大きいけど何の肉？　脂身と赤身が綺麗でかなり美味しそうだね？」

　カインは、ロイド料理長に肉を覗き込みながら聞いた。

「カイン坊ちゃん、お目覚めですかい？　この肉は坊ちゃん達が倒したオークナイトの腹身の肉です。美味そうでしょう？」

「げっ、頭の片隅では考えてたけど、まさかオークナイトの肉だったとは……一気に食べる気が失せたよ。おじゃましましたー」

　カインは、どんよりした気分になりトボトボと厨房を出ようとすると、襟首を掴まれた。

「ぐぇ、何するのさ！　喉にはいったから……」

　振り向くと物凄い形相のロイドがいた！

「ヒッ」

「何をふざけた事言っとるんだぁ、あん？」

　ロイドは怒りの形相でカインを睨み付けていた。

「こんなに美味い物を食べないでどうする？　それに弱者が強者を喰らう事で強くなれるのに、拒否するのか？」

「でも、そいつに殺されそうになったんだよ。見ると恐怖が甦ってくるんだよぉ」

「ちょっと待ってろ」

　下を向きながら恐怖に震え始めたカインを見て、ロイド料理長が肉を掴みフライパンで焼き始めた。〝ジュウジュウ〟と肉の焼ける音と共に、良質な脂と肉が焼ける暴力的に良い匂いがしてきた。

〝ゴックン〟カインは、いつの間にか口一杯に溜まった唾液を飲み込む。

　──なんだ、この良い匂いは？

　カインはフライパンから目を離せなかった。

　ロイド料理長は、焼き上がった肉を皿に盛り付け、カインの前に差し出しフォークを手渡す。カインは、フォークを握りしめ、恐る恐る肉を刺し、口に入れた。肉をひと噛みすると物凄い肉の旨味が溢れ、ふた噛み目で脂の甘みが襲ってきた。カインは夢中で肉を食べ続ける。

「どうだ？　美味いだろう？」

「美味しい、ヤバイくらい美味しいよ！　ロイド」

「それでも、食べないと言うか？」

「ごめんなさい、食べます、食べさせて下さい！」

「おっし、今夜は沢山焼くから残さず食べるんだぞ」

　そこには、いつもの優しいロイド料理長の満足そうな笑顔があった。

　カインは、オークナイトの肉を食べ終えた後、ロイド料理長にお願いをする。

「こんだけ良い肉なら、あれ作ってほしいんだけど。〝勇者様のレシピ〟を読んでるだけで食べたくなったんだ」

「よし、作るからレシピを持ってきてくれ」

　ロイド料理長は、満面の笑顔で返事をする。

「すぐ戻るからーーー」

　カインは、筋肉痛を忘れて全力で厨房を出て行った。

「ルーク様が心配されてたが、命を奪う試練は無事に乗り越えられたな」

　ロイド料理長は走り去るカインを見送りながら呟いた。




　カインは、〝勇者様のレシピ〟の写しを厨房で広げて読み上げる。

「まずは、バラ肉を柵にして四面を焼いて肉汁を閉じ込めるんだって、その後は、水とワインを入れて一時間くらい中火で煮る。その時、薄切りにしたショウガとネギの青い部分も一緒にだって」

　ロイド料理長はカインに言われたまま、調理をする。

「一時間煮たらどうするんだ？　カイン様、味付けは？」

「えっと、肉だけ取り出して別の鍋でお湯、醤油、砂糖、はちみつを入れて、また四五分くらい煮るって書いてあった。そうすると、脂がトロトロになって、やわらかい肉になるんだって。あとゆで卵を一緒に煮ると良いって書いてあるよ」

　カインは〝勇者様のレシピ〟の写しから顔を上げて答える。

「ちなみに、この料理の名前は？」

「えっとね、『角煮』かな？」

　──これでやっと、角煮が食べれる。レシピを見た時から食べたくてね。写しておいて良かった！

　カインは、日本で食べた角煮を思い出しながら笑顔になる。

「よし、できたぞ。おおっ、フォークがすんなり入るくらいやわらかい」

　ロイド料理長が若干興奮しながら深い皿に角煮を盛り付ける。厨房には、とても良い甘辛な醤油の匂いが漂っていて、他の料理人達も、匂いを嗅ぎ付けて集まった数人のメイドも固唾を呑んで見守っていた。

「大分集まったな？　まぁ、みんなで味見してみるか？」

　料理長のその一言に、全員〝うんうん〟と頷いていた。

　全員に角煮が配られ、カインが食べ始めると一斉に頬張った。

「「「「美味しい！」」」「「「美味い」」」などの声が上がった。

「こりゃ、美味いな。それに少し濃い味でエールと食べたらもっと美味いかもな」

　ロイド料理長にも受け入れられたようだ。

　みんなで味見を、「あとちょっと、あとちょっと」と言ってる間に全部なくなった。

「全部なくなってしまった！　ルーク様達の分まで！」

　ロイド料理長が頭を抱えながら叫ぶ。

「しょうがないよ、今から作り直しても間に合わないし。明日また作ればいいんじゃない？　父さまには、試しに作った新料理が美味しかったから明日出しますって言えばね。そう思わない、ランドルフ？」

　カインは、いつの間にか試食会に参加していたランドルフに話を振ってみた。

「左様ですね、本日は試しに〝味見〟として試作した、と報告しましょう。そのかわり、ロイド料理長。明日は沢山作っておいてくださいね」

「おう、任せておけ！」

　ロイド料理長は、〝ドン〟と胸を叩きながら答えた。

　その日の夕飯は、オークナイトの肉のステーキだった。もちろん美味しかったが、角煮を超えなかった。明日も楽しみと試食組は思いながら食事をした。

「美味しいは、幸せだね」

　カインは、また一つこの世界を好きになった。
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　夕食後ベッドに入りながらカインはステータスボードを確認していた。

「さてと、少しはレベルが上がっているかな？　レベル２くらい上がっていればいいけど。まあ、ゴブリン数体とオーク一体くらいじゃそんなに上がらないか？　『ステータスオープン』　んっ？　あれ、なんだこれ？」




　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　名　前：カイン＝サンローゼ

　年　齢：６

　レベル：２→１５

　称　号：なし（地球からの転生者　土田道雄）

　中略

　スキル：【土魔法：レベル４（ＵＰ）】、【魔法陣魔法：レベル１】、【回復魔法：レベル３（ＵＰ）】、【魔力量無限】、【魔力操作：レベル３】、【詠唱破棄（ＮＥＷ）】

　加　護：女神ガーディアの加護（小）

　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




「レベルが一三も上がってる!?　そんなに倒してないはずなんだけど？　何かやったかな？　このレベルアップの法則が不明確すぎる。それに新しいスキルが増えているし。【詠唱破棄】ってよくラノベで賢者とかが持っているやつだよね」




　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【詠唱破棄】

　魔法使用時に呪文を唱えずに使用できる。魔法名は唱える必要がある、また呪文の結果をイメージできていないと詠唱破棄で唱えても発現しない。

　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




「おおっ、まさに〝詠唱破棄〟だ。それにやっぱり【魔法】はイメージなんだね」
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「ふっ、ふっ、ふっ、はぁー、終了」

　カインが毎朝の日課であるランニングを終了すると、訓練場にベンジャミンが立っていた。

「おはよう、カイン。早いね、ちゃんと訓練を続けていてえらい」

　ベンジャミンがカインへさわやかな笑顔を向ける。

「ベン兄さま、おはようございます。師匠の言いつけですから、守りますよ」

　カインも負けじとさわやかな笑顔で応えた。

「ふふっ、カインの成長が嬉しいよ。さて、本題だけど。この前の戦闘でどのくらいレベルが上がった？　師匠として気になってね」

　──うわぁ、なんでこの人はこんなにも黒い笑顔が似合うんだろう。しかもカッコイイ。

「ベン兄さま、僕からもレベルについて相談したい事がありましたのでちょうど良かったです。この前の戦闘でレベルは一五になりました。あと【土魔法】がレベル四に、【回復魔法】がレベル三です。あと【詠唱破棄】という新しいスキルを取得しました」

「さすが、カインだね。予想以上の成長だ。これで私の計画が進めやすくなるね」

　ベンジャミンは笑みを深めながらカインの報告を聞いて呟く。

「な、なんですか？　ベン兄様の計画って？　すこし不安なんですけど」

「大丈夫、大丈夫。変な事じゃないよ、この領街の防衛力を上げたいと考えていて。カインの力を利、貸してもらおうと思ってね。だから、できる事とできない事を確認したいんだ」

　──いま、〝利用〟って言いそうになったよね？　まあ、この領街の為になるようだからいいけど……。

「……はい、いいですよ」

「嫌？　カインは領民の為になるのに嫌なの？　嫌なの？」

「嫌じゃないです！　協力します。協力させてください、ベン兄さま」

「良かったぁ、やっぱりカインは良い子だね」

　すごいさわやかな笑顔のベンジャミンがカインの頭を撫でていた。

　──ベン兄さまは、やっぱり〝羅刹〟ベンジャミンだ。

「ベン兄さま、具体的には何をするんですか？　僕は何をお手伝いすればよいのでしょうか」

「うん、具体的な話に入る前にもう二つ確認させて。【土魔法】は、レベル四になってる？　それと現在の【魔力】量を知りたい。【魔力】量は大体でも構わない。工期の予測に使いたいだけだから」

「ベン兄さまなので全部お話ししますが、他の人には言わないでください。まあ、言われても信じてもらえないと思いますが……」

　ベンジャミンが？？？という顔をしている。

「まず、【土魔法】は、レベル四になっています。新しく【ロックウォール】、【アースプレス】、【アーススパイク】が使えるようになりました。【魔力】量は……無限大です」

「はっ？　【土魔法】は、想定通りだけど【魔力】の無限大ってなんだい？」

「ですから、無限大です。いくらでも【魔法】が使えるんです。ただし、一度にどれだけの【魔力】を使えるかはまだ試してません。この前の【回復魔法】の時のようにいきなり大量に使うのではなく、少しずつ試さないと〝魔力痛〟がひどくなるかと……痛いのは嫌なので……」

「ぷっ、あーはっはっは、ほ、本当にカインは面白いね。カインがカインで良かったよ。うん、うん予定を早める事ができそうで、嬉しい誤算だ」

　ベンジャミンが嬉しそうにカインの頭を撫でていた。

　──なんか引っかかるけど。喜んでいるようだからいいか。

「カイン、私は二つの事をしたいんだ。一つ目は、大深森林側の街壁の前に新たに砦を築いて、この前の戦闘のような直接戦闘を減らしたい。二つ目は、大深森林と反対側の街壁を拡張して、領民が住める土地を増やすのと農耕地を増やしたいんだ。協力してほしい」

　ベンジャミンが壮大な計画を話し出した。

「ベン兄さま、すごいです。ぜひ実現させましょう！　僕ならいくらでも協力します！」

「ありがとう、カイン。頼もしい弟がいて私も嬉しいよ。詳しくは、朝食後にしようか」

「はい」

　ベンジャミンとカインは、仲良く朝食を食べに屋敷に戻った。




　朝食後、ベンジャミンとカインは会議室で今朝の続きを話していた。領街の道を〝石畳〟化する時に作った精工な模型を使ってベンジャミンは、大深森林側に作る砦の計画を説明する。

「現在の街壁から台形型に街壁を拡張する。台形の上辺の頂点二つを見張り塔にする。壁の厚みは六ｍで、高さは、一二ｍにしたい。拡張した台形の上辺には、門を設置し敵を引き込めるようにする。通常時は訓練場に使えばいいかな。後は、台形型の砦門の奥一五〇ｍの地点に幅五ｍ、深さ三ｍの空堀を作製したい」

「ベン兄さま、この模型に追加するので合っているか確認してください。【クリエイトクレイ】」

　カインが魔法を唱えると、街の模型に台形型の砦が追加された。

「こんな感じですか？」

「うん、そうだね。砦上の壁の外側と内側に〝狭さ間ま〟を追加して」

「〝狭間〟ってなんですか？」

「今の街壁上にある、凸凹になっている壁の事だよ」

「ああ、あれですね。【クリエイトクレイ】。こんな感じですか？」

　カインが呪文を唱えると砦上の壁の上に〝狭間〟ができる。

「そうそう、カインはセンスがいいね。これはアイディアだから父様とアーガイル騎士団長達に見てもらって最終的な形を決めよう。ここでは、空堀を追加できないから現地で調整かな」

「次の街壁の拡張は、どのくらいまでを考えているんですか？」

「うーん、感覚的には現在の一・五倍の広さにしたいと思っているんだけどね。ここも父様と相談かな、最低でも街壁外の農地をすっぽりカバーしたいね」

「現在の街壁はどうするんですか？　壊します？　残したままだと新旧の街壁の繋ぎ方が難しいですが」

「残したままにするよ。残しておけば二重の街壁になって防衛力も向上するしね。ただ街壁の拡張は陛下の許可が必要だと思うんだ。その辺も父様に確認だね」

　その後も、ベンジャミンとわいわい街壁の作り方について話し合った。

「私の話は以上だけど、カインの相談ってなんだい？」

「はい、僕もこの領街の生活の向上をしたくて色々アイディアがあるのですが、実現するためにベン兄さまの知恵をお借りしたくて」

「いいよ、まずアイディアを教えて。いくつ位あるのかな？」
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「沢山あるのですが、まず二つ作りたいものがあります。一つ目は浴場、二つ目は下水道です」

　カインは、今まで温めていたアイディアの内早めに実施したい二つをベンジャミンに話す。

「浴場は、湯を大きな樽のような物にいれて入る物で合ってる？　もう一つの下水道ってなんだい？」

「はい、浴場はその樽をもっと大きくして十数人が一度に入れるようにした物ですね。これを領民が二日に一回は、利用できるくらいの料金で行いたいです。これにより、領民が衛生的になり病気が減ると考えています。もう一方の下水道は、雨水やトイレの排水、厨房で出た排水などを街の地中に作った道に流し領外に出し排水処理をして川などに戻します。こちらも、街の衛生環境が向上し病気が減ると考えています」

「へー、カインは凄い事を思いつくね。そのアイディアはどこから出てくるのかな？」

　ベンジャミンが怪しむ目で、カインを見つめる。

　──やばい、少し唐突過ぎたかも、そうだ。

「はい、〝勇者様の書〟と書庫の本を読んでです。なので僕が思い付いたものではないですね。さすがベン兄さまです」

「ふーん、まあいいか。その内〝勇者様の書〟に書いてある内容、今度私にも教えてほしいな。で、そこまで分かっていて私に教えてほしい事ってなんだい？」

「はい、浴場なんですが〝湯〟を沸かすのに魔道具を使って行いたいのですが、現在の魔道具の仕組みが分からなくて教えてほしいのです。具体的には、魔石から【魔力】を引き出して【魔法】を使う方法ですね。あとは、ベン兄さまが習得している【火魔法】にお湯を作る【魔法】があったら使って見せてほしいです」

「魔石から【魔力】を引き出す方法は、【刻印魔法】でいいと思うから使用する【刻印】を教えればいいかな？　後者のお湯を作る【火魔法】はないけど、水や物の温度を上げたり、下げたりする【魔法】はあるかな。見せるだけでいいの？　その後、カインはどうするんだい？」

「はい、見せていただいた【魔法】を僕の【魔法陣魔法】で魔法陣化して魔道具を作りたいと考えています」

「はい？　【魔法陣魔法】でなんだって？」

　ベンジャミンが目を見開いて聞いてくる。

「ですから、僕の【魔法陣魔法】で魔法陣化して魔道具を作るんです」

　カインは、にっこりと微笑んだ。

「【魔法陣魔法】は、そこまでとんでもない代物とは……何か制限とかないのかな？　でないと、この世の全ての【魔法】をカインは使える事になり、使わせる事もできるよね」

「もちろん制限があります。【魔法陣魔法】のマイナス一レベルまでしか、魔法陣化できませんし、発動には、一〇倍の【魔力】が必要です。なかなかレベルが上がらないので、ベン兄さまの考えているような事にまでなるには、物凄い時間と沢山〝勉強けいけん〟が必要だと思います」

「まあ、そうなってもカインだから、大丈夫だと思うけど。何か大きな事をする時は、父様に相談するんだよ」

「はい、お約束します」

「素直で嬉しいよ、話を戻すけど【温度】を変える【魔法】は、レベル二の【魔法】だけどレベルは足りてるのかい？」

「レベル二ですか。残念ながら全然足りませんね。レベル一なら頑張ってレベルを一つ上げれば【魔法陣】化できると思ったのですが。レベルを二つも上げるのは、現状無理ですね」

　絶望感を漂わせてカインは、呟く。

「あれ、そうすると【魔法陣魔法】はレベル一なのかい？　【魔法陣】化は、どうやって確認したの？」

　ベンジャミンは、不思議そうに質問してきた。

「ああ、それは【生活魔法】はレベルがないからなのか、現状でも確認する事ができたんです。【生活魔法】には、温度を変える魔法は流石にないですよね、はぁ」

　カインは、毎日お風呂の夢が終わったと肩を落とした。

「なんだ、【生活魔法】でいいなら【ホットウォーター】でいいんじゃない？」

　ベンジャミンがキョトンとした顔でカインに言った。

「えっ、ベン兄さま。【ホットウォーター】なんて【魔法】があるのですか？　まさか、こんな解決方法があるなんて。ガーディア様ありがとう」

　興奮しているカインをベンジャミンは不思議な物を見るように見守っていた。その後、カインは【刻印魔法】の魔石から魔力を引き出す方法を教えてもらい、しっかりと【解析】して【魔法陣】にして保存した。あとは、【ホットウォーター】を教会で教えてもらうだけだと、カインはベンジャミンに抱きついて喜んだ。

　下水道の話をし始めようとすると、ルークがアーサーと会議室に入ってきた。

「父さま、アーサー兄さま、どうしたのですか？」

　カインは、会議室に入ってきた二人に質問をする。

「お前達こそどうしたのだ？　クリスと一緒に狩りにでも行ったのかと思っていたのだが。ベンジャミンが一緒でないとはあまり成果はないと思ったほうがいいな」

「父様、クリスは二回生ながら学院でも上位の実力者ですよ。それなりの魔物を獲ってくると思いますよ」

　アーサーがクリスをフォローする。

「そうなのか？　入学前は角ウサギに苦労してたのに、成長したな。この休みの間に手合わせをしてみよう」

　うんうん、と考え深く話しているルークを見て、父さまってどのくらい強いんだろう？　とカインは思っていた。クリスは、この前の戦闘時にオークを一人で倒していたからだ。

「そんな事より、何か用事があって会議室に来られたのではないですか？」

　ベンジャミンが話を戻すために、ルークとアーサーに最初の質問を繰り返した。

「おお、そうだった。アーサーに街壁の拡張について意見を聞こうかと思ってな。カインのおかげで街壁の修繕と拡張が少しできそうだからな。王都の街壁の構造から我が領にも取り入れられるものがないかと思ってな。この模型を見ながら話を聞く所だった」

「それは、ちょうど良かったです。今カインと砦の作製と街壁の拡張について模型を作っていたところです。話を聞いていただけますか？」

　ベンジャミンがカインと作った模型を元に砦の機能と役割、街壁の拡張について論議を開始した。そんな、父と兄達を見てカインは本当に領民思いだなとほっこりした。

「……なので、カインの【土魔法】で一度砦から作ってみたいのですが良いですか？」

「ベンジャミン、その話からすると砦も街壁もカインの【土魔法】で作れてしまうのか？　【土魔法】とはそれほどの可能性があったのか。それともカインの実力か……」

　ルークが考え込み始めた。

「ちょっといいか？　ベンジャミン。最近の研究では、街壁は全部石で作るより壁の中に空洞を作り砂や砂利を詰めたほうが加わる衝撃に強いと言われてたりする。どうせ作るのなら専門家の意見をきちんと聞いて行わないか？」

　アーサーが改善案を付け加える。

「よし、明日騎士団各隊長と街壁工事担当者、それに街の大工の棟梁も呼び協議しよう。これから作る砦も街壁もお前達の時代にこそ必要な物だからな。より良い物を作ろうじゃないか」

　そこに復活したルークが意見をまとめる。

「この計画の〝要〟は、カインなんだから一緒に参加するんだよ。その前にこの模型は皆には見せられないから砦と街壁だけの模型を別に作ってくれないかな？」

　ベンジャミンがカインに声をかける。

「はい、喜んで」

　カインも輪に入れた事を嬉しく思った。
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　砦や街壁拡張の模型を作り、改善内容を色々話している内に昼食の時間になった。四人で食堂に向かうとリディアとアリスがすでに着席して待っていた。

「待たせたかリディア、アリス？」

「いいえ、先ほど私達も来たところです。クリスは夕方に狩りから戻るとの事なので六人だけですね」

　ルーク達が着席すると、メイド達が現れ昼食を並べていく。今日の献立は、ハムとホウレンソウのサンドイッチとスープだった。ちょっと塩味が強く硬めのハムと硬めのパンだが、カインは結構気に入っていた。

　──このサンドイッチも大好きだけど〝ツナサンド〟が懐かしい、この国には海ってあるんだろうか？

　なんて考えていたら、リディアに話しかけられていたのに気付かなかった。

「カイン、カイン、ちょっとカイン？」

「……は、はい！　すみません考え事をしていました。なんですかリディア母さま？」

「もう、そんなところはルークに似ているのだから。今日の午後は何をするの？　もし、訓練だけだったらアリスと旅装の仕上げにいってらっしゃい」

　先月、シールズ辺境伯領に行く時に着ていく旅装の採寸を済ませた。その旅装ができあがったようで、最後の仕上げと受け取りにいくようにとの事だった。

「はい、アリス姉さまと行ってきます。あと帰りに教会に行って【生活魔法】を覚えたいのですが良いですか？」

　カインは、ベンジャミンに教えてもらった【ホットウォーター】を覚えに教会に行っても良いかリディアに確認する。

「良いわよね？　ルーク？」

「いいと思うぞ。でも何を覚えたいんだ？」

　ルークがカインに確認する。

「【ホットウォーター】の【魔法】を覚えたくて。ベン兄さまと考えている魔道具を作るために必要なんです。いいですか、父さま？　費用は、この前〝石畳〟を作った時にいただいたお小遣いを使いたいと思います」

「何の魔道具を作るかを教えてくれたら、許可をしてやるぞ」

「えっ、まだうまくできるか分からないから、できたら驚かそうとしたのですが。父さまに相談する約束だったので、〝浴場〟を作るために必要なんです」

「「よくじょう？」」

「はい」

　ルークとリディアがハモって聞いて来たので肯定をした。

「カイン、〝よくじょう〟とはあの湯を溜めて入る〝浴場〟かしら？」

「は、ハイ」

　リディアが少し食いつき気味に確認をしてきたので、カインの返事が高くなってしまった。

「分かりました、費用は私が負担しますので覚えてくるのです。その代わり一番最初に使わせてね」

　なんか、凄く嬉しそうにリディアが許可をくれた。ルークが自分より先にリディアが許可を出したため落ち込んでいたがカインは見なかった事にした。




　昼食後、カインはアリスと馬車に乗って洋服店に向かっていた。

「アリス姉さまとお出かけするなんて久しぶりですね」

「本当よね、カインは最近訓練ばかりで全然遊べなかったし。私も勉強で時間がなかったからね」

「アリス姉さまも来年には、学院に入学ですね。寂しいです」

　すこしうつむき加減でカインがつぶやく。

「何を言っているの？　カインも二年もすれば学院に入学なんだからすぐ会えるわよ。それに私は毎年、帰って来るつもりだし」

　ここぞとばかりに、可愛い弟を撫でまわすアリス。しばらくすると馬車が洋服店の前で停車した。御者がドアを開けて二人で降りる。

「いらっしゃいませ、アリス様、カイン様お待ちしておりました」

　洋服店の主人がカイン達を微笑みながら迎えた。小一時間ほどカイン達は、洋服を何度も着たり脱いだりを繰り返し仕立て終わった。カインとアリスは気苦労でへとへとになっていた。

「さっ、早く教会に行って【生活魔法】を授けてもらいましょう。そしたらリディア母様と行った事のあるカフェにお茶を飲みに行くわよ」

　アリスは、自分に喝を入れるように少し大きめの声で宣言した。教会は、洋服店から目と鼻の先だったので歩いて教会に向かった。

　教会に向かうと礼拝の為に並んでいる人や怪我を治療してもらうために並んでいる人々がいた。アリスとカインに気づくと声をかけたり挨拶をしてくる。二人は笑顔で挨拶を返していると侍祭様が迎えに出て来てくれた。

「アリス様、カイン様、良くお越しくださいました。どうぞお入りください」

　アリスとカインは、侍祭様に続き教会に入っていく。




　カインとアリスは、侍祭様に案内されて教会の中に案内された。中には、〝洗礼の儀〟の時にカインを案内した司祭様が待っていた。

「良くお越しくださいました、カイン様。本日は【生活魔法】を習得したいとお伺いしておりますがどの【生活魔法】を習得したいのでしょうか？」

「はい、【ホットウォーター】を習得したいのですが、その他にも良い物があったら併せて習得したいと考えています。でも、可能でしたら【生活魔法】の歴史とか教えてくれませんか？　勇者様が考えられたと聞いてとても興味がありまして」

「そうですね、少しだけであれば。ご存知の通り【生活魔法】はその昔、勇者様が考えられて広められました。勇者様は、【魔法】のスキルがなくても少しだけ生活が便利になる【魔法】がないかと考えられて創られたと伝えられています」

　司祭様は、教会の中にある〝勇者様〟のシンボルである〝双剣と杖〟の紋章を見て説明を始める。

「勇者様が創られた【生活魔法】は、【魔力】があれば使用ができるので多くの人が習得し生活が向上したと言われています。ただ、当初は勇者様しか【生活魔法】を授ける事ができず、毎日毎日多くの民が勇者様を訪れたため、勇者様が一時逃げ出したという逸話も伝わっています」

　カインとアリスは「「へー」」と自分達のご先祖様の話を聞いていた。

「そこで、勇者様はこれからご案内する授与の部屋にある〝石板〟を創られ教会で【生活魔法】の授与ができるようにしました、収入を得られるようにしてくださったのです。本当に尊い事だと思います。そして本日はなんと、勇者様の血族であるカイン様に【生活魔法】を授与する名誉が得られて朝からずっと神に感謝の祈りを上げていました」

　司祭様は、とても嬉しそうに神様のシンボルに向かって目礼し祈りを再度捧げた。

　──へー遠えん藤どうさん凄いや。ありがとうございます。

　カインは、勇者様遠藤に目礼と共に感謝を述べた。

「さて、カイン様。どの【生活魔法】を習得したいのですか？」

「【ホットウォーター】を覚えたいのですが、他に何があるのですか？　【生活魔法】はいくつ位あるのですか？」

「勇者様がお創りになられた、【生活魔法】は全部で一〇個です。しかし現在までに伝わっているのは九つです。他にも習得されますか？　ただ覚えられる数には、個人差があるので全部とはいきませんが。いかがされますか？」




　・魔法名／消費魔力／説明

　・ライト／五／拳大の六〇ｗ（八一〇lm）の光が出現する。持続時間五時間。

　・ブロウ／三／温風を三〇秒手から出す。

　・クリーンアップ／六／六畳くらいの部屋をきれいにする。又は一人を風呂上りの後くらいにきれいにする。

　・点火／一／ろうそくの炎位の火種を一〇秒ほど作る。

　・浄化／一～一〇／食べ物や飲み物を滅菌する。滅菌対象により必要魔力が変わる。大きすぎる物は不可。

　・冷却／一～一〇／液体をマイナス五度位まで冷やせる。対象の量と温度により必要魔力が変わる。

　・ホットウォーター／二／一〇〇度のお湯を五〇〇cc出す。

　・拡声／三／声を五倍の音量にする。持続時間は三分。途中で止める事も可。

　・ルーペ／三／人差し指と親指で輪にして使用。輪の中に三倍の拡大レンズが現れる。持続時間は一〇分。指を外すと消える。




「そうですね。【ホットウォーター】と【ルーペ】と【ライト】が習得できたらしたいです」

【生活魔法】の一覧を見ながら、カインは司祭様にお願いした。

「三つなら、多分大丈夫だと思います。覚えられる数は〝習得石板〟に手を乗せると分かるので早速移動しましょう」

　司祭様、カイン、アリスの順で〝習得石板〟がある少し薄暗い部屋に移動した。部屋の中央に石板が置かれており、その向かい側にも石板があった。カインは、中央の石板に両手を置くように言われてゆっくりと手のひらを置いた。

　カインが両手を置くと中央の青い宝石が四回光った。

「カイン様、宝石が四回光ったので、四つまで覚えられますよ。もう一つも覚えますか？」

「いいえ、三つでお願いします。今後異なる覚えたい生活魔法が見つかった時に備えてもう一つは取っておきます」

「それでは、手を置いたままにしておいてくださいね」

　司祭様は、呪文らしきものを唱え始める。しばらくするとカインが手を置いている石板から淡い光が発生しカインを包み消えた。

「はい、無事習得ができたようです。後ほどステータスボードを確認してくださいね」

「アリス姉さまも覚えませんか？　結構便利だと思いますよ」

「でも、今日あまりおこづかいを持ってこなかったから」

「僕のを使ってください。道を〝石畳〟化した時にいただいたお金がありますので、ぜひ」

「う、うん。それじゃ【クリーンアップ】と覚えられたら【ライト】かしら？」

　アリスは、カインの時と同じに〝石板〟に両手を置く。宝石の点滅は二回だった。

「アリス姉さま、二つとも覚えられますよ！　良かったですね！」

　アリスは、【クリーンアップ】と【ライト】を習得した。とても嬉しそうだった。

　カインは、金貨一五枚を司祭様に渡し部屋から退出した。

　礼拝堂でカインは、ガーディア様への祈りをしばらくの間行い、司祭様にお礼を言って教会から外に出ようとしたとき切羽詰まった女性の声を聞いた。

「お願いします、弟の怪我を治してください。お願いします、お金は後で届けますので。お願いします」

　教会の入口で、女性が小さな男の子を抱えて教会関係者にお願いしていた。

「お気の毒ですが、その場でお支払いを皆さんにお願いしており、後払いではお受けできないのです」

「そこをなんとか、お願いいたします、お願いします」

　女性が懇願をしているが、教会関係者は取り合わない。周りにいる人々も哀れみと冷ややかな目で見ている。

　──理解はできるけど、一人でも例外を作ると次から次と同じような人が現れるから。でも、でもね。

「カイン、ダメよ。あなたが治してあげてたらそれこそ毎日同じような領民が屋敷に押し掛ける事になるから」

　カインの気持ちを知ってか、アリスが釘を刺す。

「分かっています、分かっていますが……カインは見て見ぬ振りはできません」

　カインは、下を向いて噛みしめるようにつぶやく。

「司祭様、アリス姉さまがお怪我をされているようなので【回復魔法】を使いたいのですが良いでしょうか？　すぐ済みますので」

「は、はぁ、アリス様にご使用になられるのであれば構いませんが……」

「ありがとうございます、さっアリス姉さま。こちらにお願いします」

　カインは、アリスを女性達のほうに少し近づけ両手を取る。

「カイン、私は怪」「さ、ほら手の平のここに傷があります。ジッとしててくださいね」

　アリスの発言を自分の言葉でかぶせて止める。

「【エリアヒール】。あ、間違えちゃいました。でも手の傷治ったからいいですよね。僕もドジですね。あはは」

　カインはかなりわざとらしく大きな声で話す。カインの【エリアヒール】は、女性と男の子までを光で包み消えた。男の子の怪我が癒されていた。

「司祭様、ありがとうございました。アリス姉さま、カフェに行きましょう」

「ハイハイ、そんなに引っ張らないで」

　カインはアリスの手を引いて教会から出て行った。
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「まったく、カインは。ダメって言ったのに。気持ちは分かるけど今後はダメだからね」

　アリスは口ではカインにお説教をしているが、にっこにこの笑顔で言っていては効果がないのでは？　と叱られているカインは考えていた。

「でもえらかったよ」

　と言いながら、アリスはカインを抱きしめた。

「恥ずかしいです、アリス姉さま。そろそろカフェに行って休憩しませんか？」

　抱きしめられて顔を赤くしながら、アリスをゆっくりと離す。

「もう、それじゃリディア母様のお気に入りの焼き菓子が食べられるお店に行くわよ」

　アリスはカインの手をぶんぶん振りながらお店に向かって行く。店は、少し人通りの少ない静かな通りにあった。それでも、婦人や女の子達の声が外まで聞こえるほど人気店のようだった。

「ここの焼き菓子はとっても美味しいから、いつもこんなに混んでいるの。まだあれが残っていればいいけど……ああ、あと三つしかないわ。どうしよう！」

　入口の奥のカウンターの上に大きな皿があり、その上に玉子くらいの大きさの焼き菓子が三つ置いてあった。アリスは急に走り出し、カウンターの奥の女性と何やら話をして三つ全部を購入していた。

　──あれ？　ここでお茶を飲むと言っていたと思ったけど？　予定変更か？

「カイン、何しているの。早く入って来なさい」

　アリスが店の中から手招きしながら呼んでいた。

「は、はい。アリス姉さま、そんなに大きな声を出すと恥ずかしいです。それでなくてもこの店の中は女性が多いのですから」

　カインが早足でアリスのところに近寄ると、そのまま奥の部屋に案内された。そこは小さい部屋だったが、テーブルと椅子が四脚用意されている部屋で高級感が漂っていた。

「ここは、リディア母様の元メイド長が営んでいるお店で、この部屋はほぼリディア母様の為に用意された部屋って言ってたわ」

「アリス様、それにカイン様。本日は良くおいでくださいました」

　とても物腰の柔らかそうな初老の女性が部屋の入口に立っていた。

「マーサ、また来てしまいました。それにビスケットが残り三つだったから先に購入しちゃいました。ごめんなさい。リディア母様には内緒でお願いね、知られると『貴族の子女が自分で購入するなんて』って叱られてしまうから」

「畏まりました。リディア様もアリス様が、それを分かっていらっしゃれば叱られないと思いますが。本日の事は秘密としましょう」

　その女性はとても楽しそうに顔をほころばせていた。

「カイン様、お初にお目にかかります、マーサと申します。リディア様やアリス様よりいつも、カイン様のお話をお伺いしていて、いつかご挨拶をさせていただきたいと思っていました。本当にお話でお聞きしていた以上に可愛らしい、あっ失礼しました」

　マーサは慌てて無礼を詫びる。

「マーサ大丈夫よ、カインは事実可愛いんだから。ねっカイン？」

　アリスがマーサの無礼をフォローする。カインは微笑みながら見ていた。

「アリス様、今日も〝いつもの〟でよろしいですか？」

「もちろん、それをカインに食べさせたくて来たの。お願いね」

「はい、畏まりました」

　マーサがオーダーを取って、急いで出て行った。

　しばらくすると、マーサがビスケットみたいな焼き菓子と香茶を持って戻って来た。

「お待たせいたしました、お召し上がりの時は、このハチミツをつけてお召し上がりください」

　アリスは、早速焼き菓子にハチミツをたっぷりかけ一つ取り〝パクッ〟と食べた。

「うぅーん、甘くて美味しい」

　満面の笑みで焼き菓子のハチミツかけを食べる。

　カインもアリスに倣って、一個取り口に入れる。それは、硬めのビスケットで少しボソっとしているがハチミツがそれをカバーし、とても美味しかった。

「アリス姉さま、とても美味しいです。リディア母さまにも食べさせてあげたいですね」

「大丈夫よ、先ほどお土産用に購入したから」

　ふふっと得意げに胸を張る。

　──あー、アリス姉さま可愛い。

「さすがですね、リディア母さまも喜びますね」

　カインとアリスは、美味しい焼き菓子と香茶をゆっくり楽しみ、馬車に乗って屋敷に戻った。馬車の中でもアリスは、お土産用に買った〝焼き菓子〟を大事に抱えながら座っていた。

　──うーん、今度何かスイーツを作ってみようかな？

　アリスの喜ぶ顔を想像しながらカインは何を作ろうか考えていた。
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　カインとアリスが馬車に乗って屋敷に戻ると、屋敷の入口に沢山の人が集まっていた。

「あら、何かあったのかしら？　お客様かしら？」

　馬車が人だかりをよけて少し手前に止まった。御者がドアを開けて二人は馬車を降り屋敷の入口に近づいた。人だかりは、メイド、執事、兵士達で兵士達の中には怪我をしている者もいた。メイドの一人がアリス達に気づき「おかえりなさいませ」と言うと一同が二人のほうに向き挨拶をして道を開ける。

「はい、ただいま。何があったの？　どうかし……ク、クリス兄様！」

　アリスが帰宅の返事をして、何事かと質問をしている途中で血だらけのクリスの姿を見つけた。カインも後ろから覗くと衣服が血だらけのクリスが玄関の前で座っていた。アリスとカインは、クリスに走り寄る。

「クリス兄さま、今【回復魔法】を使いますから、ジッとしててください」

「ま、待ってカイン、もうポーションを使って、傷は塞がっているから。それよりも向こうの怪我をしている兵士達に魔法を使ってくれない？」

　クリスの指さすほうを見ると六人ほどの兵士達が傷だらけで横になっていた。周りには傷の手当てをするメイド達が忙しく動き回っていた。

　カインは兵士達に近づき、【エリアヒール】を少し【魔力】マシマシでかける。六人を柔らかな光が包み傷を癒していく。傷の痛みに呻いていた兵士達は、傷が癒え痛みがなくなって驚く。

「ふー、間に合ったようで良かった。まだ、痛みがあったりする人いますか？」

　カインがまだ癒えきってない人がいるか確認をする。

「「「カイン様、ありがとうございます」」」

　傷を治してくれたのがカインだと気づき兵士一同お礼を言ってきた。

「カインがいるとポーションいらずだね。ありがとう」

　ベンジャミンがポーションの瓶を持って笑顔で褒めた。

「ベン兄さま、何があったんですか？」

「今日、クリス達が大深森林に狩りに行ったのは知っているよね。少し奥のほうに行ったらしいんだけど、そこで〝ブルーグレーベアー〟と遭遇したんだって。なんとか倒したけど大怪我を負ったんだよ」

「〝ブルーグレーベアー〟なんてっ！　クリス兄さまは、どれだけ奥に入ってしまったのですか？」

「でも、中域位までしか行ってないって言っているんだけどね。運が悪かったしか言いようがないけど。クリスって意外と強いんだね。びっくりだよ」

　ははは、と笑いながらベンジャミンは説明してくれた。




　玄関先での騒動を終えて、訓練場のほうに行くとクリス達が狩りで倒した〝ブルーグレーベアー〟が解体されていた。体長が三ｍくらいあり、鋭い爪と牙を持ち毛皮も厚く大深森林に生息する魔物の中でも上位の強さを誇る。通常遭遇したら、すぐに逃げるように教わる。

　その他にも、ワイリーボア×二、グレーディア×四、角うさぎ×八などの血抜きと解体が行われていた。どうやって持って帰って来たのか不思議に思っていると、クリス達以外にも四チームほどで行っていて〝ブルーグレーベアー〟を倒した後、合流して戻って来たんだとベンジャミンが教えてくれた。

「いくらなんでも、クリス兄さま頑張りすぎじゃないですか？」

「そう思うよね、でもみんなに沢山美味しいお肉を食べさせたかったんだって」

　クリスの優しさは理解するが、命を落としてはしょうがない。そんな雰囲気を漂わせて、ベンジャミンはため息交じりでつぶやいた。

「そうそう、カイン。【ホットウォーター】を習得できたのかな？　〝浴場〟だっけ私も興味があるから一緒に作らせてもらえないかな？」

「ぜひお願いします。魔石から魔力を引き出すところとか難しそうなのでお願いします」

　カインとベンジャミンは、〝浴場〟で使う魔道具の作製方法について話しながら屋敷の中に入って行った。




「いやー、さすがに今回は死んじゃうかと思ったよ。まさかあの〝ブルーグレーベアー〟と遭遇すると思わなかったから」

　夕食時に、怪我から回復したクリスが今日の狩りの様子を家族に話していた。かなりギリギリの戦いだった事が話の内容から分かる。

「僕の班は、最初グレーディアを仕留めたんだ。今考えるとその狩り方が悪かったんだと思うよ。弓兵が最初後ろ脚に矢を射ったんだけど。グレーディアは止まらなくて血を流しながら森の奥に逃げてしまったんだ。なんとか追いついて囲んで仕留めた。その時も血を結構流してたから、多分ブルーグレーベアーはその血の臭いで森の奥から出て来たんじゃないかな？」

「撤退は考えなかったのか？　クリス」

　アーサーが低めの声でクリスを見つめながら問う。

「もちろん考えたよ、一度は全員で逃げたんだけど追いつかれてしまったんだ。その時に班の一人が足に攻撃を受けて動けなくなってしまったんだ」

　アーサーが「その時になぜ、構わず逃げなかったのか」と責める目でクリスを見ていた。

「でも、ブルーグレーベアーは狡猾でね。動けなくなった一人に目もくれず足を止めた兵士へ攻撃をしたんだ。だから僕達は、逃げるのを止めて戦った。じゃないとブルーグレーベアーのほうが足が速いからその内に全滅すると判断したんだ」

「ブルーグレーベアーは、そんなにも狡猾なのか」

　ルークが苦々しい表情でつぶやいた。

「その後は、盾を持っていた僕ともう一人で盾役をして少しずつ削ってなんとか倒したんだ。いやぁ、盾が壊れた時は、死を覚悟したね。でもその時、時間をゆっくり感じてブルーグレーベアーの攻撃がゆっくりになったんだ。その攻撃をかわした後、全力で動いて攻撃したら後ろ脚を切断できて倒せたんだ。不思議だよね？」

　クリスは首をかしげながら、「不思議だ、不思議だ」と言っていた。

　──クリス兄さまは、何かのスキルが発現したんじゃないかな？　でも、見れないから分からないけど。

　とカインは考える。

　クリスが無謀な戦いをしたのではなく、正しい判断をしたのをルークは褒めたが父としてと前置きをして「無理をするな」と言った。クリスは、真剣な目で「はい」と返事をした。

　──本当にクリス兄さまが無事で良かったよ。しかし大深森林で何が？
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　翌日の朝食後、予定通り関係者がサンローゼ家の会議室に集められ、砦の作製について話し合いが始まった。カインが作製した模型に一同驚き、また有用性及び活用について話が脱線する場面もあった。ルークの、まずは〝砦〟から考えるとの指示の元色々な意見が交わされていた。

「ベンジャミン、カインの魔法でできる事とできない事を知りたい。分かる範囲で説明を」

　ルークがあれこれと〝砦〟の形や高さなどの意見を交わしている中でベンジャミンに説明を指示した。

「はい、今現在カインは、土壁と石壁を【土魔法】で作製ができます。大きさなどは、指定することで作製できます。ただし、確認できていませんが他の【魔法】のウォール系と同じで指定された地面の上に作製されるので、高い壁を一度に作製する場合は地面を掘り下げないと倒れる可能性があると考えています」

　ベンジャミンはカインの【魔力】から何十ｍの高さであっても、土壁や石壁が作製が可能だと考えていたが、基礎がないため高く作ると倒れると予測していた。

「それでは、地面を掘るところから始める必要があるのだな。どのくらいの幅で、そしてどのくらいの深さを掘る必要があると考えているんだ？　ベンジャミン」

「私の見積もりですと、一二ｍの高さの壁を考えているので三ｍあれば安心かと。それもカインが【土魔法】で行いますので大丈夫ですよ」

「「「えっ」」」

　一同がカインを見る。カインは小さく頷く。

「カイン様がいれば、わし達の仕事がなくなってしまうな、はっはっは」

　石工ギルドのギルド長がそんな発言をする。

「ギルド長、そんなにはうまくいかないのです。事前確認では出現させた土壁や石壁の上に再度出現させても、ブロックのように積まれるだけで固定はできないし融合する事も現時点はできないのです。だから、カインの作る砦や街壁作りにはギルド長達の力と技術が必要なのです」

　ベンジャミンは、【魔法】が万能ではなく人間の技術がないと完成しない事を説明した。

「そこまで期待されちゃ、石工ギルド総出で頑張りますぞ！」

　石工ギルドのギルド長は少し嬉しそうだった。

「ベンジャミン様、基礎も石壁もカイン様の【土魔法】で作るとして何枚くらいの石壁で構成されるのですか？　アーサー様のご提案では、石壁と石壁の間に砂の層を作って衝撃に強い街壁を作る案もあるとお聞きしたのですが、どのようにするのですか？」

　整備局の局長がベンジャミンに質問してきた。

「それも、事前にカインと実験をしました。次の順番で作製を考えています、石壁＋土壁＋石壁で作製後、【サンド】の魔法で土壁を砂に変化させます。ただし、欠点があって先ほども説明したようにカインの【土魔法】では、出現させた土壁や石壁を融合できないので隙間ができてしまいます。それを人間の手で埋める事を考えたのですが……それでも、雨水などが砂の層に溜まる事が予測されます。最悪水の影響で砂が流れ出し倒壊するおそれがあると考えています。アーサー兄様の案は画期的なのですが、現状かなり難しいかと」

　ベンジャミンが少しすまなそうにアーサーを見る。

「石工ギルド長、実際はどうなのだ？　技術的には無理なのか？」

　ルークがフォローするようにギルド長に確認する。

「そうですなぁ、通常街壁は石を積んで粘土などで積み固める物ですので。アーサー様の案で施工する事は容易だと思います。もちろん多数の人力が必要ですが。ただ、カイン様の【土魔法】で作製する今回には向かないと判断します」

　一同が少し暗い表情になる。

「我が領の技術者は、優秀ですね父様。短時間にこんなに意見が出てくるとは王都でもないのではないですか？」

　アーサーは自分の意見に固執するのではなく、自領の技術者を讃える懐の深さを見せた。そんなアーサーを見てカインは〝かっこいい〟と思っていた。

「そうだな、我が領の技術者は大きな声では叫べないが、王都の技術者より数倍も高い技術と強い気持ちを持っていると常日頃感じているぞ!!」

　ルークがアーサーに続き、技術者達を讃えると技術者達は静かに頭を下げた。

「それでは、砦の壁は幅六ｍ、高さ一二ｍの一枚の石壁としたいのですが、やはり壁のつなぎ目の問題が残ります。壁と壁の隙間は、〇～一〇mm位なのですが高さが一二ｍなので意外に目立ちますし強度的に不安が残ります。何かその隙間を埋める案はないでしょうか」

　ベンジャミンの言葉に一同〝うーん〟と悩んでしまった。

「ねぇねぇ、カイン。どうせなら全部一枚の石壁で作れないの？　この模型みたいに？」

　クリスが模型を見ながら、斜め上から攻めてきた。一同が〝そうか〟という表情でカインを見る。

「うーん、どうでしょう？　イメージはできるのでできそうですが……そうすると見張りの塔や狭間などは作れませんがどうします？」

「いえいえ、カイン様。そこまで作っていただければ、後は人の手でレンガでも石でも積んで作ります」

　石工ギルド長がカインの疑問に答えた。

　基礎の構想が固まると後は早く、内側の階段や門の高さや幅、門の素材、見張り塔の作り方など会議室に集まった専門家が次々と意見を出し合い、変更、修正を加えて最後にカインの模型で確認した。

　そこには、かなり立派な砦ができており全員が満足な表情をしていた。

　──さあ、実際に作ってみよう！

　カインは、模型を見ながらワクワクしていた。




　砦の詳細が決まった後、丁度お昼になったので参加者全員で昼食を食べる事になった。今日のお昼は、ロイド料理長特製の〝ハンバーグサンド〟だった。と言っても見た目は、でっかいハンバーガーで通常のハンバーガーの二倍くらいの大きさのバンズに同じく二倍の大きさのハンバーグ、葉物野菜とトマトそして、マヨネーズを混ぜたソースがたっぷり入っていた。

「「「旨い!!　領主様ありがとうございます。こんな美味しい物を食べられて幸せです」」」

　サンローゼ家以外の参加者が声をそろえてルークにお礼を言い夢中になって食べている。

「カイン、これはなんという食べ物なんだ？」

　ルークが不意に聞いて来たので、思わずカインは「ハンバーガーですね」と答えてしまった。

　──あっ、やっちまった。つい答えちゃったよ。

　カインがべっとりと汗をかいていると、

「ほー、これは〝ハンバーガー〟というのか。うん、旨いな」

「そうですね、手も汚れずに気軽に食べられていいですね」

「ほんと、ほんと、パンも肉も大きいから一つで腹いっぱいになるし！」

　ルーク、アーサー、クリスが〝ハンバーガー〟を褒めちぎっている。

「へー、これも〝勇者様の書〟に載っていたのかな？　カイン？」

　かなり疑っている目をカインに向けながらベンジャミンが指摘してきた。

「そうです、〝勇者様の書〟に書いてあった〝ハンバーガー〟によく似ています。なんでロイド料理長は知っていたのでしょうねぇ？」

　できるだけ冷静さを失わないように、ベンジャミンに回答するカインだった。

「りょ、領主様。この〝ハンバーガー〟を街に流行らせても良いでしょうか。この味、量、食べ易さ。職人達に絶対流行ると思います。ぜひお願いします」
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　石工ギルド長が席を立ちルークに深々と頭を下げてお願いしている。

「いいぞ。レシピはロイドからもらって行ってくれ。これから砦や街壁作りに協力してもらうからな。石工ギルドでこの〝ハンバーガー〟をぜひ流行らせてほしい」

　ルークは上機嫌に石工ギルド長に〝ハンバーガー〟のレシピを渡す事を快諾した。

　少し先になるが、石工ギルドが流行らせる〝ハンバーガー〟は、〝サンバーガー〟と呼ばれ領内外の多くの人々に新たな〝食文化〟を広めた。また、〝サンロックバーガー〟と呼ばれる、カイン達が食べた〝ハンバーガー〟より硬いパンで作られた物が、特に職人達の間で長く流行った。




　カイン達は昼食後、大深森林側の街壁前に集まり、整備局の職員達が協力して砦の下書きをしているのを静かに待っていた。カインは、ロープなどを利用して整備局員達が真直ぐ地面に線を描き、砦の形である〝台形〟を描いているのを感心しながら見ていた。

　一時間くらいたって〝台形〟の線が完成した。カインは台形の中に全員が入ったのを確認した後、

「それじゃ、まずは基礎の〝穴〟を作るので少し下がってください。【ホール】」

　カインの力ある言葉のあと、線に沿って幅六ｍ、深さ三ｍの穴ができあがった。

「「「おおおっ、す、すごい」」」

　カインを見守っていたルークと関係者は、一気にできあがった穴というか、空堀に感嘆の声を上げた。

「ふう、なんとかイメージ通りにできたね。念のため解析の〝眼鏡〟で幅を確認しようかな」

　カインは解析の眼鏡をかけて作った空堀を歩いて確認をした。イメージが良かったのか幅が六ｍより小さい所はなく、大きくても＋五cmまでの誤差でできていた。

　次にカインは石壁を作るために、〝台形〟の真ん中に移動し〝循環〟を始める。カインの側にはベンジャミンが立ち【魔力】の流れを見ていた。

「カイン、〝循環〟させる【魔力】の塊を増やすんだ。全部が繋がるようにして一つの筒くらいになるまで頑張れ。大きな【魔力】の塊を作って【魔法】を使うより反動が小さくなるはずだ」

〝循環〟を続けてベンジャミンが指示した【魔力】の筒のような塊を作った。

「ベン兄さま、いきます！　【ロックウォール】!!」

　カインは手を地面に突いて膨大な【魔力】と共に石壁が立ち上がるイメージを固める。先ほど作った空堀の底から〝ズズズズズゥ〟と地鳴りに近い音がして石壁がせり上がってきた。石壁はどんどん伸びて、いつまでも伸びていくかと思った頃〝ピタ〟と止まった。

「「「おおおおおっ、なんだこれは!!」」」

　目の前で起きている事を信じられないと、気持ちがたっぷり籠った叫び声が上がった。

「はあ、はあ、はあ」

　カインは、数百メートルも全力で走ったような苦しさを感じ少しでも、空気を肺に入れる為、えずくように息をした。なんとか倒れるのを堪えたがよろめいてしまい、ベンジャミンが支えてくれた。

「大丈夫かい？　一気に【魔力】を使ったから体に跳ね返って来たんだね。回復するまで少しジッとしていなさい」

　カインとベンジャミンがそんな事をしている中、他のメンバーは石壁に近づき触ったり、叩いたり、中には削ったりする者もいた。口々に「これは、凄い」や「すばらしい」などの感想をつぶやいていた。

　一〇分くらいして落ち着いたカインは、入口を作るために石壁に近づき再度イメージを固め【デリート】と発声する。その直後、幅五ｍ、高さ五ｍの頂点が半円状になった穴が開いた。

「よし、出入口完成。もう今日は動けないかも」

　カインは、やり遂げた達成感と共に気を失い、その場に崩れた。

「カイン！」

　ベンジャミンが支える。アーサーとクリスもカインのところに駆け寄った。

　ベンジャミンの腕の中で気を失っているカインとできあがったばかりの砦を交互に見ながら兄達は「カインを守るのは私達だ」と心に誓った。その他の参加者達もサンローゼ家の兄弟達を見て「サンローゼ家を守るのは私達だ」と心に誓った。
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〝タタタタッ〟

　カインは何処に向かっているのか分からないが、薄暗い所を走っていた。『何故走っているか？』と考えている自分と『早く逃げるんだ』と考えている自分。とにかく良く分からないが走り続けていた。

〝ガッ〟と突然、横から衝撃に襲われて派手に頭からスライディングするように転んだ。カインが起き上がろうと上体を起こすと、今度は背後から強い力で押さえられた。

　何事かと背後を振り向くと、猫科の猛獣らしき動物の牙が迫り、頭から噛みつかれた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　カインは、大声を上げながら目覚めた。

　──なんだ、夢か。

　そう思いながら体を起こそうとしたが起き上がらなかった。

　──何かに押さえつけられている？　えっ、まだ夢を？

　と考えながら頭だけを動かして自分の身体を確認すると、アリスが半身を覆いかぶせてカインの上で寝ていた。

　──ビックリさせないでほしい。でもなんでここに？

「アリス姉さま、起きてください。アリス姉さま」

　しばらくすると、もぞもぞしながらアリスが顔を上げてカインを見た。最初は寝ぼけまなこだったが、パッチリ目を開けてカインを凝視して、

「あー、カインが。カインが目を覚ました！　リディア母様、カインが目を覚ましました！」

　アリスは、そのまますごい勢いでカインの部屋から飛び出していった。カインもアリスを追いかけようと身体を起こそうとすると、今度は数日前にも感じた激痛が襲ってきた。

　──ま、また〝魔力痛〟？　いたたた。

　それでも、頑張って身体を起こす。気持ち前回より〝マシ〟なような気がするのは気のせいか？　などと考えているとアリスがリディアを連れて部屋に戻って来た。

「カイン!!　あなたは、なぜ無理ばかりするの！」

　リディアは、叫びながらカインを抱きしめる。心なしか声が震えていた気もした。

「ごめんなさい、リディア母さま。ごめんなさい」

　カインは、素直に謝罪した。

「まったく、いつもいつも私とリディア母様に心配ばかりかけて。罰として私とリディア母様の言う事を一つ聞きなさい！」

　あー、これは素直に聞かないとダメかもと思いカインは「はい」と一言だけ応えた。

　二人は、にっこりと微笑みそれぞれの要望をカインに伝え「「今日は大人しく寝てなさい」」とハモリながら言い放ち部屋を出ていった。




　カインは、言いつけ通り大人しく寝たり起きたりを繰り返していた。扉をノックする音で再度起きると、ベンジャミンが部屋に入ってきた。

「カイン、大丈夫かい？　ちょっと昨日は無理させすぎちゃったね、気配りが足らずごめんよ」

　ベンジャミンがやさしく謝ってきた。

「大丈夫です、【魔力量無限】でも一度に使える量は有限なのかもしれないですね。それよりもベン兄さまも、大変だったのではないですか？」

「良く分かるね、もしかしてカインもリディア母様とアリスに約束させられた？」

「えっ、ベン兄さまもですか？　てっきりリディア母さまに絞られたのかと」

「もちろん、こってり絞られたよ。それに父様もアーサー兄様もクリスもね、そして一人ずつ約束させられたよ、ハハハハハ」

　ベンジャミンは、斜め上を見ながら乾いた笑いを漏らす。

「お互い大変ですね。ベン兄さま。何か僕に話があったのではないですか？」

「そうそう、二つあってね。一つは、年越しの時になんの肉が食べたいかなと思って。明日、父様と大深森林へ狩りに行くことになったからカインが食べたい魔物を獲ってこようと思ってね」

「ありがとうございます、ホロホロ鳥がいいです」

「了解。沢山獲って来るよ。楽しみにしていて。あとは、〝浴場〟なんだけどいつ頃に作るのかなと思ってね」

「えっとぉ。リディア母さまのご要望で、明日作る事を〝お約束〟しました。なので明日は、【魔法陣魔法】ではなく自分でお湯を作ろうかと」

「よかったよ、明日だと手伝えないと思ってね。分かっていると思うけど無理は禁物ね。今度やったら……いや、口に出すのはやめておこう。カインの賢さを信じる事にするよ」

　ベンジャミンも今日は、ゆっくりするようにと言い残し部屋を出て行った。

　──これは、みんなかなり大変な〝約束〟をさせられてしまったようだ、ごめんなさい。

　カインは、痛みをこらえながらアリスとの〝約束〟について考えていた。アリスの〝約束〟は、甘いお菓子を二つ作る事だった。

　──何を作ったら、アリス姉さまは喜んでくれるかな？
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　カインはベッドの上で、屋敷用の〝浴場〟について考えていた。道雄の時の温泉に行った時の事を思い出していた。

「温泉の〝のれん〟をくぐってからまず何をするっけ？」

〝のれん〟をくぐるとまず、スリッパを脱いでかな？　その後は〝脱衣場〟で服を脱いで、〝浴場〟に入るか？　シャワーはどうやって作る？　桶と椅子も必要だよね？　石鹸は領内で作っているし、あとはタオルかな？　サウナはまた今度だな。と、カインは久々のお風呂に思いをはせていた。

　次の日狩りに出るルークに〝浴場〟の設置場所の許可をもらい、屋敷の裏口近くに作ることにした。ベンジャミンがルークと狩りでいない為、〝浴場〟作りはガーディとだけ行うことにした。

「ガーディ、どのくらいの大きさがいいかな？　あまり小さいのはゆっくり入れないし、大きいのはお湯を作るのが大変だよね」

　カインは〝浴場〟作製予定地で地面に線を描きながら浴槽の大きさと壁の位置を考えていた。

「カイン様、そもそも〝浴場〟とはどのように使うのですか？」

　お風呂を知らないガーディに、お風呂の説明と入り方を教えた。

「そうですね、大人が三人くらい一緒に入れるくらいの大きさが良いのではないでしょうか。奥様が入る時はメイドが一緒に入ってお世話をすると思いますし」

「そうだ、窓が必要なんだけど窓ってどこで作ってもらえるの？」

「窓ですか、私には分からないです。ランドルフ様に聞いてみますね」

　ガーディはランドルフを探しに屋敷に入って行った。

「窓もそうだけど、屋根どうしようかな？　空洞がある石壁をイメージしたほうがいいかな？　それとも石壁を作って中身をこの前みたいに【デリート】で消すかな？　あっ、順番を考えないと浴槽が作れないじゃない？」

　カインは石壁の上に石壁を作ると接合できない事を思い出した。

　──これは、よく検討してから作り始めたほうがいいな。

　建築の知識のある人を探そうと考えていた。
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「カイン様、お待たせしました。ランドルフ様をお連れしました。あと、丁度お屋敷にいたのでノエルも連れてきました」

　カインが〝浴場〟の作り方をあれこれ考えて、行き詰まってきた時に救いの声が聞こえてにっこり笑って振り返った。

「カイン様　〝窓〟との事ですが、どのような〝窓〟をお考えですか？」

「うーん、目的は換気だからそんなに大きく開かなくてよくて、外から見えない感じの？　例えば内側から外側に下の部分を押し出して開ける感じのかな？　そんな〝窓〟ってある？」

「内側から外側に下の部分をですか？　ある事はありますが少し大きめになりますね。明日にでもいくつか屋敷に届けさせましょう」

「ランドルフお願い、大きさや形式が違うのをいくつか持ってきてほしいな」

　ランドルフは「畏まりました」と一礼をして屋敷に戻って行った。

「次は、ノエル。〝浴場〟作りで相談にのってほしいんだ。作りたい〝浴場〟は、浴槽と身体を洗う場所。そして服を脱ぐ脱衣所と追加のお湯を溜めておく部屋の三つ。壁の中をくり抜いて空間を作れると思うのだけど、内壁や浴槽を固定できなくて」

　カインが説明しながら、「うーん、うーん」とうなっている。

「カイン様、【魔法】で一度に作らないといけないのですか？　【魔法】で作れるものは【魔法】で作ってその他は、石工ギルドや大工ギルドに作ってもらえばいいのではないですか？」

　カインとガーディは「「えっ」」という顔をしてお互いを見て、

「そうだよね、全部【魔法】でやるから大変なんだ。壁や浴槽だけ【魔法】で作って屋根とかは普通に作ればいいんだ。ノエルすごいよ！」

「は、はい。ありがとうございます」

「それじゃ、屋根以外を作ろう！　【ストーンウォール】」

　カインは、イメージを固め外壁、内壁を作製し部屋を三つ作った。

「次は、扉と窓を開けて、その前に十分循環で【魔力】を練って小さく何度かに分けて【デリート】、【デリート】……」

　カインが【デリート】を繰り返すと脱衣所に入る扉や浴場の窓ができあがった。

「カイン様、地面はどうするんですか？　石畳ですか？」

　まだ、壁だけだったので土がむき出しの床をガーディが指さし質問する。

「低い石壁を作って石の床にするよ。〝浴場〟の方は少し傾けて排水ができるようにするんだ。見てて【ストーンウォール】」

　壁の内側の地面が一五cm位石壁となりズリズリとせり上がってきた。

　カインは、できあがった床や浴槽や壁を見て回る。

「やっぱり少し隙間ができちゃっているな。それに削れてる所もあるしもう少し練習が必要かな？」

　ガーディとノエルはとんでもない事を言っているカインを目を見開いて見ていた。二人の頭の中ではカインがいれば家を作る労力と時間が一／三くらいになると吃驚していた。

「次は、浴槽だね。【ストーンウォール】＆【デリート】」

　浴場の半分くらいの石の浴槽ができた。

「あっ、しまった！　水の供給を考えてなかった。もう少し井戸の近くにすれば良かった。水道管みたいのを作るしかないか、でもな……」

「カイン様、すいどうかん？　とはなんですか？」

　カインがぶつぶつとつぶやきながら、考えているとノエルから質問される。

「えっ？　ああ、水が流れる管だよ。浴場を使うたびに何度も水を運んだりするの大変でしょ。だから井戸からここまで水が流れる管を作って運ぶ労力を減らそうと思ってね。でも、【クリエイトクレイ】で作って長い間使っていると土が混ざりそうなんだよね。うーん、あっ【アースプレス】使えばいいのかも」




　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【アースプレス】

　アースプレスをかけた面に圧力をかけ表面を滑らかにして硬化させる。

　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




「でも、水道管の設置はお昼ご飯の後にしよう。ランドルフにも設置場所を確認しなくちゃいけないしね。ガーディ、ノエルお昼にしようか」

　三人はお昼ご飯を食べるために食堂に向かった。今日の昼食はカインだけだったので、一人で食べるのも寂しかったカインは、使用人の控室で食べる事にした。貴族としてはそれではいけないのかもしれないが、道雄の記憶があるカインには一人で食べる事のほうが苦痛だったのだ。

　昼食を食べ終わり井戸から浴場まで水道管を引く事を、ランドルフに説明と許可をもらって作業を再開した。傾斜の付け方は、ノエルが知識を持っていたので三人で協力して行った。それでも何度か失敗し三度目でようやく水を浴槽へ流す事ができた。

「ふぅー、大分時間がかかったね。ノエル、ガーディありがとう。さて、あとは水を入れるだけだね。これもちょっと重労働かな。まず半分くらい入れたいから交代でがんばろう！」

　カイン、ガーディ、ノエルは交代でポンプを〝キコキコ〟漕いで浴槽の半分くらいまで水を溜めた。さすがに疲れたので、小休憩をとる。

　──何かいい方法を考えないと、毎日大変だな。

　とカインは考えていた。

〝浴場〟にカイン、ガーディ、ノエルで集まり浴槽に半分溜まった水を見ている。

「カイン様、これからどうするんですか？」

　ガーディが、この水をどのようにお湯にするのか質問をする。

「これから、僕が【ホットウォーター】で熱湯を継ぎ足して適温にするんだよ。見てて【ホットウォーター】」

　カインの手から熱湯がドバドバと出てくる。しばらくドバドバと熱湯を継ぎ足すと熱湯が止まる。カインは恐る恐る手を入れて温度を確かめ、水をかき回すと首を傾げ再度【ホットウォーター】を唱え熱湯を継ぎ足した。

　浴槽の中のお湯（水）が、浴槽の三／四くらいになったあたりで熱湯の放出を止めた。浴槽からは湯気が立ち上がりとてもいい感じに見えた。カインは再度手を入れて温度を確かめ「おしっ」とつぶやく。

「ふー、結構大変だったね。大体一：二くらいで適温かもね。ガーディ、ノエルどう思う？」

　後ろで見ていた、二人に話しかけた。

　ガーディとノエルはカインと同じように浴槽に手を入れて温度を確かめる。二人はなかなか気持ちよさそうにお湯をかき回して「「丁度いいと思います」」と答えた。

　その後、カインの提案でしばらく三人で足湯を楽しんだ。冷えていた身体を温めて上がろうとして、排水の事を考えていなかった事に気づく。排水管の作製は、暗くなるまで続いた。

　──明日は、やっとお湯につかれるぞ！

　大変な一日だったが、久々の湯船に気合を入れるカインだった。




「疲れたぁー、せっかく足湯に入って疲れを癒したのに。排水管を作ったらまた、疲れが溜まった。前の世界は、至れり尽くせりだったなぁ」

　カインは、道雄だった時には感じなかったインフラ整備の重要性を改めて感じた。

　ベッドで少し横になってると、夕飯ができたとメイドが呼びに来たので、着替えて食堂に向かった。

　食堂には、すでにリディアとアリスが着席していた。兄達の席を見ると、白く俯いているアーサーとクリスがいた。

　──あのアーサー兄さまが事務仕事だけであんなになるなんて、どんだけ領主の仕事はブラックなんだ？

　アーサーの変わり果てた姿にビックリしながら席に着くと、夕飯が運ばれてきた。いつものように、小さく「いただきます」と言って食べ始めたが、アーサーとクリスが動かなかった。

「アーサーもクリスも、いい加減ピリッとしなさい！　情けない。アーサー、今日の仕事の量はまだ少ないほうよ。クリスも彼女ができたら、あなたがリードしなければならないのだから、あのくらいで何を疲れ果ててるの？　アリスなんて元気一杯よ！」

　アリスとリディアは、息の合った双子のように同じ動作で頷き合っていた。

「一日に休憩もなく、一〇軒も店を回るなんて……ブツブツブツ」

　クリスがかなりのダメージを負ってしまったようで、自分の世界から？　帰って来られたようだった。

　アーサーとクリスは、その後なんとか自力で夕飯を食べて部屋に戻って行った。カインは、兄二人の早い回復を心の中で祈っていた。
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「「おはようございます、カイン様」」

　石工ギルドと大工ギルドのギルド長とその職人達が、昨日作った〝浴場〟の前でカインを待っていた。

「おはよう、今日はよろしくね。この〝浴場〟に屋根と扉と窓を付けてほしいんだ。あとは、中の浴槽を固定してほしいんだ。どの位でできるかな？」

　ギルド長達は〝浴場〟を見て回り少し相談をした後、「日が落ちる前には完成すると思います」と返事をした。

　それから、職人達は手分けをして木材や漆喰を運び、作業を開始した。カインは何度か職人達に呼ばれ、指示を出した。昼食の頃に、仮の屋根ができあがり、カインはかなり興奮していた。

「カイン様、恐れながら一つよろしいですか？」

　大工ギルド長がカインに話しかけてきた。

「何か足りない所か、立て付けが悪い所があった？」

「そんな、とんでもない。これほど土台がしっかりとした部屋を作れるのは、熟練の職人でもそうそういません。申し上げたいのは、この〝浴場〟ですが、いささか寒いかと。脱衣所でしたか、ストーブを設置されてはいかがでしょうか」

「えっ、ストーブがあるの？　まだ見た事がないや。いや、それよりそうだよね、ストーブでもないと離れだし寒くて湯あみどころじゃないよね。追加で設置はできるかな？」

「畏まりました、すぐにでも用意させます」

「あ、でも高い？　もし、高ければ形だけでも教えてもらえれば作るけど？」

「いえいえ、今回の施設の費用で十分足りますので。その代わりストーブの周りに囲いを作っていただけますか？」

「もちろん」

　カインは笑顔で答えた。

　それからも、カインは漆喰を【魔法】で乾燥させたり、浴場で使う椅子や桶を【魔法】で追加した。昼食後も作業が続き、日が沈み始めた頃屋根が完成した。

「「「おめでとうございます、カイン様」」」

「ありがとう、みんな。立派な〝浴場〟ができあがったよ」

　カインは、湯船に入った自分を想像し、にっこりと笑った。
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　予想より早く屋根などの施工が終わり、カインは今夜のお披露目の準備を行っていた。お風呂を使う時に必要な、タオルや石鹸（高級）や衣類を入れる籠などを設置していく。それと並行してメイドにお風呂の入り方も説明した。

　リディアやアリスが入る時に、カインが一緒に入って説明するのは、一瞬役得！　とか考えたが遠慮する事にした。やっぱり恥ずかしいからね。

　今のところ、シャワーなどが作れないので、浴槽のお湯を桶で汲んで使ってもらう。だから身体や髪をちゃんと洗ってから、お湯に入るようにお願いした。

　後は、工事の汚れや木屑とかも残っていたので、【魔法陣魔法】で作った【クリーンアップ】で綺麗にして、【ライト】も数個設置した。

　初めてなので、カイン頼りになっているが、追い追い改善する計画だ。ちなみに、入口には〝のれん〟もかけて雰囲気はバッチリ（カインしか分からないが）。

　日が沈む少し前に、狩りに出ていたルークとベンジャミン達が戻って来た。ベンジャミンは少し疲れていたようだが、ルークはやけに元気だった。リフレッシュできたのかな？

　狩りの結果は、かなり大猟だった。なんとホロホロ鳥が一五羽も獲れたとルークが自慢していた。その他にワイリーボアとかもあり、今から年越しの会の料理が楽しみだ。

　獲物のお披露目が終わって、〝浴場〟のお披露目を行った。かなりの出来に、みんなビックリしていた。家長のルークが一番に入ると思っていたが、「リディアが一番先だ」とルークが宣言したので、リディアとアリスが一番に入る事になった。

「リディア達は、まだ出て来ないのか？」

　ルークが何度目かの台詞を言った。

「父さま、女性は髪が長いから時間がかかるのですよ。ゆっくり待ちましょう」

　カインはルークを落ち着かせるが、かれこれ一時間半くらい過ぎていた。

　──お湯足りてるかな？

　そう考えていると、リディア達が髪をアップにした姿でリビングに戻ってきた。

「お待たせしました、あなた」

　お風呂に入ってツヤツヤになったリディアが、ルークにいつもより甘い声で言う。

「いや、待ってないぞ。大丈夫だ。それより〝浴場〟はどうだった？」

　少し慌てた様子のルークが冷静を装いながら返事をする。

「はい、想像以上に気持ちが良く。髪も身体もいつもよりきれいになって、さっぱりしました」

　微笑みながらリディアが入浴の感想を伝えた。

「なんで、カインは一緒に入らなかったのよ？　お風呂で髪を洗ってあげようとしたのに」

　ふんすとアリスがカインに近づいてくる。

「アリス姉さま、もうカインは六歳です。恥ずかしいです」

「子供のくせに生意気よ、次は一緒に入るからね」

　カインは、あははと笑ってごまかした。

「さあ、父さま。僕達も〝浴場〟に行きましょう。お湯が冷えてしまいます」

「そうだな、男みんなで入るか！　アーサー、ベンジャミン、クリス、カイン行くぞ」

　とても楽しそうにルークが部屋を出て行く。その後をしぶしぶアーサー達はついて行った。
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　カインは、ルーク達に脱衣所で服を脱ぎ籠の中に入れておくことを説明する。その間に減ったお湯を足しに洋服のままで浴室に入り、【ホットウォーター】を唱えお湯を足した。

　脱衣所に戻ると衣服を脱いだ上半身裸のクリスが目に入った。

「クリス兄さま、細いのに筋肉がしっかりついていますね。僕なんかまだぽよぽよで恥ずかしいです」

「カインも学院に入って訓練すれば、すぐに筋肉がつくよ。アーサー兄さんなんて、訓練で傷だらけだよ。見てみな？」

　皆に背を向けながらズボンを脱いでいるアーサーを見ると、背中に小さいと言えない傷が無数にあった。

「なんで、あんなに傷があるのですか？」

「騎士団の訓練が厳しいんじゃないかな？　ほらベン兄さんも魔術学院で訓練しているから細いけど筋肉ついているし。ぽよぽよなんて言ってられるのは今の内だよ」

　クリスは、自分の割れた腹筋を拳こぶしで叩き笑いながら言った。

　──うん、僕はどちらにも行かないように頑張ろう。

　カインは、兄達の身体を見ながら心に固く決めた。




「まずは、〝かけ湯〟です。この桶でお湯を掬って足からゆっくりとかけてください。次に身体全体に〝かけ湯〟をしてください」

　ルーク達はカインに言われた通り、足から〝かけ湯〟をする。

「次は、髪を洗います。二、三回髪に〝かけ湯〟をした後、石鹸を泡立てて洗ってください。よく髪を揉むように泡を使って洗ってください。最後に泡を流して終わりです」

　カインは髪の洗い方を解説しながら、見本を見せながら自分の髪を洗った。たまにお湯で髪を洗う事があるが基本水で洗うため汚れが溜まりやすかったりする。しかし、その辺は【魔法】のある世界なので、【クリーンアップ】を定期的にかければ綺麗になるため、気にしなかったりする。

「髪は洗い終わりましたね。次はみんなで身体を洗いましょう。アーサー兄さまは父さまの背中を、ベン兄さまはアーサー兄さまの背中を、クリス兄さまはベン兄さまの背中を。そして僕がクリス兄さまの背中を洗います。分かりましたか？」

　ルークから順番に並び相手の背中をゴシゴシと洗う。初めての事で少し照れながら行っていたが、次第に楽しそうに洗っていた。

「それじゃ、逆向きになって背中を洗いましょう」

　カインは、反対を向いてクリスに背中を洗ってくださいと頼んだ。逆向きになるとルークがアーサーの背中を洗う事になるのだが、「遠慮するな」とルークは成長した長男の背中を洗う事を楽しんでいた。最後に自分で背中以外を洗い、泡を流して終了した。

「ふー、湯に浸かるのもいいなぁ。疲れが染み出すようだ」

「そうですね、事務仕事で凝り固まった身体がほぐれます」

「身体が温まると【魔力】の通りも良くなるような気がするね」

「筋肉痛にも良さそうだよ」

　ルーク、アーサー、ベンジャミン、クリスがお湯に浸かった感想を言っていた。

　──ふー、本当にお風呂に浸かると疲れが取れるねぇー。作ってよかったー。

　お湯に浸かりながら、リラックスしている家族を見て改めて作って良かったと思うカインだった。




　カイン達がお風呂から上がりリビングに行くと、リディアとアリスがお茶を飲みながら談笑していた。

「リディア、待たせたな。あまりに気持ちが良かったので、長くなってしまった。すまんな」

「アリスと話をしていたので、気になさらないでください。早速、食事にしましょう」

　全員で食堂に行く。着席すると待ち構えていたように料理が並べられた。最近は夕食はもちろんの事だが、昼食にもお肉が出て来る。育ち盛りのカインは、兄達に感謝をしていた。

「おおっ、今夜はホロホロ鳥か。こんがり焼けていて美味しそうだ」

　ルークが自分の前に並べられた料理を見て喉を鳴らしながら言った。

「はい、料理長が新鮮なうちに旦那様に召し上がっていただきたいと頑張っていました」

　側に控えていたメイド長が説明をした。

「冷めてしまう前に食べようか。今日も無事に糧を得られた事に乾杯！」

「「「乾杯」」」

　カインは小さく「いただきます」と言い食べ始めた。いつもより夕食が遅いのもあり、お腹が空いていた。塩で味付けされた皮がパリパリでとても美味しく、ホロホロ鳥を夢中になって口に運んだ。

「ありがとうございます、父さま、ベン兄さま。とっても美味しいです」

「それは良かった。カインに喜んでもらえたなら、頑張った甲斐がある。なあベンジャミン？」

　ルークがチラリとリディアを見た後、目を細めて言った。

「そうですね、父様」

　ベンジャミンも嬉しそうだった。

　終始和やかな雰囲気で夕食を食べ終えて、リビングで香茶を飲みながらくつろいでいた。ランドルフがお菓子をテーブルに置き、ルークに確認をした。

「旦那様、本当に私達使用人も〝浴場〟を使用しても良いのでしょうか？」

「もちろんだ。遠慮せずに皆で使ってほしい。これは、この先〝浴場〟を領内に広める際の試験も兼ねているから、使ってみて気付いた事とかを報告してほしい。仕事だと思えば遠慮せずに使えるだろ？」

　カインは、入浴中に領内に〝浴場〟を作って広める提案をしていた。目的は公衆衛生の向上による、乳幼児の死亡率低下に協力したいと説明していた。入浴しながらの提案は、使用人達にも使ってもらい問題点の洗い出しをする事を条件に了承をもらえた。

「ありがとうございます。使用感などを纏め報告させていただきます。カイン様、大変だと思いますがお願いします」

「了解、お湯が少なくなったり、ぬるくなったりしたら足すから言ってね。あとお湯が汚れてきたら取り換えるからね」

　全員が入り終わるまでに、カインは三回ほどお湯の継ぎ足しが必要だった。中々の労働だったがお風呂から上がるとみんなが笑顔だったので、疲れも吹き飛ぶカインだった。

「カイン、明日は何をするの？　暇だったら一緒にクリス兄様と訓練しない？」

　アリスが明日の訓練に誘ってきた。

「明日はアリス姉さまと約束したお菓子を作るため、お昼前は街へ買い出しなので残念ですがご一緒できません。すみません」

「えっ、明日作ってくれるの？　いつ食べれるの？」

　アリスは興奮を抑えきれないようで、身体を上下に揺らしながら聞いてくる。

「二種類作るので、一つはおやつの時。もう一つは、夕食の後ですね」

　カインは考えてる風に、左右に首をかしげながら答えた。

「なんで、一度に味わえないの!?」

「だって、美味しいか試作が必要だからです。そこは譲れません、おやすみなさい」

　きっぱり言い放ち、ポカンとしているアリスを置いて部屋に戻った。リビングから「カインのくせに生意気！」と叫ぶ声が聞こえた。
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　時間は少し遡る──。

　石壁を作るために大量の魔力を使ったことで気を失ったカインを、ルークが抱えたまま屋敷に走りこんできた。

　それを見たリディアが叫びだす。

「何があったのです、なぜいつもカインは。ルーク！」

「大丈夫です、母様。【魔力】を一度に使いすぎて気絶しただけです」

　ベンジャミンがパニックになりかけたリディアを落ち着かせようとする。

「何が大丈夫なのです。先日も、その少し前も同じように。今度は目を覚まさないかもしれない」

　リディアは泣き崩れた。ルークはカインを部屋に寝かせてから戻ってきた。

「リディア、大丈夫だ。カインはすぐに目を覚ます。あの子は強い」

　ルークがリディアを抱きしめる。しかしリディアは、ルークから身体を離しきつくルークを見た。

「あなた達は、何か勘違いをしています。カインはまだ、六歳なのですよ。言動や行動から忘れがちですが、まだ六歳です」

　リディアの言葉を聞いたルーク達はそろって「「「あっ」」」とつぶやいてしまった。

「まったく、あなた達は何も理解していないじゃない」

　リディアは、部屋の中を何かをつぶやきながらうろうろと歩き回っている。

「父様、なんとかしてください。そうだ、いつものです」

　アーサーがルークに何やら小さな声で伝えた。ベンジャミンとクリスは〝??〟と思っていると、ルークは、深呼吸をして意を決したような表情になり、

「リディアすまなかった。我々がもう少し気配りをしておれば。今日の事を振り返り改善をするので許してほしい。そうだ、何か一つ希望をかなえよう。もちろん四人共だ」

「「「えっ」」」

　アーサー、ベンジャミン、クリスがハモる。

「分かりましたわ、二度と繰り返さないようにしっかりと心に残るような事にしましょう。あとは、アリスの希望もかなえていただけますよね？」

　リディアがにっこりと笑いながら言う

「もちろん、アリスの希望もかなえよう。最近忙しく話す時間もなかったからな」

「ありがとうございます、アリスも喜ぶと思います。早速、私の希望を伝えます。まず、クリス」

「はい」と返事をして姿勢を正すクリス。

「あなたはこの前、怪我をしたばかりなので、一日私の買い物を一緒にしましょう。年越し会の準備を手伝ってください」

　クリスが青い顔をして再度「はい」と返事をした。

「ルークとベンジャミンは、アーガイル騎士団長と一緒に年越し会の料理の為の狩りをお願いします」

「この前、クリスが十分獲ってきたと思いますが」

　ベンジャミンがリディアに質問をする。

「ベンジャミンは、カインの為にあの子の好きな〝ホロホロ鳥〟を獲ってきてあげて。ルークは最近現場に出ていないから、少し現場の大変さをもう一度思い出してもらいます。それに最近事務仕事ばかりなのでリフレッシュもかねて行ってもらいます」

「私がいない間は、どうするんだ？」

　ルークが少し焦った様子で、リディアに質問をした。

「大丈夫です、あなたがいない間の事務仕事はアーサーとランドルフにしてもらいます。これも良い経験になるでしょうし。領主の仕事は戦いだけでないのですから」

　ルークは少し喜んでいたが、アーサーは絶望的な顔をしていた。

　その後、アリスを呼んでアリスの希望を確認した。ルークとは〝買い物と食事〟、アーサーとは〝戦闘訓練〟、ベンジャミンとは〝魔法の訓練〟、クリスとは、〝リディアとの買い物に一緒に参加〟との事だった。リディアとアリスはとても楽しそうだが、男四人は今から当日の事を考え、かなり疲れた顔をしていた。
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　サンローゼ領街のペドロ商会の食糧・穀物を中心に扱う店舗。沢山の人々が買い物をしたり、持ち込んだ食材などを売り込むための行商人であふれていた。一人のメイド服を着た女性が、従業員に指示をしている女性に声をかける。

「こんにちは。ちょっとお時間よろしいですか？」

「あら、ララちゃんじゃないの。今日は納品の日じゃないわよね？　何か悪い知らせだったりしないわよね？」

　顔見知りを見つけて嬉しそうな表情の後、少し表情を曇らせる。

「大丈夫ですよ、良い知らせだと思いますよ。今日はカイン様をお連れしたんです。こちらがサンローゼ子爵家四男のカイン＝サンローゼ様です」

　ララはいたずらっ子のような表情で、今日の訪問理由を説明した。そして、すっとメイドの表情に戻るとカインを女主人に紹介した。

「本日は、我がペドロ商会にお越しいただき大変光栄です。私はモニカと申します。よろしくお願いいたします」

　モニカはとても美しい所作で、カインに挨拶をした。

「初めまして、カイン＝サンローゼです。こちらこそお願いいたします」

　カインも名乗り挨拶をした。道雄の記憶があるのもそうだが、サンローゼ家では必要以上に貴族の子息だからと言って、領民に対して横柄な事はしないようにしっかり教育されている。

「私のような者に、ご丁寧にありがとうございます。〝石畳〟様にご来店いただき幸せでございます」

　──〝石畳〟様ってなんだ？

「忙しいところお邪魔してしまいすみません、ペドロ商会なら僕が探している物が見つかるとララに教えてもらったので」

「まあ、ララがそんな事を。ペドロ商会が全力でカイン様のお探しの物をご用意いたします」

　モニカはずいっと一歩カインに近づき、真剣な表情で答えた。

「それで、どんな物をお探しなのでしょうか？」

「植物から採取した油と黒い小さな種と鳥の卵はありますか？」

「植物から採取した油ですか……確か先日仕入れた油が豆から採った油だったと。黒い小さな種ですか？　いくつかあるので見てもらえますでしょうか。あと鳥の卵も。あの、もしよろしければ何に使われるのか教えていただけますか？」

「ああ、アリス姉さまにお菓子を作るんですよ。よろしければ届けさせましょうか？」

「えっ、は、はい。お願いいたします。さ、こちらでございます」

　モニカはびっくりし、ニッコリと微笑んだ。

　カインは、大豆の油一瓶とゴマと魔物の卵を購入しペドロ商会を後にした。購入した物は、ペドロ商会に屋敷まで運んでもらうように依頼した。カインとララは、石畳になった領街の道を歩いていた。

「ララ、魔石を購入したいんだけど何処なら買えるかな？」

「そうですね、商会でも購入できますが、種類や数を揃えるなら〝冒険者ギルド〟ですかね？」

「冒険者ギルドかぁ、絶対行くとテンプレのように絡まれるかな？」

　カインは、少し微笑みながら独り言のようにぶつぶつとつぶやく。

「何か言われました？　大丈夫です何があっても私がお守りしますから！」

「そう？　じゃあ案内してもらえる？」

　屋敷とは逆の方向に進路を変更し、街の中を移動している。街には色々な人々の生活が営まれていた。露店を開いている人、大きな荷物を運んでいる人、走り回る子供達。そして、学者の服を着ているエルフ、大きな声で弟子と思われる人に指示を出しているドワーフ、そして各種獣人達がいた。カインはファンタジー世界の街歩きを楽しんでいた。

「ねぇ、ララなぜあの人達は首輪をしているの？」

　そう言ってカインは視線をその人々に向けた。そこには街の人々よりも粗末な服を着て首輪をした数人の男女が作業をしていた。

「カイン様、あの人々は奴隷です。我が国には、犯罪奴隷、借金奴隷、短期奴隷などの奴隷がいて色々な制約をかけ、分かるように首輪をしています」

　──ファンタジーだねぇ。

「うちの領街にも奴隷がいたんだね、生きるって大変だね」

　そうカインはつぶやき、その場を離れた。

　しばらくして、剣と盾の看板を掲げている石造りの大きな二階建ての建物に着いた。建物に戦士風の女性や魔法使い風の男性が入っていくところだった。

　──おお、あれが冒険者達かぁ。やっぱりテンプレってあるのかな？

「ねぇねぇララ、試したい事があるんだけど少し僕より遅れて入って来てくれないかな？」

「駄目です、誰がカイン様をお守りするのですか？　もし怪我などされたらランドルフ様に叱られます」

「ララ、僕が怪我をするよりもランドルフに怒られる事のほうが怖いんだね。それじゃ僕よりも先に入って壁際で見ててくれない？　もし、もし危険になったら助けてよ」

　ララはかなり〝うんうん〟悩んだ後、先に入れるならとしぶしぶ入って行った。ララが入って体感で二～三分後カインは冒険者ギルドの扉をくぐった。

　中はそれほど暗くなく入口の正面にカウンターがあり、冒険者ギルド員と思われる男女が居て、冒険者らしき人々と話をしていた。入口の左側の壁には依頼表らしき羊皮紙が貼られていて、ここにも冒険者らしき人々が依頼表を見ている。右奥は定番の飲み屋兼食堂のようで、仕事終わりなのか朝から飲んでいるのか数人の人々がいた。

　──うん、想像通りだね。ここでキョロキョロしているとテンプレが発動すると思うんだけど……あれ？　誰も来ないな。

　カインがしばらくキョロキョロしていても何も起きなかった。しょうがないのでララを捜していると、

「いらっしゃいませ、冒険者ギルドにご依頼ですか？」

　落ち着いた雰囲気を漂わせたエルフの女性がカインに話しかけてきた。

「はい、魔石を購入したいと思って。見せていただくことは可能ですか？」

「ラシーナさん、そんなガキンチョじゃなく俺達の相手をしてくれないかな？　依頼を達成して帰って来たばかりで疲れてるからさぁ」

　皮鎧を着た戦士風のたれ目の男が話しかけてくる。男の後ろには三人程の男達がいて全員〝うんうん〟と頷いていた。

　──やったぁ！　来たよ来たよ。これこそファンタジーの醍醐味、冒険者ギルドのテンプレ!!

　ラシーナは「すみません」と一礼をカインにしてクルっと男達のほうに向きを変えた。その直後〝キン〟と音が鳴ったような気がしてスッと音が消えたような感じになった。〝ドサッ〟と男達は目に恐怖を浮かべながらしりもちをついてガタガタと震えだした。

　──うん？　何が起きたんだ？

「このお方を誰だと思っての狼藉ですか？　このお方は、ご領主様の四男カイン＝サンローゼ様です。貴族のご子息様に対してそのような対応、命を捨てる覚悟があるのですか？」

　ラシーナさんが凍り付くような冷たい声で男達に言い放つ。

　──ええっ、バレてたの？　やばいって早く止めないと。

「ラシーナさん、突然訪問した僕がいけないんですから。気にしませんので許してあげませんか？」

「カイン様がそうおっしゃるのであれば。あなた達、カイン様より寛大なお許しが出ました、早急に立ち去りなさい」

　ラシーナがそう命令をすると、男達はバタバタと外に逃げていった。

「ララぁー、なんで僕が来る事をばらしちゃったの？」

　いつの間にか後ろに立っているララにカインは首だけ向けて聞いた。

「ランドルフ様の教育の賜物です、カイン様にかかる危険をなくすのが私の今日の仕事ですから」

　ドヤ顔でカインを見ていた。

「はぁー、ラシーナさん。ご迷惑をおかけしました。僕がちょっと好奇心を出したばっかりに、あの人達にも悪い事をしてしまいました。すみません」

「そんな、カイン様。あの者達には良いお灸になったと思います、お気になさらずに。さて魔石でしたね、あちらの会議室でご覧いただけますか？」




　カイン、ララ、ラシーナは、左奥にある一〇人ほどの会議室で、テーブルを挟んで魔石を見ていた。ラシーナは冒険者ギルドにある大小の魔石を沢山持ってきてくれた。ほとんどの魔石は濃い紫色をしていたが、中には赤や青といった魔石もあった。

「こちらの小さいのがゴブリンなどの小さな魔物の物です。少し大きめの物がオーク、こちらがフォレストウルフです。こちらの赤色の魔石は、火の属性の魔石、青色は水の属性の魔石です」

「へぇー、色々あるんだね。どうやって普通は使うのですか？」

　カインは魔石を触ったりしながら聞いた。

「通常は魔道具を動かすために使用します。このゴブリンの魔石ですと【ライト】の魔道具を二〇回くらい動かせます。後は錬金術師が術を使うために購入していったりでしょうか」

　ラシーナが魔道具を持ってきて魔石をセットする場所を教えてくれた。

「それじゃ、オークとフォレストウルフの魔石を五個づつもらえますか。いくらです？」

「お買い上げありがとうございます、オークの魔石が一個銀貨二〇枚、フォレストウルフが一個銀貨一五枚で銀貨一七五枚です」

「金貨二枚でお願いします、持って帰れますか？」

「はい、今お持ち帰り用の袋とお釣りをお持ちします」




　カイン達はラシーナにお礼を言って、冒険者ギルドを後にした。

「ねぇ、ララ。ラシーナさんって冒険者ギルドでどんな立場の人？　偉い人なのかな？　でもあの冒険者達は、気軽に話していたよね」

「カイン様、良くお気づきで。ラシーナ様は、元Ａランク冒険者でベテランの受付嬢です。ある意味あのギルド長より権力を持っていたりします」

「そ、そうなんだ。気を付けよう。さて、急がないとお菓子を作る時間がなくなっちゃう」

　カイン達が帰るとすでにペドロ商会より荷物が届いていた。お昼ご飯の時間は過ぎていたので、また厨房のテーブルでサンドウィッチを食べさせてもらった。

「カイン坊ちゃん、何を作るんです？」

　ロイド料理長が昼食を食べ終えたカインに質問してきた。

「今日は、二つお菓子を作ります。一つ目は、〝だいがくいも〟。二つ目は〝かすてら〟だよ。〝だいがくいも〟はサツマを使って。〝かすてら〟は焼き菓子の一種かな？　ロイド料理長やみんなに試食してもらうからよろしくね」

　厨房にいた料理人やメイド達から歓声が上がった。早速カインは料理人に今日買ってきた油などの必要な材料を揃えてもらった。

「じゃあ、時間がないので二つ同時に作りたいと思います。〝だいがくいも〟班は、サツマを洗って長さ一〇cmで五mm角の長細い形にして。量は皆に行きわたる位かな？　〝かすてら〟班は、一〇個の卵に【浄化】の【魔法】をかけた後かき回して」

　その後も次々と指示を出して工程を進めていく。

〝だいがくいも〟は、こんがりと油で揚げられてハチミツで作られた〝タレ〟とからめて買ってきたゴマらしきものを振りかけた。〝かすてら〟は、卵をかきまぜた後小麦粉とハチミツと油を少々まぜ深い鉄鍋に入れてオーブンに入れた。もう少し焼き目がついたら蓋をしながら焼く予定だ。

　厨房の中には、甘い匂いが漂っていてできあがりを待つ料理人とメイド達が完成を、今か今かと待っていた。最初に〝だいがくいも〟ができあがったので一つ取り味見をした。その後、〝かすてら〟も一切れ口に放り込む。

「うん、両方とも美味しくできた。みんなも食べてみて？」

〝みんな〟の〝み〟あたりで、待ち構えていた料理人やメイド達が殺到し〝だいがくいも〟や〝かすてら〟を我先にと口に運んだ。

「「「おいしいー」」」

「このカリっとしているのに中がホクホクしていて」「ハチミツの甘さがほどよくて美味しい」「このゴマ？　の風味がすごくいい」「何、このふんわりとして甘い食べ物は？」「端っこ甘くて美味しい」

　中々の好評で良かった。喜んでいる皆を見ているとロイド料理長が近づいてきた。

「カイン坊ちゃん、新しいレシピをありがとうございます。でも〝だいがくいも〟でしたか、切り方をもう少し大きくしても良いのではないでしょうか。ホクホク感が増すと思うのですが。それと〝かすてら〟は、時間を置いてしっとりさせるとより美味しくなると思います」

「さすが、ロイド料理長。アリス姉さまに作る時は、そうしてくれる？」

　カインは、ロイド料理長にお願いした。そして、試食会はあっという間に終了し、アリス姉さま用の〝だいがくいも〟の調理が始まる。少し多目に作ってもらうようにお願いした。

「ララ、アリス姉さま用の〝だいがくいも〟を少し多めに作ってもらうから、モニカさんとラシーナさんに届けてもらえるかな？　ララには〝かすてら〟を用意するけどいい？」

「もちろんです!!」

　ララは、今日一番の笑顔で応えた。
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「美味しぃー、甘いー!!」

　アリスの〝だいがくいも〟を食べた感想が、食堂に響いていた。

「アリス、座りなさい。美味しいのは分かったから、もう少しお淑やかに感動しなさい」

　リディアも目じりを下げ〝だいがくいも〟を食べながら注意をしている。

「しかし、この〝だいがくいも〟は新しいな。これを食べる為だけに、我が領を訪れる商人が増えると思うぞ」

　ルークが〝だいがくいも〟をフォークに刺し目の高さに上げて感想を言った。

「帰って来て本当に良かった、カインに感謝だね。カインありがとう」

　クリスが隣で同じく〝だいがくいも〟を頬張っているカインに向かって感謝を伝えた。

「これは、……にも食べさせてあげたいな」

「うん？　アーサー兄様。誰に〝だいがくいも〟を食べさせたいのですか？」

　ベンジャミンがアーサーが何気なく呟いた言葉に、すかさずツッコミを入れていた。アーサーは慌ててベンジャミンの口を塞ぐ。ベンジャミンとカイン以外にアーサーの発言は気づいていないようで、二人のやり取りを〝仲がいいな〟くらいでしか見ていなかった。

　カインは〝だいがくいも〟を食べながら、ロイド料理長の技術というかセンスに吃驚していた。試食の時に作ったレシピは道雄の祖母のレシピで家庭の味を超えるものではなかったが、ロイド料理長が出して来たこの〝だいがくいも〟は、お店の味になっていた。これは、夕食後の〝かすてら〟が余計に楽しみだと一人ワクワクしていた。




「ベン兄さま。冒険者ギルドで魔石を購入してきたのですが、魔石に【魔力】を溜める方法を教えていただけないでしょうか。【魔力】を溜められれば【魔法陣魔法】で、魔道具を作れるのではないかと思って」

「良いよ、約束だったしね。どこから説明しようかな？　魔石から【魔力】を引き出すところからかな」

　ベンジャミンは、側にあったカバンから羊皮紙の束を取り出した。

　羊皮紙の上には様々な記号と文字らしきものが並んで、プログラム言語のように数行の文字の並びがあった後、記号になり再度文字に続いていた。

「この【魔法刻印】は、三つの構文で成り立っていて、一つ目はこの魔石からの【魔力】を引き出す〝構文〟。二つ目が実行したい【魔法】を記入する〝構文〟。三つ目が【魔法】を実行する場所を決定する〝構文〟。これはどんな魔道具でも変わりはないんだ。【魔法刻印】はまだまだ研究が進んでいなくて、この〝構文〟の使い方しかできないのが正しいかな」

　ベンジャミンは、羊皮紙に書かれている〝構文〟の意味やパターンを説明してくれた。現在に伝わっている文字の意味や構文を写させてもらえたので、ベンジャミンが戻った後も研究ができるようになった。説明を受けている間に一つ気付いた事があった、それを質問すると。ベンジャミンは嬉しそうに、

「カインなら気づくと思ったよ。そう【魔吸器】の魔力を吸い出す〝構文〟はここにはないんだ。私が研究を重ねて見つけた新しい〝構文〟なんだよ。あと〝構文〟の内容を後から変更できる方法と合わせた二つの成果で、研究室をもらえたんだ」

　──発想の目の付け所がこの世界の常識を外れているな。

　カインは説明を受けながら考えていた。

　──もしかしてベン兄さまも〝転生者〟だったりして？　でもガーディア様はそんな事言ってなかったしねぇ。

　と考えているとベンジャミンに呼ばれている事に気づいた。

「……カイン？　カイン？　聞いているかい？」

「ああ、すみませんベン兄さま。考え事をしていました」

「もうそろそろ夕食だから、続きは明日にしようと思うけどって聞いてたんだけど、どうする？」

「そうですね、夕食に遅れるわけにはいかないので続きは明日にしましょう」

　資料を片付けて揃って食堂に向かった。今夜の夕食は、パンとサラダと肉入りのスープだった。夕食はいつも通りとても美味しかったが、カイン以外の家族はどこかソワソワしていて落ち着きがなかった。どうやら食後のデザートが気になって落ち着きがなくなっているようだった。

　夕食が終わり食器が片付けられると、メイド長が香茶の用意をしてカップに注いでいった。いつもより濃いめのようだ。その後〝かすてら〟が小皿に入れられて運ばれてきた。〝かすてら〟から甘い匂いが立ち上っている。

〝かすてら〟を運ぶメイドの後に続いて、ロイド料理長が食堂に入って来てルークの側に立つ。

「ロイド、このお菓子の説明をしてもらえるか」

「畏まりました、このお菓子は〝かすてら〟と言います。カイン坊ちゃんから提供されたレシピです。まずは、お召し上がりください」

　ロイド料理長がそう言うと一同が一斉に、フォークを〝かすてら〟に刺して口に運んだ。

「「「んっっ！」」」

　言葉にならない、声を上げ目を見開く。そして口をもぐもぐして「ほーっ」とため息をついた。アリスなんて夢中になって食べていた。

「これも、素晴らしく旨いな」

　ルークが〝かすてら〟を食べた感想をロイド料理長に伝えた。

「はい、この〝かすてら〟は今までのお菓子とは一線を画すものと思います。柔らかく、甘く、しっとりしており、とてもお茶に合う。どうでしょう、この〝かすてら〟のレシピはサンローゼ家だけの物にして訪問されたお客様のみに出されては？」

「そうだな、この〝かすてら〟があれば貴族でも食べに訪れると思う。リディア、ランドルフどうだろう？」

「「その通りだと思います」」

　リディアとランドルフが声を揃えて賛成した。

　カインは、〝だいがくいも〟につづき〝かすてら〟でもロイド料理長はセンスが違うと吃驚した。試作で作った物より何倍も美味しかったからだ。甘さがとても丁度良くしっとりとして、それこそ〇明〇のカステラかと思った。カインがロイド料理長のほうを見るとにっこり微笑んでいた。

　経験の差は凄いと少し悔しさを感じたが、アリスがとても嬉しそうに目を蕩けさせて食べているのを見てどうでも良くなってしまったカインだった。
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「うーん、一年早かったなぁー。一年前に【魔法】を使えるようになって色々頑張った一年だったと思うな。来年早々に異世界初の旅行もあるし、楽しみだ」

　カインは、日課のランニングと〝循環〟をやり終えて、少し遅めに上ってきた太陽を見ながらこの一年を思い返し来年の事に思いを馳せていた。

「カイン様、おはようございます。今朝も良く晴れて良い年越しになりそうですね」

　ガーディがスコップを片手にカインに近づいて来た。ガーディは最近とてもにこやかだ。なぜなら年が明けたらノエルとの結婚式が待っている為だ。

「ガーディ今日もよろしくね。やっとサツマの追熟完成して食べれるから、起きてからずっとワクワクが収まらないんだ」

　カインは興奮を抑えられない様子で熱く語っていた。

「それで、今日は何を作るんですか？　芋を焼くのであれば焚火が一番かと思いますが？」

「今日は窯を作るんだ、石焼芋を作るためにね」

「石焼芋ですか？　それは食べられるのですか？」

「うん、ガーディ。石を焼いて芋を低温でじっくり焼くんだ。そうすると甘みがより増すんだよ。焼いているとね、芋からジュクジュクと甘い蜜があふれてきて、ねっとりとした食感になりすごく美味しいんだよ」

「聞いているだけで、よだれが出てきますね。カイン様はその石焼芋をどちらでお召し上がりになったのです？」

　ガーディが不思議そうに確認してきた。

「えっ、そ、それは、あ、あれだよ。そう〝勇者様の書〟に書いてあっていつの間にか食べたような気になっていたんだ」

　──あっぶねぇー。ガーディも意外に鋭いな、気を付けなきゃ。

「さて、石窯を作るよー。【クリエイトクレイ】！」

　カインが【魔法】を唱えると道具小屋の横にズズズっと音を立てながらピザ窯のようなものができあがった。

「続けて、【ストーン】！」

　バラバラバラと二cm位の石が窯の中に広がった。

「よし、イメージ通りだ。後は〝年越しの晩餐会〟二時間前に火を入れて焼き始めれば間に合うかな。今の内にサツマと薪を持ってこうか。ガーディ手伝って、お願いね」

「畏まりました」

　微笑みながらガーディは、応えた。




　その頃、厨房は戦場のような様相になっていた。例年以上に大量の各種の魔物肉が積み上がっていて、料理人は焼いたり、蒸したり色々な調理法で料理を作っていた。

「そろそろ、ホロホロ鳥の丸焼きに取りかかれ。間に合わなくなるぞ。スープ担当、ワイリーボアのあばら骨を水から煮始めろ時間がないぞ。サラダ担当、マヨ用の玉子の撹拌は終わったのか？　……」

　ロイドの指示が次々と飛ぶ。朝から休みも取れないほど忙しいはずなのに、みんな一様に笑顔だった。

「おい、ランドルフ！　今夜の酒は何樽用意されているんだ？　二樽かそれとも三樽か？」

「ロイドそんなにあるはずがないだろう。でも旦那様が二樽のワインを用意してくださった。それも隣の領からこの日の為に取り寄せてくださった。味わって飲むんだぞ」

　二人は、お互いに顔を見合わせて笑った。

　着々と〝年越しの晩餐会〟の準備が進んでいた。




「カ～イン！　何を作ったの？」

　カインがガーディと薪を割っていると、いつの間にそこにいたのかアリスが話しかけて来た。

「アリス姉さま!?　いつの間に……えっと、年越しの晩餐会に出す焼き芋を作る為の窯を作ってました」

　意識の外から話しかけられたのでカインは、内心ドキドキしながら返事をした。ガーディもビックリしたらしく、目を見開いていた。

「でも、焼き芋なら焚き火じゃないの？」

　既視感を覚える質問にカインとガーディは笑い出してしまった。

「何か変な事、私言った！？」

　腰に手を当ててアリスがプンスと怒っていた。

「いえいえ、アリス様。アリス様がされた質問が、先ほど自分がした質問と全く同じだったので。すみません」

　ガーディが深く頭を下げて謝罪をした。

「そうなの？　まあ、それならしょうがないわね。で、焚火じゃない理由を教えてよ」

　怒りのゲージは小さくなったが、疑問を疑問のままにしないらしい。

「これは、石焼窯で石を熱してサツマを焼く窯です。これを使って焼くといつも以上に甘く焼けるんです。アリス姉さま」

「なんですって！　この前より甘く焼けるの！　ねぇ、どのくらい甘くなるの？」

〝甘い物〟が大好きなアリスは、ずずいっとカインに詰め寄り確認する。

「ち、近いです。どの位とは一概には言えませんが、個人的には一・五倍くらいかと」

　アリスは目をキラキラにして、カインの話を食い入るように聞いていた。

「それよりも、何かご用事があったのではないですか？」

　アリスをゆっくりと引き離しながら、話をそれとなく変える。

「そうだった！　アーサー兄様とベンジャミン兄様が呼んでいたわよ」

「そうですか、後は焼くだけなので一度戻りますか。ガーディ、年越しの晩餐会が始まる二時間前くらいに再集合ね。それじゃまたね」

　カインはそそくさとその場を立ち去った。アリスは石焼窯が気になるのか、その場に留まりいろいろな方向から石窯を眺めていた。




　それぞれ何処で呼んでいるのかを聞き忘れてしまったカインは、出会うメイド、出会うメイドにアーサーとベンジャミンが何処にいるのかを確認して、漸くアーサーがルークの執務室にいる事を聞きだした。

　カインは執務室のドアをノックし入室の許可を待っていた。

「カインか、どうぞ」

「アーサー兄さま、お呼びとアリス姉さまに聞いたのですが？」

「何か作業中だったのか？　頼みたい事があってな。年越しの晩餐会の前に使用人達が〝浴場〟を使いたいと希望があって、協力してほしい。どこで聞きつけたのか、母様まで事前に使いたいと言われてな」

「問題ないですよ。いつでも言ってください」

　まだまだ書類処理が残っているアーサーを残して、今度はベンジャミンを探しに出発した。多分書庫だろうと見当を付けて行ったが、ルークとリディアがランドルフと書類を前に話をしていた。中々白熱していたので静か～にお暇させてもらった。

「うーん、ベン兄さまはどこだろう？　部屋かな？」

　急いでベンジャミンの部屋に移動しドアをノックした。

「カインかい？　待っていたよ、入って来て」

「失礼します、お呼びだとアリス姉さまにお聞きしたので、あれ？　クリス兄さまも一緒でしたか」

　カインが扉を開けながらベンジャミンに話しかけると、部屋の中にはベンジャミンとクリスが机の上に羊皮紙を広げて何かを話し合っていた様子だった。

「そうそう、昨日の【魔法刻印】の話の続きをしようと思ってね。忙しかったかい？」

　ベンジャミンがカインに優しく確認をして来た。

「僕は何か面白い事がないかとうろうろしていたら、カインが来るって言ってたから一緒に待ってたんだ」

　クリスが楽しそうにカインに話しかけた。

「ベン兄さま、こちらこそすみません。昨日続きをお願いしてたのに遅くなってしまって。それよりもクリス兄さま、なんで僕が来ると面白い事になるのです？」

「えっ、だってベンジャミン兄様とカインが揃うといつも何か面白い物を作ったり、話していたりするじゃないか？　いつも何か新しい物ができたりするから、僕にとってすごく面白いんだ」

　クリスは座っている椅子をゆさゆさと揺らしていた。

「二人共、じゃれあってないで始めるよ。今日はあんまり時間がないからね。遅くなると折角のごちそうを食べ損なうから。昨日は魔石から【魔力】引き出す〝構文〟を説明したから、今日は逆の魔石に【魔力】を込める〝構文〟を説明するね」

　説明しながらベンジャミンは、いつものカバンから少し青味が掛かった羊皮紙と魔石、そして銀色のプレートを取り出した。

「まずは、私が創った魔石に【魔力】を吸収させる〝構文〟がこれだ。【魔力】を引き出す〝構文〟と大部分が同じだけど、【魔石】を配置する場所と個々の文字の部分が異なる」

　ベンジャミンは説明を行いながら、羊皮紙の上に書いてある円と〝＋＋＜〟を指さした。

「この〝＋＋＜〟が【魔力】を人から引き出し、設置した魔石に吸収させる〝構文〟だ」

　いつも物静かなベンジャミンがボリュームを上げて説明していた。

　──あれ？　あの記号は、プラスと不等号じゃないかな？

　カインは首をかしげながらベンジャミンが指さした記号を凝視していた。

「この魔石に【魔力】を吸収させる〝構文〟を使う時は、吸収させる【魔力】の量の設定を忘れずにね。ここに数字を記載してね」

　ベンジャミンは魔石を置く場所の下部を指さす。

「〝吸収量〟を記載しないと、魔石の限界まで【魔力】を吸収して魔石が爆発するから気を付けてね。最初の頃は〝吸収量〟を指定していなくて、何度か爆発して大変だったんだ」

　とんでもない事をさらっと楽しい思い出のように語るベンジャミン。

　クリスとカインは、顔を見あってため息をついた。

「魔石それぞれの【魔力】吸収量を見定めるのは、どうするのですかベン兄さま？」

「魔石の限界が近づいてくると魔石の色が通常の濃い紫色から、赤色の強い紫色になって魔石の中にキラキラ光る物が見えるようになる。その状態が大体限界かな？　光が強くなって点滅しだしたらもう手遅れだね。でもその光がとてもきれいなんだ」

　ベンジャミンが遠くを見て言った。

「それはなかなか、スリルあっていいな。見てみたいなぁ、その点滅するきれいな光」

　好奇心がうずくのかクリスがソワソワしながら、変な事を言い出した。

「ちょっとクリス兄さま、変な事言い出さないでください。落ち着きましょう。ベン兄さま、毎回目で見て限界値を監視してないですよね？」

「私がいくつか試した実験結果から限界値を決めているよ。ゴブリンの魔石なら一万、オークなら五万とかね。この数値なら絶対ではないけど、光が出始める前で止められるからね」

　ごそごそといつもの〝ベンジャミンかばん〟から、小さな魔石を取り出した。

「カイン、このゴブリンの魔石に【魔力】を吸収させてみる？　この【魔吸器】なら吸収量を変更できるし」

　またも、〝ベンジャミンかばん〟から【魔吸器】を取り出して何かを設定して魔石をはめ込みカインに投げてよこした。

　カインは【魔吸器】をキャッチして少し考えたが、ベンジャミンとクリスの期待に満ちた視線に負けしぶしぶ腕にはめた。数秒後、【魔吸器】を付けた腕から魔力を消費するあの感覚があり、以前のように赤い宝石が光った。

「ビックリしたな、こんなすぐに設定値まで溜まるなんて。これはカインに限界値付近まで【魔力】を込めてもらう実験は危険すぎて無理だね」

　──やっぱり、羅刹ベンジャミンは変わっていなかった。

　先ほどよりも深いため息をつくカインだった。

　扉をノックする音の後、「カイン様はいらっしゃいますか」とガーディの声が聞こえた。

「ガーディどうぞ。僕はここだよ」

「失礼します。良かった、こちらにいらしたのですね」

　ガーディがベンジャミンとクリスにお辞儀をした後、カインを見つけ安堵の表情を見せた。

「そろそろ、石窯に火を入れませんと間に合わなくなると思いまして。それにアーサー様もカイン様をお探しでしたが」

「しまった！　夢中になって時間を忘れちゃったよ。ベン兄さますみません。途中で申し訳ございませんが失礼させていただきます。年越しの晩餐会に出す焼き芋を作りに行ってきます」

「うん、いいよ。続きは明日かな？　火傷しないように気を付けるんだよ」

　ベンジャミンがやさしく送り出してくれた。

「「失礼しました」」

　カインとガーディは退室し訓練場まで駆け足で移動した。

「ありがとうね、ガーディ。危なく年越しの晩餐会までに、できあがらなくなるところだったよ。早速薪に火を入れて石を温めよう」

　カインとガーディは、慣れた手つきで薪に火をつける。しばらくするとパチパチと音を立てながら薪に火が付き始めた。二人は次々に薪を投入し火を大きくしていく。

「よし。このまましばらく放置して石が温まったら、サツマを投入して焼き上がりを待とうか。ガーディ、僕は〝浴場〟の準備をしてくるから火の番をお願いね」

「畏まりました。お急ぎになって転ばないようにお気を付けください」

　カインはまたも駆け足で今度は〝浴場〟に向かった。

　カインが〝浴場〟に着くとメイド達が丁度〝浴場〟の掃除を終えて浴槽に水を入れているところだった。

「ごめんね、みんな。遅くなっちゃった。すぐ【ホットウォーター】を唱えるからね」

「カイン様、この度は私共の願いをお聞きいただきありがとうございます。まだ、時間はありますからゆっくりでも良いのですが」

　作業をしている中でもベテランのメイドが返事をした。

「ううん、大丈夫。僕もまだやりたい事があるからすぐやっちゃうよ。今日は少し寒いから、熱めが良いかな？　【ホットウォーター】」

「ご配慮ありがとうございます。熱めにしていただけると助かります」

　カインは両手からバシャバシャと熱湯を浴槽に注いでいく。しばらくすると浴室の中に湯気が立ち温かくなってきた。そのままカインは、浴槽の半分くらいまで熱湯を注いだ。

「あとは、水を入れてもらって調節してね。もしぬるかったら訓練場にいるから、遠慮なく呼びに来てね」

「「ありがとうございます」」

　カインは、また駆け足で石窯のところに戻った。

　石窯に戻るとガーディが丁度サツマを投入し始めているところだった。




〝パチパチパチ、ジュクジュク〟

　石窯から聞こえる薪が燃える音とサツマから噴き出す〝蜜〟の音がカインとガーディのテンションを上げ続けていた。

「カイン様、凄く甘い匂いがしてきましたね」

「うん。でもまだまだ、我慢だから。そろそろサツマをひっくり返さないと」

　二人は、長いトングを使って石窯の中の二〇本ほどのサツマをひっくり返していく。暴力的に美味しそうな匂いが二人を襲うが鉄の意思で耐え作業を黙々と続けている。

　それから耐える事二〇分、カインはこの日の為に削り出した細い木の棒を、見るからに美味しそうなサツマに突き刺す。木の棒は〝スッ〟と音が鳴ったような錯覚を感じるほど抵抗なく刺さった。続けて数個試しても同じようにすんなりと刺さった。

「よぉーし。いい具合に焼き上がったみたいだ、取り出すぞぉ！」

　用意していた保温用の入れ物に焼き上がったサツマを次々に入れていく。二〇本すべてを入れ終えて蓋ふたをした。

「ガーディ、あと二〇本も石窯に入れるから薪の追加お願いね。僕はサツマを入れるから」

　カインは、せっせと生サツマを石窯に入れる。ガーディもせっせと薪を追加する。二人共保温用の入れ物を、視界に入れないようにして作業を続けた。全ての作業が終わると同時に互いの顔を見つめる。
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「ガーディ」「カイン様」「「味見をしてみない？　（みませんか？）」」

　声が重なり二人は、同時にうなずきガーディが保温用の入れ物の蓋ふたを開け、カインが一本サツマを取り出し半分に割る。片方をガーディに渡し同時にサツマに噛り付いた。

「「美味しい！　甘ーい!!」」

　二人の声が響き渡った。その後も夢中に食べていたのですぐに食べ終わってしまった。

「カイン様、このサツマ美味しすぎです。甘さも二倍以上甘く感じます。このねっとりとした食感も最高ですね。ノエルにも食べさせてあげたい」

　口早にサツマの食レポをしたガーディだったが、最後には寂しく下を向いてしまった。

「今夜の年越しの晩餐会に呼べばいいんじゃない？　石畳作り、砦作りや浴場作りまで手伝ってもらったんだから大丈夫だよ。ここはしばらく大丈夫だから、呼んで来たら？」

　ガーディは、カインの手をガシッと掴み「ありがとうございます」とお礼を言い走って行った。カインはその姿を微笑みながら見送った。




　ガーディが戻るまでに、サツマを返したり薪を追加したりと忙しく作業をしつつ、メイドがお湯の追加をお願いしてきたりとあっという間だった。二回目の美味しそうに焼き上がったサツマを、同じように保温用の入れ物に入れて屋敷の中に運び込んだ。

　安心してください、火の始末はきっちり行いました。ガーディが。

　食堂に運び込むと、すでにロイド料理長達が作った料理が並んでいた。肉を沢山使った料理が所狭しと並んでいた。カインのお腹が、〝グ～〟とかなり大きめになった。

「カイン坊ちゃん、つまみ食いはいけませんよ」

　ロイド料理長が〝かすてら〟をお盆に載せて運び込んできた。

「つまみ食いしてません。あなたが怖くてできるはずがない」

「何か言いました？」

「なんでもないよ。それより今年は凄いね。こんなに肉料理を見たの初めてだよ」

　並べられている料理を指さしながら、嬉しさをアピールする。

「それはもう旦那様を始め皆様に沢山獲って来ていただけたので、料理人一同限界まで頑張りましたから。〝角煮〟もありますから存分にお召し上がりください。私はあそこの〝ワイン〟を存分に飲ませていただきます」

　いつもは見ないような笑顔でロイド料理長が応えた。




　ざわざわざわ、ざわざわざわ。食堂にカイン達と屋敷の使用人達、騎士団長と隊長達、そしてゲストが集まっていた。

「あ、あああ。よし。皆、準備ご苦労であった。今年は本当に色々あって大変だったが、こうしてまた一人も欠けることなく年越しの晩餐会を迎えられて嬉しく思う。今夜は思う存分食べて、飲んで楽しんでほしい。今年は特に、騎士団やアーサー達の活躍により沢山の肉が用意できた。そしてベンジャミン、クリスがさらに追加で肉を用意してくれている。女性陣はカインが考えたお菓子も沢山あるので、楽しんでほしい。それでは、乾杯！」

「「「「乾杯！」」」

　全員の乾杯のかけ声が揃い、晩餐会が始まった。それぞれ、肉料理に走る者、お酒の樽に向かって行く者、お菓子を我先に確保しに行く者と思い思いに楽しんでいた。カインはと言うと〝角煮〟を最初に確保しサツマを約束通り二本取り、ホロホロ鳥の丸焼きをこんもりと皿に盛っていた。

　今夜はビュッフェ形式の為、特に席は決められていないのでカインは近くの椅子に座り〝角煮〟に齧り付いた。口いっぱいに広がる醤油の味と甘さに笑ってしまうほど美味しかった。

「カイン！　このサツマ凄い甘い!!　なんでこんなに甘いの!?」

　アリスが口をまだモグモグさせながら、テンションマックスでカインに詰め寄って来た。

「アリス姉さま、喜んでもらえてよかったです。先ほど見てていただいた石窯で焼いたからですよ」

「あの石窯は、魔法でもかかっているの？　ハチミツみたいに甘いサツマなんて、最高！」

「まだまだ美味しい料理があるので、サツマだけでお腹をいっぱいにするともったいないですよ」

「分かった！　もう一本だけ食べて他の料理も堪能する事にする！」

　カインは、「まだ食べるんかい」と小さくツッコミつつ可愛いアリスの姿を見送った。




　年越しの晩餐会はかなり盛り上がっており、先ほどルークがワイングラスを片手に「今日は無礼講だから思いっきり楽しもう！」と発言してからはかなり凄い事になってきている。発言者のルークは、同じ酒好きのランドルフ、ロイド料理長と三人でゲラゲラ笑いながら壁際で盛り上がっている。

　カインが本日二本目になる、ホロホロ鳥のもも肉にかぶりついていると、

「カインいっぱい食べてる？」

　リディアが〝だいがくいも〟を大量に載せた皿を、持ってきてカインの隣に座った。

「はい。父さまとベン兄さまが獲ってきてくれた、ホロホロ鳥をいっぱいいただいています」

　食べかけのもも肉を得意げに見せる。

「それは良かったわ。カインが頑張ったのだから沢山食べて良いのよ。でも本当に、無理だけはしてはいけませんからね。カインは洗礼の儀を受けてから、すごく大人になってしまって少し寂しいわ」

「そうですか？　【魔法】が使えるようになって、色々考える時間が多くなったからでしょうか？」

「まあ、そのおかげで沢山美味しい物を食べられたり、〝浴場〟なんて気持ちの良い物を作ってもらえたのだけど。あまり早く大人にならなくても良いですからね。私は可愛いカインが大好きですから」

　リディアはそっとカインを抱きしめた。

「さっ、〝だいがくいも〟をいただきましょう♪」

　しばらくカインを抱きしめて満足したのか、リディアは持ってきた〝だいがくいも〟を本当に美味しそうに食べ始めた。

「カイン、こんな所にいたんだ。このハンバーグって料理美味しいね」

　クリスが大きなハンバーグをお皿に三つほど載せて、カインの席にやってきた。

「お口に合ってよかったです。ハンバーグは〝勇者様の書〟に書いてあったレシピなんです」

「この噛むと肉汁が溢れてくるのがいいよね。いくつでも食べられちゃうよ」

　クリスは、かなり大きめに切ったハンバーグを一口で食べた。

「アーサー兄様、こっちこっち」

　からあげとエールを持って座る場所を探していたアーサーにクリスが声をかけた。

「母様、あの仕事の量は暴力ですね。なぜもっと文官を増やさないのですか？」

　少し酔いの回った声で、この二、三日行った仕事を振り返ってリディアに愚痴をこぼすアーサー。

「何を言っているの、あれはまだまだよ。いつもはあれの一・五倍くらいあるんだから。それにカインのおかげで少し良くなってきてるけど、文官を増やせるほど余裕はないわ」

　リディアは〝だいがくいも〟をフォークに刺しながら、『あなた甘いわ』と暗に匂わせながら言う。

「だから、戻ってくる時には優秀な人材を二、三人連れて来ないと倒れるわよ」

　なかなか、厳しい現実を突きつけていた。

「「アーサー兄様頑張ってくださいね」」

　クリスとカインの声が重なる。そしてこれ以上いると巻き込まれそうなので二人でそそくさと席を離れた。

　カインはエールの樽の横で給仕している、ベンジャミンの元に行く。

「ベン兄さま、何をされているんですか？」

「あ、カインか。あまりにもエールが温かったから私が冷やしてるんだよ。それが結構好評でね、嬉しくなってしまって続けてるんだ。それにここなら沢山呑めるしね」

　ベンジャミンも酔っているのか、いつもより言葉遣いがフランクだった。

「何かつまめる物でも持ってきますか？」

「そうだね、あの〝角煮〟が食べたいかな？」

「〝角煮〟ですね、すぐ持ってきます」

「お待たせしました。〝角煮〟です。あと〝からあげ〟も少し持ってきました。今日の〝からあげ〟はホロホロ鳥なので余計美味しいです。ありがとうございます」

「ありがとう。ホロホロ鳥も喜んでもらって良かった良かった」

　やはりいつもより機嫌が良い感じがする。

　カインは思い思いに、年越しの晩餐会を楽しんでいる家族や使用人の皆を見て来年も良い年になるといいなぁと思っていた。個人的には〝お米〟を探して食べる事を目標にしようと決めた。

　──どうか、変なフラグが立ちませんように。
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　太陽がまだ上がらない早朝。今朝は昨夜の冷え込みで霜が降り、僅かに残っている下草が白く染まっていた。

「今朝は一段と冷え込んだなぁ。新しい年の始まりには、キリッとするから気持ちが良いけど」

　辺りが段々と夜から朝に変わって行く中カインは、日課のランニングを続けている。吐く息が白く長く伸びて、ふわりと消えていく。

　ランニングの終了と共に、太陽が顔を出して暖かな光が差してきた。カインは、太陽に向かって一礼二拍手をする。

「ガーディア様、明けましておめでとうございます。昨年は、色々ありましたがお守りいただきありがとうございました。今年もどうか、家族のみんな、領民のみんなをお守りください。お願いします」

　深くゆっくりとお辞儀をして顔を上げた。

「よぉ～し！　今年も頑張るぞぉー！」

　年初めの宣誓を大声で叫ぶ、カインだった。

　この異世界では、元旦でもいつもと変わらない。ルークの元には、新年の挨拶をしに領街の商人が来るくらいだ。初詣はない。

　そんなわけで周りが通常営業なので、遠慮なく昨日の続きができる。カインは昨日に引き続きベンジャミンの部屋に向かった。

「ベン兄さま、カインです。昨日の続きをお願いしても良いでしょうか？」

　カインはノックをした後、ドア越しにベンジャミンに声をかけた。

「良いよ、入っておいで」

　中からベンジャミンの声が聞こえて来た。

「失礼します、あれクリス兄さま今日もですか？」

「なんだよ、その言い方？　可愛い弟とコミュニケーションを取ろうと待っていただけなのに」

「なんですか？　そのめんどくさいおじさんのような発言は？　イケメンなんですからがっかり発言はやめてください」

「はい、はい、仲がいいのはその辺で。カインあまり時間がないから始めようか。昨日は魔石から【魔力】の取り出しと魔石へ【魔力】を吸収させる〝構文〟だったよね？」

「はい、今日は【魔法刻印】の〝構文〟を魔法陣化できるか試したいです」

「じゃあ、早速始めようか。何をすればいいのかな？」

「特別な事は何も必要ないです、【魔力】の取り出し構文が書いてある魔道具を貸していただけますか？」

「この講義用の教材でいいかな？」

　ベンジャミンがカバンからハガキ大位の銀板を取り出した。銀板には魔石と構文が刻印されていて【ライト】の生活魔法が使える魔道具だった。

「【魔法刻印】で【彫金】のスキルを使用し、構文をミスリルを薄くコーティングした金属版に刻印すると魔道具になるんだよ」

「へぇー、手で彫ったりしないんですね。逆に言うと手ではできないという事ですか？」

「いや、【彫金】のスキルを取得するまでは手で彫って作るんだけど、これが結構大変でね。ちょっとでも間違えると発動しなくなったり余計な【魔力】が必要な魔道具になったりするよ」

「それは大変ですね。【魔法陣魔法】の【魔法陣化】は初めから使えるので、そこが違いですかね？」

　カインは魔道具をベンジャミンから受け取り【解析】を使用する。続けて【魔法陣化】のスキルを使用すると魔法陣が現れる。

「「おおっ」」

　ベンジャミンとクリスの感嘆の声がハモった。

「あれ？　ライトの発動構文まで魔法陣化されちゃった？　最初の一構文だけってできないのかな？」

「最初の一構文だけ【彫金】で作ってみようか？」

　カバンから銀板を取り出し【彫金】のスキルで最初の一構文だけの魔道具を作ってくれた。

「ありがとうございます、ベン兄さま！　もう一度【解析】、【魔法陣化】っと。あ、できた！」

　さっきより小さい魔法陣が現れた。

「次は、【魔法陣転写】で転写してっと」

　カインは準備していた羊皮紙の上に魔法陣を転写した。

「へー、これが魔石から【魔力】を取り出す魔法陣なんだ。全く読み取れないけど魔法陣の真ん中のスペースに魔石を置けばいいのかな？」

　ベンジャミンが魔法陣の中央にある五〇〇円玉くらいのスペースを指さした。

「えーと、多分あっています」

　羊皮紙に転写された魔法陣を【解析】しながら説明をする。

「次に、【ホットウォーター】の魔法陣を転写して……あれ？　とりあえず横に【魔法陣転写】。これどうやって繋ぐんだ？」

　羊皮紙に大小の魔法陣が一〇cmくらい間を開けて並んでいた。

「線とかで繋げちゃえばいいんじゃない？」

　クリスが二つの魔法陣を見ながら簡単に言う。

「クリス兄さま。それ良いかもしれません。この魔力インクで書けばできそうです。何処と何処をつなげましょうか？」

「そうだな、此処と此処の▼マークを繋げちゃえばいいんじゃない？」

　二人で羽ペンを持ちながら話していると、

「それは、やめた方がいいな。この手の物を変にいじると予想できない事が起きやすいから」

　ベンジャミンがしみじみつぶやく。

「や、やめようか、カイン」

「そうですね、クリス兄さま」

　二人で乾いた笑いをしながら、ゆっくり羽根ペンを置いた。

「うーん、これを繋げる方法がないと魔道具化は難しいよなぁ？　この間に何か文字でも書くのかな？　それとも転写前に何かするのかな？」

　カインは二つの魔法陣を見つめ、【解析】も使いながら考えていた。

「取り出した【魔力】をもう片方の魔法陣に移動させるんだから、【魔法刻印】の〝＋＋＜〟を加えるのはどうかな？」

「ああっ、いいかもしれません。追加してみましょう！」

　カインは、二つの魔法陣の間に〝＋＋＜〟の記号を書き加える。その瞬間、カインには魔法陣がうっすら発光したように感じた。そして、魔法陣を触りながら【ホットウォーター】と唱えると熱湯が出てきた。

「やったぁ！　成功だぁ！」

　カインは飛び上がって喜んだ。

「カ～イ～ン？　これはどうするんだい？」

　ベンジャミンがとても冷たい殺気を放ちながら、熱湯でビショビショになったカバンを指さす。

「ご、ごめんなさい!!」

　カインは、異世界で初めてのジャンピング土下座を行った。




　ベンジャミンにあれからこってり絞られて、足の感覚が完全になくなり、暫く生まれたばかり子鹿のようになったのは、ご愛嬌だ。

　但し、痺れた足を突いて遊んでくれたクリスには、いつか倍返しをする事を強く誓った。

「カイン【ホットウォーター】の【魔法陣】消えてるけど、大丈夫？」

「大丈夫です、【魔力】を込めなかったので一回で消えてしまうんです。【魔力】を込めれば複数回使えるようになります。【魔法刻印】のように永続使用には、大量の【魔力】が必要です」

「ふーん、便利そうでそうでもないんだ」

　ベンジャミンが何か考え込んでいた。

「えーと、一回のお風呂で三〇〇Ｌが必要だから、基本が一二〇〇で【魔法陣】で使用だと三倍だから、三六〇〇の【魔力】。一日六回入れ替えて、二一六〇〇の【魔力】。オークの魔石をＭＡＸでチャージしても二日分かぁ。七セット作らないと二週間は保たない」

「なんかとんでもない事を呟いているんだけど。普通あり得ない、【魔力】量だからね」

　ベンジャミンが呆れながら注意をした。

「あはは、でも家族とみんなの為ですから。家以外では、まだ使わないので大丈夫です」

「行動の前に一度深呼吸だからね、カイン」

　半分あきらめた表情でベンジャミンが、再度クギを刺した。




　ベンジャミンの部屋から自分の部屋に戻って、留守中のお風呂用の魔道具を作製した。

「後でランドルフにオークの魔石を買って来てもらおうっと。屋敷で使う魔石に【魔力】をチャージしたら多目にくれるかな？」

「そうだ、さっき何か変わった気がしたんだよね。ステータス見てみようかな？　ステータスオープン。あっ、やった！　【魔法陣魔法】がレベルは上がって、ない」




　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【魔法陣魔法】▼

　中略

　・レベル１：魔力インク作製、魔法陣作製、魔法陣転写

　　　　　　　魔法陣創作（ＮＥＷ）、魔法陣縮小（ＮＥＷ）

　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




「でも、魔法の種類が増えてる。やったね！　中身を確認したいけど、まずは魔石をもらって来てからだな」

　カインは後ろ髪を引かれながら、ステータスを閉じた。

「ランドルフ～お願いがあるんだけど。オークの魔石を七つ欲しいんだけどあるかな？」

「オークの魔石ですか？　先日の討伐で配分された分がありますので、構いませんが何にお使いですか？」

「良かった、なかったら買いに行くところだったよ。あのね、【ホットウォーター】が使える魔道具を作ったから使いたくて。その魔道具を使えば、僕がシールズ辺境伯領に行っていても〝浴場〟にお湯が入れられるんだ。後で使い方を説明するから、僕がいない間はよろしくね」

「また、凄い物をお作りになりましたね。ふむ、一度旦那様に見ていただいたほうが良いかと思います。カイン様お時間ありますか？」

「えっ？　まあ、大丈夫だけど。父さまお仕事中じゃないのか？」

「大丈夫でございます、今頃は急ぎの決済書類が終了し、指示書を作成されている頃だと思いますので」

「了解、出発前には説明をする必要があったし。行きますか」

　カインはランドルフと一緒にルークの執務室に向かった。

　執務室ではルークとアーサーがランドルフの言った通り、指示書の作成を行っていた。

　──おいおい、どこかに監視カメラでもついているのか？

　カインが執務室をキョロキョロ見回していると、

「カイン、今度は何をしたんだ？」

　ルークが楽しそうに聞いて来た。

「何を嬉しそうに言っているのですか、父様？　この前少し大人しくさせると言っていたではないですか？」

　アーサーが呆れながらツッコミを入れた。

「ベンジャミンやランドルフが駆け込んでこないという事は、生命いのちに関わるような事ではなさそうだし、いいじゃないか。それでカイン何をしたんだ？」

「はい、【ホットウォーター】の魔道具を作りました。僕がシールズ辺境伯領に行っている間も〝浴場〟が使えるようにと思いまして。何も変なことしてないですよね？」

「今度は、魔道具かぁ。いや、家族や屋敷の者を想ってだろうから〝ありがとう、カイン〟。でも覚えておいてほしい、魔道具は確かに作製できる者の数は少なくない。しかし七歳の子供がそうやすやすと作れる物でもない」

　ルークは椅子から立ち上がりカインの元に行き、優しく抱擁する。

「カイン、アーサーを始め皆がお前の身の安全を心配しているんだ。〝過ぎたる力は身を亡ぼす事になる〟と昔から言われているからな。兎に角気を付けるように」

　カインは、頭をポンポンと軽く叩かれて解放された。そして「失礼しました」と挨拶をしてランドルフ共に執務室を退出した。

「ランドルフ、心配してもらえるって幸せだよね」

「それを七歳で理解されている事に吃驚ですが、その通りだと思います」

　ランドルフが笑顔でカインに同意した。その後、カインはランドルフから魔石を入手し【ホットウォーター】の魔道具を完成させた。




「ふぅ、これでシールズ辺境伯領に行っている間も大丈夫だろう」

　カインはテーブルの上の【ホットウォーター】の魔道具を眺めながら呟いた。

「あっ、しまった。【光ライト】の魔道具を作らないと。〝浴場〟が真っ暗になっちゃう」

〝浴場〟では、湿度が高いのと煤すすで汚れるので、照明は全部カインが毎日【光ライト】を使っていた。

「でもなぁ、羊皮紙じゃ同じだし。うーん……そうだ新しく覚えた魔法で解決できないかな？」

　先ほど増えているのに気が付いた【魔法陣魔法】の事を思い出し、ステータス・オープンと唱える。
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【魔法陣魔法】▼

　中略


　・レベル１：魔力インク作製、魔法陣作製、魔法陣転写

　　　　　　　魔法陣創作（ＮＥＷ）、魔法陣縮小（ＮＥＷ）

　・レベル１：魔力インク作製〈魔法陣を作製し描くためのインクを作製〉　魔力：三〇

　　　　　　　魔法陣作製〈【解析】した魔法の魔法陣に変換する〉魔力：五〇

　　　　　　　魔法陣転写〈作製済みの魔法陣を物に転写する〉魔力：一〇〇

　　　　　　　魔法陣創作〈作製した魔法陣を他の魔法陣と接続、変更、創作できる〉魔力：四〇

　　　　　　　魔法陣縮小〈作製、創作した魔法陣を任意に縮小できる〉魔力：一五〇

　　　　　　　※この【魔法】に呪文はない。【魔法】名を唱えてイメージする。
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「そうか、【魔力】チャージの魔法陣（魔石へ【魔力】を吸収させる魔法陣）と【ホットウォーター】の魔法陣を繋げたから覚えられたんだな。【魔法陣創作】の【魔法】を思い浮かべると魔法陣を繋げるための記号が浮かんで来るしなぁ」

　カインの頭には、魔法陣を繋ぐ時に使用した〝＋＋＜〟や三つの魔法陣を繋ぐ記号などが浮かんできた。

「そうだ、【魔法陣創作】で【ホットウォーター】の【魔法陣】を最初から三〇〇Ｌの熱湯が出る魔道具にしちゃえば使いやすいかも、此処の記号を変更して」

　カインは【ホットウォーター】の魔道具を一度に三〇〇Ｌの【ホットウォーター】の魔道具に変更した。

「次の【魔法陣縮小】は、そのままの【魔法】だね、これは何が優れているんだろう？　羊皮紙に転写する時のスペースを減らす？　あれ、確か【魔法陣転写】は、魔石にもできたんだった」

　ベンジャミンから一個分けてもらったゴブリンの魔石を机の引き出しから取り出し机の上に置く。そして【光ライト】の魔法陣をストックから選び【魔法陣縮小】で魔石のサイズの半分くらいまで縮小、【魔法陣転写】で転写した。

「すごくスムーズにできちゃったけど大丈夫かな？　あ、魔石が少し青っぽくなってるし、中に魔法陣が見える。試しに使ってみるかな、【光ライト】」

【光ライト】を唱えると魔石の直上に光ライトが現れる。その後魔石が砕けた。

「ああああ、【魔力】チャージする前に転写しちゃったから【魔力】が足りなくて砕けちゃったのかな？　確認してから使えば良かった。なんて馬鹿な事を……」

　カインはその場にへたり込んだ。たっぷり五分ほど落ち込んだ。

「落ち込み終了！　気持ちを切り替えて作り直すぞ！」

　立ち直ったカインは、今度は、購入したフォレストウルフの魔石を用意し、【魔力】をチャージ、【魔法陣】を転写した。

「今度こそは、大丈夫なはず。【光ライト】！　Ｙｅｓ！　成功だぁ！」

　魔石は砕けず、光ライトが魔石の直上に浮いていた。後の検証で判明した事だが魔石に転写すると魔石の【魔力】を消費する事が分かった。ちなみに、術者が使う【光ライト】のように場所をしっかりとイメージして使用するとその場所に、光ライトを固定できる事が分かったので、予備で二つだけ作った。

　カインはさっそく、作製した【ホットウォーター】と【光ライト】の魔道具を持ってランドルフの元に行き、使い方を説明した。【光ライト】の魔道具の事は事前説明していなかったので、少々お小言をもらってしまった。

　そして、〝浴場〟に行き実際に使ってもらった。【光ライト】については、固定する場所があると便利との事で、〝浴場〟の壁を一部改造し光ライトを固定できる場所を作った。【ホットウォーター】は、はっきり言って欠陥品だった。理由は、三〇〇Ｌの熱湯を出す魔道具を作ったので三〇〇Ｌ出し終わるまで止める事ができなかった。ランドルフの「気を付けて使う」との進言により、再作製はしなかったが絶対に改善品を作ると心に誓ったカインだった。
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　サンローゼ家の屋敷の前に馬車と幌馬車が止まっている。幌馬車の荷台には、贈答品や旅の備品や食料品が積まれていた。馬車は黒い箱馬車で、六名ほどが乗れる貴族仕様である。いつもカイン達が移動に使用している馬車より豪華であった。




「へぇー、家うちにもこんな立派な馬車があったんだね」

　クリスが黒い箱馬車を見ながら呟いた。

「何を言っている、今回シールズ辺境伯領に行くために借りたのだ。まだまだ、追加の馬車を購入し維持できるほど潤ってない」

　アーサーがかなり呆れ顔でクリスに突っ込んだ。

「えっ、うちってそんなに危ないの？」

「今すぐにどうこうなるほどの状態ではないが、何もしなければ一〇年以内には立ち行かなくなる。今回父様の仕事を手伝って良く分かった。父様も母様も何もしていないわけではなく、色々な施策を行われている。だが結果が出るのは数年先だ」

「アーサー兄様、学院を卒業して王都の騎士団に数年所属した後、サンローゼ領に戻って家庭を持ちたいので必ず豊かにしてください」

　クリスはアーサーの両手を包むようにしっかりと握る。

「何を言っているんだ、お前も手伝うんだ」

　アーサーは静かに低い声で怒気を乗せて言い放つ。

「は、はい」

「よし、言げん質ちを取ったからな」

　アーサーは表情を崩して楽しそうに笑った。




「カイン様、道中気を付けてくださいね。本当は私も同行させていただきたかったのですが」

「ガーディ、新婚早々離れ離れはないでしょう」

　ガーディとカインが荷馬車に荷物を運びながら会話をしていた。ガーディは昨日ノエルと結婚式を挙げたばかりで明日から休暇を取る予定なのだ。この異世界では新婚旅行などは一般的ではなく、結婚後一週間位の休暇を取って過ごすらしい。

「お土産を買ってくるから楽しみにしていてね」

「お心遣いありがとうございます。私はカイン様が無事に戻られるだけで十分です」

　──ガーディ、それはフラグではないでしょうか？

「心配無用だよ、騎士団が護衛してくれるしね」




「リディア、アリス久々の移動になるから十二分に気を付けてほしい。リディア、これがシールズ辺境伯へ渡してほしい書状だ。よろしく頼む」

「確かにお預かりしました」

「アリス、シールズ辺境伯のところにはアリスと同じく今年から学院に通うナディア嬢がいるから挨拶をしておくように。学友になるのだから、仲良くしてもらえるようにしっかりとな」

「分かっております、私はそんなに子供ではありません」

　ルークがリディア、アリスの順にハグをした。




「ララ、これが頼まれていた〝閃光玉〟と〝爆音玉〟だ。使い方は知っていると思うが念のため、両方とも魔力を通し二秒後に発動する。少し私の趣向で通常より強めになっているので注意して」

　ベンジャミンがララに小さな袋を渡していた。

「ありがとうございます。使わないで済むのであれば、それが一番です。必ず皆様をお守りします」

「よろしく頼むよ」

　ベンジャミンが爽やかな笑顔でララと握手をした。




「それでは、皆様。馬車に乗車をお願いします」

　今回の旅の護衛をするアーガイル騎士団長が声をかける。

「「「それでは、あなた（父様）行ってまいります」」」

「気をつけてな、アーガイル頼んだぞ」

「「「はい」」」「はっ」

　リディア達は、ルークににっこりと返事をし、アーガイル騎士団長は敬礼で返答をした。

　先導の騎士達が馬を進め、その後を馬車と荷馬車が続く。ルーク達、留守番組はリディア一行が屋敷の門を出るまで見送っていた。

「行ってしまいましたね、父様」

「そうだな、二週間は屋敷に一人だと思うと気が滅入る。アーサー達は明日いつ頃に出発だ？」

「はい、昼前の出発です。屋敷が静かだと仕事がはかどるのでは？」

「リディアの手伝いがないから、余計に遅くなる」

　ルークが寂しさを背中に漂わせながら、屋敷の中に入って行った。




〝ガラガラガラ〟

　サンローゼ領街を出て大体二時間が経った。始めは街の外にあまり出た事がなかったアリスとカインは、流れる景色を楽しそうに見ていたがあまり代わり映えがなくなってしまい、ついには飽きてしまい二人共静かになった。

　揺れる馬車の中では、本を読む事も難しく寝るにもそれほど疲労がないためできなかった。

　──はぁー、馬車の性能もそうだけど道が悪すぎて揺れがひどい。よく異世界物でサスペンションの改造とか頑張る主人公が多いけど、気持ちが良く分かる。

「リディア母さま、休憩までどのくらいですか？」

「そろそろ、だと思うけど？」

　この揺れの中でも気にせず読書をしていたリディアが顔を上げて答えた。

　そんな会話をしていると、馬車の速度が落ちて来た。しばらくゆっくり走っていたが道の横に広がった場所に着き馬車が停車した。

「お疲れ様でした、最初の休憩場に到着しました」

　馬車の扉をノック後、ララの到着の声が聞こえた。

「ララ、良いわよ。開けて頂戴。アリスとカインを降ろしてあげて」

「かしこまりました」と言いながら扉が開いた。

「さっ、アリス様、カイン様。馬車を降りて身体を伸ばしましょう」

　アリスとカインは飛び出すように馬車を降りた。休憩場はサッカー場の半面くらいの大きさがある場所だった。それぞれの御者は、馬用の水桶を用意し水を飲ませたりマッサージをしていたりした。騎士団達は周囲を警戒する者と馬の世話をする班に分かれ行動していた。

「ねぇ、ララ。今日宿泊する村まではどのくらいで着くの？」

「そうですね、夕方くらいでしょうか？　アリス様」

「まだまだ、時間がかかるわね。着く前に退屈で倒れちゃうかも。何もないのも退屈だわ」

　アリスは、まだまだ続く道の先を見て溜息を吐いていた。

　カインは通ってきた道とこれから進む道を見ながら、全部〝石畳〟にするのはやりすぎかな？　とか考えていた。

　──道が整備されれば揺れも少なくなるし、スピードも上がるから良いと思うんだけどなぁ。そうだ次の休憩まで御者台に乗って道の状態を見てみようかな！

　リディアの許可を取るために、カインは馬車に戻った。




　意気揚々と箱馬車に行き、リディアに次の休憩まで、御者台に座る許可をお願いした。了承が返って来ると笑顔で待っていたカインだったが、返って来た答えは、

「何を考えているのです、この季節に準備を何もしてない貴方が長時間御者台にいたら直ぐに風邪を引きます！　許可する事はありません」

　はっきりと不可を言い渡された。カインがガックリしていると、ララから救いの手が差し出された。

「リディア様。街道の状況を知りたいだけであれば、幌馬車の後ろから眺めるのはいかがでしょうか？　御者台よりは、かなり暖かいと。それに野営用の毛布にくるまる事もできますし」

「そうね、それであれば風邪を引かないかしら？　分かったわ、次の休憩地までですよ」

「リディア母さま！　ありがとうございます！」

　カインは、これでもかという満面の笑みで抱きついた。リディアは、「ふふふっ」と笑い頭を撫でてくれた。

　しばらく幸せに浸ってからゆっくりと離れ、幌馬車へ向かった。

　幌馬車の中は、前方に色々な荷物が積まれていて前が見えなかった。荷台の後方も、前に積み上げられない荷物が積まれていて、残り二人くらいが座れるスペースしか空いてなかった。

「これは、ララに悪い事をしたかも？」

　カインが荷台の狭さに驚いているとララが後ろから近づいてきた。

「カイン様、気になされないでください。一人では寂しかったので、一緒に過ごせるだけ嬉しいです。さて荷台に乗りましょうか」

　ララに手を貸してもらいカインは荷台に乗り込んだ。次はララが乗り込む番だが、地面から荷台までは約一ｍで荷台の壁の高さが五〇cm。合わせて一・五ｍを台もなくどのように乗り込むのかとカインが見ていると、ララは膝を少し曲げ、そのまま垂直飛びをして乗り込む。メイド服のスカートが着地時に〝ふわっ〟となるが素早く手で押さえた。

「お見苦しいところを」とララが少し俯きながら言ったので、カインも気まずく同じく下を向いた。

「さて、カイン様こちらにお座りください。もうしばらくで出発です」

　カインは言われた通りに三、四重に折られた毛布の上に座った。

「失礼しまーす。寒いので一緒に毛布に入りましょうね」

　ララは、カインの後ろに回り抱え込むように座り、毛布で包み込み抱きしめる。

「ララ何をしているのかな？」

　カインは後頭部に当たる柔らかい感触にドキドキしていた。

「えーと、カイン様が可愛い、いえ、風邪をひかれないように暖めているんです。もし風邪を引かれたら、リディア様に叱られてしまいますので。しっかりと暖めさせていただきますね♪」

　二人がそんなやりとりをしていると、馬車が走り出した。やはり、箱馬車より揺れが大きい感じがするがララに後ろから抱えられているので、それどころではないカインだった。




「よく、この揺れで寝れるよね？　寝ててもこの手がしっかりと抱きしめているから動く事もできない」

　カインの頭の上で静かな寝息を立てているララを背中と後頭部で感じながら呟く。

「さて、あまり楽しんでいないで目的を果たさないと。街道の広さはっと」

　街道はおおよそ六～七ｍくらいの幅があるが所々、轍わだちができておりそのたびに大きく馬車が揺れる。それにたまに砂利があるようでガタガタと振動が伝わってきた。

「道幅全部を〝石畳〟にすると早馬が石の上で転びそうだよね。どちらか一ｍは土のままがいいかな？　後でアーガイル騎士団長に聞いてみよう。後は、排水だけど街の中みたいに排水路を作るのは現実的じゃないから〝カント〟を付けるかな？」

　カインは、身動きができなくて中々大変だったが二時間の道中、街道の情報収集に努めた。




〝ガラガラガラ〟箱馬車と幌馬車が村の入口で止まった。箱馬車の扉の前には、村人達が並び馬車から降りてくる人々を迎える為に並んで待っていた。ここは、サンローゼ領街を馬車で一日進んだ所にあるトンガ村だ。人口は一五〇人ほどの少し大きめの村である。街道の通り道にあるため、行商人や旅人が立ち寄るためそこそこ賑わいがある。

　ララが箱馬車の扉を開くと最初にリディアが降りる。その後をアリス、カインの順に続く。

「奥様、本日は遠い所お越しいただきありがとうございます。私は、村長のべノンと申します。何もない所ですがご寛ぎいただければと存じます」

「出迎えご苦労様です。短い間ですがよろしく頼みます」

　リディアがやさしく微笑みかけると、出迎えていた村人達の緊張が解けたようだ。その後村長の後に続き本日宿泊する部屋に案内された。リディアとアリスが一番大きな二人部屋、カインは一人部屋に案内された。少し狭いがとても掃除の行き届いた、きれいな部屋だった。

　部屋の窓を開けると村の広場に面している為か、夕食前の買い物や一日の仕事終わりに話をしている村人達が見える。あまり屋敷の外に出られないカインにとってはとても新鮮な風景だった。

「このまま、夕食まで部屋で待機かな？」

　カインがそんな事を考えていると扉をノックする音が聞こえた。

「カイン様、ウェインです。少しよろしいでしょうか？」

　扉の向こうから今回護衛として同行している、ウェイン隊長の声が聞こえてきた。

「はい、どうぞ」

　カインは入室の許可を出しながら、扉のほうを向いた。

　ウェインが鎧を脱いだ姿で、扉を開ける。

「お休みのところ申し訳ございません、奥方様よりカイン様の村内の散策の同行をご指示いただきました」

「えっ、村内を見てもいいの？　やったぁー！」

「本日は馬車での移動でさぞ退屈だったのではないか？　と申されまして。もしお疲れではなかったらですが」

「うん、全然大丈夫。すぐ行こう、今行こう」

　カインは飛び出すように部屋から出て外に向かった。

　村の広場では、買い物や家に向かう人達が歩いていたり歓談をしていた。トンガ村の主な産業は他の村と同じ農業だ。しかし街道沿いにある村の為、カイン達が宿泊する宿屋と酒場、そして雑貨屋があった。酒場に行ってもお酒を飲めるわけではないので、カインは雑貨屋に向かう。

　雑貨屋は、ここを通る行商人などから品物を仕入れている為か、村の規模以上の品ぞろえがあった。予想するに村人だけではなく、旅人や行商人相手にも商売をしているのだろう。そうでなければ、野営用のテントや馬車の車軸などは並んでいないと思うカインだった。

　食材なのか、薬なのか瓶詰めの薬草や種、香辛料と思われる物もあった。その中にひと際目を引く物があり、乾燥した黒い草のような物を手に取る。乾燥した蔦のような外見だが、振るとカサカサと音が鳴る。そしてほのかに甘い香りがする。

「店長さん、これはなんですか？」

　カイン達が入店してからずっと緊張した面持ちで、こちらを窺っていた店長らしき男性にカインは質問した。

「いらっしゃいませ。は、はい、それ。いえ、そちらは二年前くらいに遠方から来たという行商人から購入した物です。香辛料の一種らしく、甘い匂いなのですが味がないのです。そんなわけで売れ残っています。それ以来、その行商人も訪れないので甘い匂いに騙されて購入しましたが、使い方も分からず売れ残っているのです」

「へぇー、そうなんですか」

　──これは、絶対バニラビーンズだ。ああ、解析めがねを持ってくればよかった。

「これ、おいくらですか？」

「売れ残りなので、銀貨二枚、いや一枚でいかがでしょうか？」

「ありがとうございます、購入します」

　カインは銀貨一枚を店長に渡し、購入したばかりのバニラビーンズらしき物を大事に抱え店を後にする。カインが笑顔で得体のしれない乾燥した草にしか見えない物を大事に抱えているので、ウェインが質問してきた。

「カイン様、自分には知識がないので購入された物がなんなのか想像がつきません。教えていただく事は可能ですか？」

　ウェインが本当に不思議そうにカインが持っている物を見ていた。

「これは、一種の香辛料でこのまま食べても味がしないんだけど、ある料理を作る材料なんだ。使うとこの甘い香りがたまらなく良い物になるんだ」

　ウェインは「そうなんですね」としか言えず会話が終了した。その後も村の中を散策するが、特に見る物がなく宿屋の前に戻って来てしまった。他に何か見る物がないかと考えていると、村の入口とは逆にある農耕地の方から口論する声が聞こえてくる。カインが見ると大きな四足動物をつれた子供が、村の大人達と何やらもめているようだった。

　なんとなく、その四足動物が気になったカインは現場に近づいて行った。近くまで行くとその四足動物は額から一本角をはやした灰色の牛のような動物だった。

「だから、仕事は最後までちゃんとするから賃金を先にもらえないかとお願いしている」

　牛のような動物を連れている、中学生くらいの少年が村の大人に交渉をしていた。

「それが、人に物を頼む態度か。それに金だけ持っていなくならない保証が何処にある」

「だから、そんな事はしないって言っているだろう。姉ちゃんが熱を出してるから熱さましの薬と食べ物を買う金が欲しいんだよ」

「そんな事、知った事か。お前達がこの畑を明日までに全部耕すと言ったから、泊まる場所まで用意してやったのにまだ半分も終わっていないのにどうして金が払えるっていうんだ」

　村人が少し怒気を乗せて子供に言い放つ。

「それは、姉ちゃんとタロウが一緒に耕せたらできたんだけど……」

「ほれ、見ろ。最初からできない事を言っていたんだ。まったく流れ者はこれだから」

「あの～、ちょっとすみません？」

　カインは少し強引に会話に割り込んだ。

「ああん？　誰だお前は？」

　怒りが収まらない村人は、カインに気づかず子供を脅していた口調のままで返答してしまった。

「貴様、カイン様に向かって何を言っている！」

　ウェインが剣に手をかけながら、カインの前に割り込んできた。

「ひ、ひぇ～、誤解なんです。おら、貴族様に気づかず申し訳なかっただ」

　村人は、しりもちをつきすぐさま土下座をしながら謝罪をした。

「急にこちらから、声をかけてしまったのが悪かったので気にしていませんから。立ち上がってくれませんか？　そして良ければ話を聞かせてくれませんか？」

　カインがウェインを宥めながら、村人に説明を求めた。

　まとめると。この少年、トニーと姉は牛のような魔物──カウカウブルを使役する魔物使いで農村を回りながら畑を耕す仕事を請け負って生活をしている。この村にも三日ほど前に到着し、明日までに畑を耕す仕事を請け負ったが少年の姉が病気になり賃金の先払いを交渉していたとか。

「それじゃ、僕が代わりに畑を耕すので賃金を払ってあげてもらえないですか？」

　カインが提案すると村人と少年は「何を言っているんだ？」という顔をした。ただ、貴族の子息の提案なので村人は、

「坊ちゃまが、代わりにと言われるのであれば可能ですが。結構広いですよ」

　村人は少年達が耕すと約束した畑を指さした。畑の広さ的には、バスケットボールのコートが三面くらいのそこそこ広い畑だった。

「それじゃ、約束ですよ」

　カインは、地面に手をつけて魔力マシマシの【アースディグ】を唱えて指定された畑を一瞬で耕した。手に付いた土を払いながら、ウェイン達を見ると大きな口を開けてポカンとしていた。




　ほぼ一瞬で広い畑が耕されたのを見て固まった村人、魔物使いの少年トニー、ウェインの復活を待つこと三〇秒。

「な、な、なんだこりゃ！　坊ちゃまは大魔法使いですか？」

「え、普通の〝土魔法使い〟だけど？」

　ウェインとトニーが〝どこがだ！〟と言う表情でカインを見ていた。

「さ、約束通り賃金を払ってあげてね」

「は、はい。運が良かったな」

　村人は賃金を支払い、そそくさとその場を立ち去って行った。

「さて、改めて自己紹介をするね。僕はサンローゼ子爵家四男のカイン。よろしくね」

「俺、いえ私は、トニーといいます。魔物使いです。このカウカウブルハナコの主人で農作業を村人の代わりに畑を耕す商売をしている、しています」

「トニー、僕のほうが年下だと思うから普通に話してもらっていいよ。カインと呼んでくれる？」

「お、おう。ありがとな、カイン」

　ウェインが鋭い目でにらんでいるが、子供どうしなのでスルーさせてもらう。

「でも、なんで助けてくれたんだ？　貴族様でもハナコは譲れないぞ」

「譲ってもらうまでは、考えてないよ。でも僕の予想が正しければサンローゼ領街に来てもらう事になるかな？」

「サンローゼ領街に??　何か危ない事をさせる気か!?」

　トニーが警戒し始める。

「そんな大変な事はお願いしないよ、安心してほしい。本題なんだけど、ハナコって牛乳出たりする？」

「〝ぎゅうにゅう〟？　なんだそれ？」

「あ、えっと、乳、ミルク、母乳？」

　カインが頭を左右に傾げながら、類似の言葉を並べる。

「ああ、ミルクな。出るぞ、でも普通の人が飲むと腹を下すけどな」

「おっ〝ミルク〟で通じるのか。よし、その〝ミルク〟今から飲めるかな？」

「一度姉ちゃんのところに戻ってトンコ、子供のカウカウブルにミルクを飲ませてからならいいぞ」

「じゃあ、早速行こう！　あ、でもその前に雑貨屋さんで薬草を買ってからかな？」

　カイン、トニー、ウェイン、ハナコは、ぞろぞろと雑貨屋に行き、熱さましの薬草を購入し、トニー達が滞在している納屋に着いた。

「姉ちゃんただいまー、薬を買ってきたからもう大丈夫だぞ」

　カインとウェインは、中に女性がいるとの事で表でしばらく待っていた。中からトニーと女性の言い合う声がかすかに聞こえてくる。その後バタバタと何かを片付ける音が聞こえ、そして聞こえなくなりトニーが出てきた。

「お待たせしました。えっと、汚い所で申し訳ございませんが、お入りください」

　何かセリフを読んでいるような口調でカイン達を招き入れた。

「トニー、急に変な口調に戻ってどうしたのさ？　あ、お邪魔します」

　薄暗い納屋の中に入ると入口は土間になっており、左側に三畳ほどの板間があり女性が座っていた。

「こんばんわ、お邪魔します。カイン＝サンローゼです。ミルクを飲ませてもらいに来ました」

　カインは女性に向かい〝安全です〟を前面に出した挨拶をした。女性は一八歳くらいで少し痩せているが可愛い人だった。

「ご丁寧にありがとうございます。私は、トニーの姉のナナと申します。狭い所で申し訳ございません」

　ナナが座りながらではあるが、頭を下げて挨拶をしてくれる。

「こちらこそ、ご病気のところ無理を言ってすみません。ミルクをいただいたらすぐに帰りますので」

「トニーに聞きましたが、本当にカウカウブルのミルクを飲まれるのですか？　初めての方はお腹を壊す可能性があるのですが」

「大丈夫です、対策は考えていますので」

　カインがナナと話していると、木の椀にミルクを入れてトニーが戻って来た。

「お待たせカイン、でも本当に飲むのか？」

　トニーが不安そうにミルクの入った木の椀を差し出して来た。カインは「ありがとう」と言って受け取る。

　木の椀には、牛乳より少し黄色味のかかった色をしているミルクが入っていた。見るからに濃厚そうだ。カインは懐から【浄化】の魔法陣カードを取り出し【魔力】を流し使用した。

　少し発光し消える。そしてカインは口をつけて飲んだ。

「美味しい、ちょっと濃厚だけど。美味しいよトニー」

「カイン様、大丈夫ですか？」

　ウェインが心配そうに尋ねてくる。

「うん、【浄化】の魔法を使ったからお腹を下す事はないと思うよ。ウェインも飲んでみる？」

　ウェインは、恐る恐る木の椀に口をつけて飲んだ。

「初めて飲む味ですが、不味くはないですね。なれると美味しく感じると思います」

　少しびっくりした表情で応えた。カインはにっこり微笑みながら、このミルクを使って何を作ろうか考え始めていた。




　カインとウェインは、ミルクを二Ｌ×二本を追加でもらい宿屋に戻る事にした。ミルクの容器はカインが【クリエイトクレイ】と【アースプレス】で作製した。一応トニー達には、サンローゼ領街に来ないかと打診はしている。ただ、カインには決定権がないため明日責任者と一緒に来ると言って帰って来た。

「カイン様本当にそのミルクでしたか？　そんなに凄い食材なのですか？」

　ウェインにはあの不思議な白い飲み物がすごい可能性を持った食材とは思えなかった。

「そうだね、どう説明すれば伝わるかな？　うーん、美味しいお菓子があのミルクがあれば一〇数種類増えると言えば伝わる？」

「えっ、お菓子が一〇数種類増えるのですか！　ぜひあの二人をサンローゼ領街に連れて行きましょう。お菓子が増えれば……ふっふっふ」

　ウェインは妄想の世界に入ってしまったようだ。

「ウェイン、僕の護衛なんだから戻って来てほしいんだけど？」

「はっ、申し訳ございません。カイン様、何卒お菓子を作られたときは私にも食べる機会をいただけませんでしょうか？」

「うん、いいけど。ウェインが食べたいんじゃないでしょう？　いいよ、いいよ全部言わなくても」

　意味深な笑みを浮かべながら、了承をした。




　宿屋に戻ると丁度夕食の時間だった。食事はリディア達の部屋に用意されていた。今夜の夕食はパンとスープと鶏肉の塩焼きのようだった。結構色々あるなぁとカインは用意されていた食事を見ながら座った。

　そして、食事が始まる。

「カイン、村の散策はどうだった？　何か面白い物があったかしら？」

　リディアが鶏肉を小さく切り分けながら今日の散策の成果を聞いて来た。

「はい、雑貨屋に行って面白い物を見つけました。あとは、カウカウブルのミルクを手に入れました」

「カイン、それはどんな食べ物なの？」

「アリス姉さま、なんで食べ物って分かったんですか？　すごいですね」

「だって、最近カインは美味しい物を沢山作ってくれるから。カンよ、カン」

「それで、どんな食べ物なの？」

　リディアも興味津々で尋ねてくる。

「はい、一つはバニラビーンズで香辛料の一種ですね。もう一つはミルクです。これがあれば新しいお菓子や料理が沢山作れますよ」

「「なんですって!!　新しいお菓子ですって[image: ]」」

　二人の声がハモり、食事中だというのに身を乗り出して聞き返して来た。

「は、はい。落ち着いてください、食事中です。それでリディア母さまにお願いがあります。屋敷でカウカウブルの……」

「いいわよ。許可するわ」

「えっ、最後まで説明できてないのですが？」

「大丈夫、新しいお菓子の為であれば多少は目を瞑ります。それに新しいお菓子や料理があれば、より領内に活気が増えて豊かになりますからね」

　なぜか、うっとりした目でリディアが許可を出した理由を言った。

「それであれば、ありがとうございます。明日の出発前に食材を提供してくれる、二人に会っていただけますでしょうか？　お願いします」

　リディアは「もちろんよ」と快諾してくれた。

「それでは、食事後に試食をしていただくので楽しみにしておいてください」

「「楽しみにしているわ」」

　カイン、アリス、リディアは笑顔で食事を続けた。




「さてと、ミルクを使って何か簡単にできる物はっと」

　カインは宿屋の厨房にある材料を見て呟いた。リディアの熱い交渉により宿屋の厨房の使用許可をもらっていた。まだ、厨房には野菜や肉といった食材が並んでいた。

「よし、あれにしよう。これと、これと、後はこれかな？　ララ、馬車からお砂糖を少し持ってきてもらえる？」

　カインは、小麦粉と玉子、そしてリンゴを食材から選び一緒に厨房に来ていたララに砂糖を持ってきてもらうようにお願いした。

　カインは、小麦粉と玉子とミルク（浄化済み）をかきまぜる。そこにララが持ってきた砂糖を入れてクレープの生地を完成させた。生地はララに説明をして焼いてもらう。リンゴは皮を剥き芯を取り薄切りにして、フライパンで砂糖を少し加え焼きリンゴを作る。最後に皿に焼いたクレープの生地をのせて焼きリンゴを挟み〝焼きリンゴのクレープ〟の完成。




「お待たせしました、ミルクを使った新しいお菓子です、多分。〝クレープ〟と言います。知ってますか？」

　最後は何やら変な口調になりながら、クレープをリディアとアリスの前に並べた。ちなみにリディアとアリス以外は事前に試食済み。かなりの好評だった。

「そして、こちらが香茶にミルクを入れてみました。あとは、ミルクを温めてハチミツを入れた物です。お召し上がりください」

　カインの説明が終わると、二人はすぐに食べ始めた。

「「ううん!!　美味しい!!」」

　目を見開いて美味しさを表現してくれた。「良かった、良かった」とカインも笑顔で返す。

　二人共凄いスピードで食べてしまったので、あっという間に食べ終わってしまった。

「カイン、凄く美味しかったわ。それに、ミルクを入れた香茶もとても美味しいわ」

「私は、この温かいほうが甘くて好き」

　リディアもアリスもすごく喜んでくれた。

「「絶対に、このミルクを提供してくれる人物を離さないようにしなくては！」」

　リディアとアリスは力強くうなずきながら宣言をした。

「ありがとうございます、よろしくお願いいたします」

　一安心したカインだった。
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「はぁはぁはぁ」

　今日もカインは日課のランニングを行っていた。いつもと違うのは手に腰に筒型の物をつけているのと、護衛の騎士達が一緒にランニングをしている事だった。

　村の朝は早いらしく、朝食前に仕事をする村人が結構いてランニングしているカイン達を横目に畑に向かって行った。

「ふぅ、今日も終了！　それにしても鎧を付けたまま走るなんて騎士団は凄いね！」

　カインの後から鎧を付けたまま、ランニングに付いて来た騎士達に声をかけた。

「このくらいは、なんともありませんよ」

　殆ほとんど息を乱していないウェインが代表で返答する。

「頼もしい限りだね。今日もお願いしますね」

「「はい」」と息の合った返事をする。

「さて、予想通り固まったかな？」

　カインは腰に付けていた筒を外し、少し振ってみる。筒からはバシャバシャと何か重い物が水に落ちる音がしている。カインは蓋を開けてみると白い固形物と幾分薄くなったミルクが見えた。

「よし、成功だ。後は塩を混ぜるだけだね」

　騎士達に厨房に行くことを伝えて、その場から走って行く。騎士達はまだ訓練を続けるようで、また走り出していた。

　厨房に着いたカインは、固形物と液体を分ける。液体は、のどが渇いていたのでカインが飲み干す。ホエーはちょっと薄めのミルクという感じで、走った後のカインにはとても美味しく感じた。固形物のほうは布巾で水分を取り、塩と混ぜる。しばらく練って形を整えるとバターができあがった。

　今日の朝食は、焼き立てのパンと野菜のスープだった。そこに先ほど作ったバターを添えた。朝食もリディア達の部屋に用意された。

「おはようございます、リディア母さま、アリス姉さま」

「おはよう、カイン。今日も訓練をしてきたの？」

　リディアはカインと挨拶を交わしながらテーブルに着いた。その後をまだ眠そうな顔のアリスが席に着く。三人とも席に着くとララが水と香茶をカップに注ぐ。

「さあ、早く食べるわよ。出発までにミルクを作ってくれる子達に会いに行かないと」

「ねぇ、カイン？　この小皿に入っている黄色い物は何？」

　アリスがバターの入っている小皿を指さす。

「はい、それは〝バター〟です。ミルクから今朝作りました。パンに塗って食べてみてください」

　リディアは説明の通り、バターをフォークで取りパンに塗り食べる。それを見てアリスもまねをして食べた。

「「美味しいぃ！」」

　また、ハモりながら感想を言った。まるで本当の親子みたいに息がぴったりだね。

「何、これ？　パンがいつもより数倍美味しく感じる」

「昨日のミルクの香りがしてとてもいいわ」

　朝から美味しい物を食べられて笑顔の二人が見れて、今朝の疲れが吹き飛ぶカインだった。
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「あなた達が、カインが話していたナナとトニーね。あなた達をサンローゼ家で雇います、この手紙を持ってサンローゼ領街に向かって。こちらは城門を入る時、こっちは迎えに来たランドルフに渡して。そしてこれは支度金よ。二日後に騎士団の巡回がこの村に来るから、最後の手紙を渡して護衛してもらってね」

　命令に近い勧誘だったが、ナナとトニーはサンローゼ領街に行く事を快諾してくれた。二人は定住の場所を探していたのでタイミング的にも良かったそうだ。

　リディアはナナに、三通の手紙と銀貨の入った袋を渡した。

「それじゃ、トニーまた会おうね。用事がすんだらすぐに帰るからね」

　カイン達は村人に見送られ、村を出発した。




　馬車の旅二日目も、ガタガタと二時間おきに休憩を取りながら旅程を消化していった。特にイベントもなく本日の野営地に到着した。

「うーん、馬車の旅は変化がなく、揺れが激しく、疲れるね。ここが今夜の野営地か」

　今夜の野営地は、平原のど真ん中だった。街道の横が長い年月をかけて踏み固められたようで土がむき出しの部分が広がっていた。長い間色々な人々が野営地として使ったようで、いくつか石でできた竈かまどが放置されていた。まだ日が落ちるまで時間があるため、これからここに到着する商人達もいるかもしれないのでカイン達は端のほうに馬車を止める。

　水場も少し先に川が流れているらしく、ここは野営地としてはとても良いらしい。多いと三〇名くらいの行商人や冒険者、旅人が一晩に滞在するとの事だ。ウェインが三名を連れて水を汲みに出かけて行き、他の護衛の騎士達がテントを設営し始める。

　カインはぼーっと設営をしている騎士を観察していたが、ある事を思いつく。

「リディア母さま、僕達が野営する範囲を高い壁で囲ったら安心して休めますよね？　作ってしまってもいいですか？」

　リディアは一瞬何を言っているの？　と言う顔をしたが、すぐに合点がいったのか考え込み、

「アーガイル騎士団長と相談して決めるから、少し待ってて」と言った。

　リディアはアーガイル騎士団長をすぐに呼び、カインのほうを見て話し、周辺を見て話し結論を出したようだ。

「カイン、他に商人達が到着したら壁を作ってくれる？　そうしないと突然壁があり吃驚してしまいますからね。馬車とテントを囲めるくらいの大きさでお願いできるかしら？」

　ウェイン達が水くみから戻り、テント設営が終了した頃にパラパラと今夜この野営地を使う商人や旅人が集まってきた。アーガイル騎士団長が商人達に説明をしカインのところに向かって来る。

「カイン様。商人達に説明が終わりましたので、壁の作製をお願いできますでしょうか。可能であればゆっくり壁を伸ばしていただけると周りの商人達が安心すると思います」

「了解、じゃあ作るね。【ストーンウォール】」

　ズズズっと少しずつ石の壁が伸びていく。説明を受けていた商人達が声を上げて吃驚しているが構わず続け最終的に五ｍの高さの壁を作った。壁が建つと日がさえぎられて暗くなったので、壁際に【魔法陣魔法】の【ライト】を取り出し明かりを設置していく。どうせならとカインは思い、四角い形の厚めの石壁を作り、【デリート】でコンテナハウスのような物を五棟建てた。全てを建て終わり「どうだ！」とドヤ顔をしながら皆のほうに振り向くと、笑顔で固まっているリディアが立っていた。

「ごめんなさい、やりすぎました」

　カインは素直に謝罪した。
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　カインは〝パチッ〟っと、いつも通り目覚め良く起きる事ができた。ちょっと見覚えのないうす暗い室内を見て〝？〟と思って記憶を探る。そうだった、昨日作った野営用の簡易部屋だったと思い出す。毛布から出て着替えて外に出た。まだ外は日が昇っていないようでうす暗い。

「ララ、おはよう。顔を洗いたいのだけど、どうすればいい？」

「はい、こちらの桶の水を使ってください」

　桶に入れてもらった水を使って顔を洗って、口をすすいだ。

「カイン様、おはようございます。昨夜はカイン様のおかげでゆっくり休む事ができました。作っていただいた壁のおかげで、いつもの半分くらいの警戒で済みました」

「じゃあ、そろそろ壁を消しても大丈夫かな？」

「いえ、壁を消すのは朝食が終わってからにしましょう。暗いうちに壁がなくなると、周りの商人達が吃驚してしまうかもしれませんので」

　──ふーん、そういうものか？

　と思ったカインだった。

　その後、カイン達は朝食を取り馬車の準備をして出発の全ての準備を終えた。

「それじゃあ、壁を消すから壁から離れてね、【デリート】×３」

　急に壁がなくなると周りの商人達が吃驚するとの事だったので三回に分けて壁を上から少しずつ消していた。それでも、商人達は吃驚して固まっていたが。その後、コンテナハウスも【デリート】し出発をした。
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　カイン達は、順調に旅程を消費しシールズ辺境伯領に入りもう一日野営をした。サンローゼ領街を出発して四日目の昼、シールズ辺境伯領都に到着した。領都の入口に続く街道には、入場を待つ人々が並んで待っていた。貴族用の入口は別にあるらしく、カイン達は列に並ばずどんどん領都に近づいていく。領都に近づくと壁の外側は、入場待ちの人々を目当てとした露天商がいくつも出ていた。

「リディア母さま、沢山の人がいますね。商人達や冒険者の人達でしょうか？　あっちには馬を沢山連れている人達もいますよ」

　カインは、馬車の窓から見える人々をリディアに報告していた。

「このシールズ辺境伯領都は、先ほど通った分岐が王都に続いているから王都からの商人や冒険者達が多いのよ。その半分でも我が領に来てくれれば……」

「リディア母様、大丈夫ですよ。カインが道を石畳にすれば、多くの人や物が来てくれますよ」

　アリスがすかさず、フォローをする。

「そうね、そうよね」

　リディアが持ち直したところで馬車が止まる。そして、馬車に近づく足音が聞こえ扉の前で止まる。

「失礼します、サンローゼ子爵夫人様。シールズ辺境伯騎士団長フィッシャーと申します。お迎えに参りました」

「出迎えご苦労様です」

「はっ、先導します」

　フィッシャー騎士団長の先導により、馬車が動き出し門もすんなり通過した。シールズ辺境伯領都は、サンローゼ領街に比べて一〇倍の人口の五万人が住むためか、凄く人口密度が高いように感じた。馬車で通っている道は、大通りで片側二台ずつ通れるほど幅が広い。通りの両側は大きな商店が並んでおり賑わいも凄かった。

「リディア母様、商店の壁に所々ついている物はなんですか？」

　アリスが四角い物体を指さす。

「あれは、明かりの魔道具ね。それぞれの大店が店前を照らすように設置しているの。夜になると一斉に明かりが灯り綺麗なのよ」

「へー、サンローゼ領街にもあるといいわね」

「そうねぇ……うちの街にも設置したいけど。設置費と維持費がね」

　リディアがこめかみを押さえて目をつむってしまった。

「あっ、到着したようですよ！　大きなお屋敷ですね。あそこがリディア母さまが育ったお屋敷ですか？」

　カインは話題を変えるために、わざと大きめな声でリディアに聞いた。

「長かったわね、そうよ。私が育った屋敷よ、久しぶりだわ。みんな元気かしら？」

　うまくリディアの気持ちを切り替えられたようで、安心したカインだった。

　馬車が屋敷の門を通り、屋敷の綺麗に整備された庭を過ぎ玄関に停車した。その後、馬車の扉が開かれリディアを先頭に馬車から降りた。玄関の前には、シールズ辺境伯とリディアによく似た女性が立っていた。

「シールズ辺境伯様、奥様。この度はお招きいただき大変ありがとうございます。サンローゼ子爵ルークの名代として参りました、リディア＝サンローゼと娘のアリス、四男のカインです」

　三人はそろって礼をした。

「良く参られた、サンローゼ子爵夫人。道中はどうだったかな？　さあ、中に入ってゆっくり話を聞かせてくれないか」

　カイン達は、シールズ辺境伯に案内され客間に移動した。全員が客間に入り扉が閉まると、クルっとシールズ辺境伯が振り返る。

「リディア、よく来たなぁ。アリスもカインも変わりないか？」

「お父様、お久しぶりです。お母様、ご無沙汰しております。少しお痩せになったように見えますが、大丈夫ですか？」

「リディアこそ、あら髪や肌が昔より綺麗になってない？　どうしたの？」

「ふふふっ、その種明かしは後ほど。私の可愛い娘と末息子を紹介します。アリス、カインご挨拶して」

　リディアが傍に控えていた二人の背中を押す。

「初めまして、シールズ辺境伯夫人様。アリス＝サンローゼです。この度はお招きありがとうございます」

　アリスがスカートをつまみお嬢様のご挨拶をする。

「初めまして、シールズ辺境伯夫人さま。カイン＝サンローゼです」

　カインも続いて挨拶をした。

「二人ともそんなに緊張しなくていいわ。おばあちゃんと呼んでね。お菓子を用意しましたのでゆっくり旅の話を聞かせてね」

　シールズ辺境伯夫人、アイシャが二人を優しく抱きしめる。

「「はい」」

　アリスとカインは、アイシャを抱きしめ返した。

　それから、カイン達は夕食、寝るまでの時間シールズ辺境伯夫妻と色々な事を話し本当の祖父母、孫の関係のように仲良くなっていった。




「おぉー！　高いなぁー街が一望できますね～」

「カイン様、そんなに身を乗り出さないでください。落ちたらどうするんですか？」

「あれ？　ウェインは、高所恐怖症？　大丈夫だよー」

　カインは、ウェインの制止を聞かず物見台から半身を乗り出しながら、シールズ辺境伯領都を観察していた。

　ここは、シールズ辺境伯領都のほぼ中心に立つ時計台兼物見台だ。カインがシールズ辺境伯領都の道を〝石畳〟化するにあたり街を模型化する為だ。シールズ辺境伯領都にもかなり精巧な地図があったが、やはり立体模型を作製する為には全体が見たかったのだ。半分くらいは高い時計台に上りたかったと言う理由もある。

　シールズ辺境伯領都は、楕円形の形をしており街壁もサンローゼ領街よりも高かった。五万人もの人々が暮らす都市なので区画整理がされている部分は、道も広く直線が多かったがされていない区画は道も曲がりくねっていた。また、この都市には下水道があるらしく、サンローゼ領街のように排水路を作る必要がない事が分かりほっと一安心だ。




「おかえりなさい、時計台はどうだった？　カイン」

　視察隊が屋敷に戻り、割り当てられた会議室に戻るとリディアから声をかけられた。

「はい、とっても高くてびっくりしました。上るのは少し大変でしたが、あの景色が見られるなら毎日上りたいです」

「気に入ってもらえて良かったわ。高い所が苦手だと上る事もできないから。私も小さい時は、時々上ったのよ」

　昔を思い出してリディアが優しく微笑んでいた。

「リディア母さまが、そんなにお転婆だったなんて意外です。もっと本とか編み物とかをされていたのかと想像していたので」

「カインの中の私はずいぶんか弱いのね。実際はアリスのように活発な子供だったわ。だからなのかアリスが余計可愛くって。もちろん、カインはもっと可愛いわよ」

　あふれだす感情を表す為にカインを抱きしめるリディアだった。

　親子のスキンシップが終了した後、都市整備局の担当者数人とリディア、シールズ辺境伯、シールズ辺境伯家令が見守る中、カインはシールズ辺境伯領都の立体模型の作製を始めた。

「それでは、これから立体模型を作っていきます。修正は後からでもできますので遠慮なく言ってくださいね。【クリエイトクレイ】×沢山」

　作製する前は、半信半疑だった都市整備局の担当者も、カインが作った精工な立体模型を見てテンションが上がったらしく細かい修正を要求してきた。シールズ辺境伯達が呆れる中、細かな修正がされてついに完成した。

「リディア、サンローゼ領街の模型を見た時は吃驚したが、自分の領都の模型となるとなぜか感慨深い物があるなぁ」

「そうですね、ご自身で発展させていった街ですからより一層でしょう」

　リディアとシールズ辺境伯の話を聞いて、都市整備局の担当も家令の人も涙を流していた。

　それから、どの道を〝石畳〟化するか、どの順番で行うかなどを決めていった。サンローゼ領街でもあったが〝石畳〟化するに当たり人や馬車の通行を制限しなくてはならない為、明日から行うことになった。それであればと屋敷内の門から玄関までの道を〝石畳〟化を午後に行うことになった。

「いいですかぁ？　始めますよー。少し離れててくださいね。【ストーン】×【魔力】マシマシ」

　カインが手を突いた地面を起点に屋敷の前の道が〝石畳〟化していく。昼食時にどうせ〝石畳〟化するならとリディアとアリスにデザインを考えてもらって、アイシャの好きなユリのデザインの模様にした。

「素晴らしいわ、こんなに綺麗になるのね。それにこのユリのデザインがとっても良いわ。リディア、アリス、カインありがとう」

「喜んでいただき、嬉しいです」

　アリスはペコリとアイシャに向かって会釈した。




　夕食後、客間にてシールズ辺境伯、アイシャ、リディアが眠る前のお茶を楽しんでいた。

「リディア、アリスとカインは素直に育っているようで安心した。リノールが亡くなった時は、養子に出したほうが良いと言ったのは間違いだった。すまなかった」

　シールズ辺境伯がリディアに謝罪した。

「良いのです、お父様。お父様の心配も今となっては良く理解できます。血の繋がっていない子供を育てるのは一般的に大変とされていますからね。私が幸運だったのは、あの子達がとても素直で良い子達という事です」

「それにしても、アリスも良い素質を持っているけど。あのカインはどこか超越しているわ。あなた、カインを守ってあげる事はできないかしら？」

　アイシャは、お茶を口に含み目をつむって考える。

　大人達のカインを守る方策会議は、深夜まで続いたのだった。




〝がやがやがや、わいわいわい〟。城門から二〇〇ｍくらい内側に進んだ本通りの道の真ん中。整備局員、騎士団の護衛とカインを合わせて二〇人くらいが打ち合わせをしていた。街の人々は、通行を止めて何が始まるのかと道の端に立って見つめていた。細かな打ち合わせを午前中に行い現場に来たのだが、現場に着くとある問題が浮かび上がった。

「サンローゼ領街に比べるとやっぱり人が多いなぁ。それに道の幅が八ｍくらいありますよね、ドートンさん」

　カインが現場に到着後、実際の道を見て感想を述べる。

「この本通りは、ほぼ八ｍになるように都市計画の初期段階に決められています。ただ所々幅が異なる所があるので調整が必要になりますね」

　今回の〝石畳〟化プロジェクト現場責任者のドートンが答える。

「あと、あの店の前みたいに個別で整備されていたりしている場所が、他にもありそうですよね？」

　カインが指さす店の前は、その店が荷下ろしがしやすいように板が敷いてあったりした。その他にもこの道沿いには露店が並ぶ場所もあるそうで、どのようにするかを現場で話し合っていた。

「できれば、均一で作りたいんですよね。そのほうがイメージが簡単なので時間も短時間でできますし」

　カインが【魔法】を使う際の要望を伝えた。ドートンは少し考えた後、現場にいた部下を数人呼び寄せ地図を広げたり、計測したり、地図と見比べたり会議を始めた。

　すこし会議が長引きそうだったので、カインは街の様子をなんとなく観察を始めた。来た時にも思ったが、人がサンローゼ領街に比べて多く、人族以外の人々も多く見かける。先ほどはこの世界に来て初になる、兎獣人の女性を見かけテンションが上がった。他に気付いた事は、下水道があるせいか街に漂う臭いが少なく感じていた。

「カイン様、カイン様？」

「あ、はい。考え事をしていました」

「時間がかかりすみません。協議の結果〝石畳〟化は道の中心から左右に三ｍで行っていただきたいと思います。また、昨日ご提案のあった〝カント〟でしたでしょうか？　で作っていただきたいと思います」

「道の中心から左右に三ｍずつですね？　それで〝カント〟をつけると石畳の端と土の道ができてしまい時間が経つと土が流れてしまいますね。うーん、道の境界線を作るのはどうでしょうか？」

「境界線ですか？」

　イメージがつかないのかドートンが悩んでいたので、地面に絵を描いて詳細な説明をする。簡単に言うと〝石畳〟化した道としない場所（歩道と呼ぶ）をプールのコースを分けるロープのように石壁で境界を作る。その後、道の中心から〝カント〟をつけて〝石畳〟化すれば自然と歩道と石畳で段差ができる。

「おお、それは良いですね。ぜひお願いします」

「ただ問題点が一点。道の中心線と境界線を引いてもらうと作りやすいのですが。僕ではそこまではできなくて……」

「ご安心ください、私達のほうで手配します。少々お時間ください」

　ドートンが再度部下を呼び、何かを指示し、部下が荷物を運ぶように持ってきていた荷馬車に走って行った。しばらく観察していると、数人の整備局の職員達が何かの道具を使い、道に中心線と境界線を引き始める。カインからは何を使っているか良く見えなかったので再度ドートンに確認をする。

「ドートンさん、皆さんはどうして正確に中心線を引く事ができるのですか？」

「はい、あれは計測した長さの中心を割り出す魔道具を使っているからです。このシールズ辺境伯領を整備する際にドワーフの技師が多く関わっていて、その時に彼らが使っていた魔道具を譲ってもらったのです」

「へぇー便利な魔道具があるんですね」

　作業をしている職員達を眺めながらカインは感想を言った。しばらくすると準備が整い線が引けた。

「それでは、【魔法】を使いますので下がってください」

　カインが周りにいる関係者に指示を出す。それを聞いた現場整理の職員が笛を吹き、見学人を下がらせた。

「では、まず二〇ｍほど。【ストーンウォール】＆【ストーン】」

　魔力を十分循環で練って魔法を行使する。いつもの事ながら道が少し発光しカインが手を突いたところから、ドミノが倒れるように道が〝石畳〟化していった。

「「「うぉぉぉぉっ！」」」「「「なんだあれ？　すごいっ！」」」などの歓声が見学人からあがる。

「よし、上手くいったかな？　ドートンさん確認お願いします」

「畏まりました、お前達確認だ！」

　ドートンの号令の後、確認担当の職員が計測を開始する。しばらくすると口々に「問題なし」と報告が上がってくる。ドートンがそれを纏め、カインに全部問題なしとの報告をした。

「それでは、頑張りますか」

　カインは、腕まくりをして気合を入れ直した。

〝石畳〟化プロジェクトのメンバーは、時間の経過と共に効率が上がり本日の作業終了までに全行程の三／四の〝石畳〟化が終了した。予定の一・五倍の進捗であった。その後一週間をかけてシールズ辺境伯領都の主要道路と広場を〝石畳〟化していった。これにより、シールズ辺境伯領都でもカインの二つ名『石畳様』が広まっていったのは言うまでもない。
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　カイン達がシールズ辺境伯領都に来て五日目の朝、食堂ではシールズ辺境伯夫妻とリディア、アリス、カインが朝食を取っていた。さすが辺境伯の朝食だけあり、とてもゆっくりとした優雅な時間が流れている。今朝の朝食は、焼き立ての丸いパンとあっさり目のスープ、ベーコン（多分）とオムレツと中々豪華（異世界レベル）だった。

「カイン、今日はどこの道を〝石畳〟にするの？」

　リディアが香茶を飲みながら尋ねてきた。

「はい、今日は西門に続く大通りと市場通りの予定ですね。かなり効率よく作業が進められるように皆さんが協力していただけるので、夕方になる前に終了できると思います」

「それは良かったわ。今日も気を付けて作業をしてね、それと絶対に無理だけはしないでね」

　リディアは今日も優しく注意をしてくる。

「カイン、今日屋敷に戻ってきたら儂の執務室まで来てくれないか？」

「はい、御お祖父じい様。戻り次第御伺い致します」

　アリスとカインは到着の次の日から、シールズ辺境伯夫妻を「御お祖父じい様、御祖母おばあ様」と、呼ぶようになった。なぜかと言うとアリスがアイシャの事を「御祖母おばあ様」呼びをしていたのをシールズ辺境伯が羨ましがった為だった。

　朝食をしっかり食べて、外出着に着替え玄関に急ぐ。玄関にはすでにドートンが迎えに来ていた。

「おはようございます、カイン様。本日もお願い致します」

「おはようございます、こちらこそお願いします」

　カインは元気に挨拶をかわし、見送りの人達に「行ってきます」と声をかけて馬車に乗り込んだ。

　午前中の西門に続く大通りの〝石畳〟化は、スムーズに進む。見学人も日に日に増えてきていて、子供達がカインの真似をして【魔法】を使う時に一緒に地面に手を突いていたり、住民からお礼を言われたりしていた。

「カイン様、そろそろお昼にしたいと思います。本日はこの界隈で流行っている、〝焼きパスタ〟を召し上がっていただこうと考えております。事前にシールズ家の執事やメイド長の方にも召し上がっていただいており自信があります」

　ドートンがとても興奮しながら提案してきた。

「ありがとうございます、〝焼きパスタ〟でお願いします」

　カインは、〝焼き〟とついているし火が入っていれば大丈夫だろうと考え提案を受ける事にした。サンローゼ家の食事はカインが大分改善をしたので味がしっかりついていたが、この異世界の料理はまだまだ薄味が多いので少し不安は残る。

　現場から数分の場所にそのレストランはあった。かなり流行しているらしく、テイクアウト専用のカウンターが店の入口にできており、数十人が並んで待っていた。その横をしっかりと事前予約をしているカイン達は店の中の特別室に案内された。貴族が利用するように作られているのか、調度品が無駄に豪華だった。

　席について、冷たい水を飲んでいると料理が運ばれてきた。〝焼きパスタ〟は茶色の麺料理でキャベツや肉が入っていた。カインはこれはどう見ても〝焼きそば〟じゃないの？　と思いながら見ていた。

「カイン様、こちらがこの店で今大人気の〝焼きパスタ〟です。パスタの麺を野菜とソースで和えている料理になります。見た目は茶色で少し抵抗があるかもしれませんが、ぜひ一口お召し上がりください」

　カインは小さく「いただきます」といって普通に口にする。うん、〝焼きそば〟だ。パスタ麺を使っている為少し食感が異なるが、味はそのままである。ソースは、シールズ辺境伯領の特産かな？　買って帰りたいな。

「美味しいですね、〝焼きパスタ〟気に入りました」

「お口に合って良かったです」

　ドートンは、とても安心したようだった。

　カインとドートン、整備局の数人が食べ終わるとこの店の料理長らしき男性が部屋に入ってきた。

「本日は、ご来店ありがとうございます。私はこの店のオーナー兼料理長のパッタイと申します。当店の〝焼きパスタ〟はいかがでしたでしょうか？　今後の励みの為、ご感想などいただけますと幸いです」

　綺麗なお辞儀をしながら質問をされた。

　全員の目が子供のカインに集まる。

　──やっぱり僕が何か言わないといけないんだよね？

「〝焼きパスタ〟とっても美味しかったです。味もしっかり付いていて、食感がとても良かったです。もし僕が何か付け加えるなら、目玉焼きでしょうか？」

　道雄時代にばあちゃんが作ってくれた〝焼きそば〟には、目玉焼きが付いていたので改善案として言ってみた。

「目玉焼きですか？　ありがとうございます、試させていただきます」

　料理長のパッタイは、少し不思議そうな顔をしながら退出して行った。

　一同は、現場に戻り午後の作業を始める。

　──今日は御祖父様に呼ばれているしね。早めに終わるように頑張らなくちゃ。

「さて皆さん午後も安全に気を配って頑張りましょう！」

　カインは、笑顔で宣言をした。




　西門に続く大通りを〝石畳〟化したカイン達は、市場が行われる広場に繋がる〝市場通り〟と呼ばれる道に来ていた。この〝市場通り〟は、西門大通りから市場広場に繋がり南門大通りに続く。この市場通りは一方通行で大通りの半分の幅しかなかった。通りの両側には、小さな商店が並んでおり雑貨店から衣料品（中古）、食料品店など様々な店が並んでいる。市場広場で稼いだお金で店舗を持つのが、此処の商人の誇りだとドートンが説明してくれた。

「ドートンさん、この市場通りはどのようにしますか？」

　カインは、市場広場まで続く市場通りを見てドートンに質問する。四ｍ幅になるように作られている通りだが、少しでも店を広くするためにぎりぎり迄店舗を広げている。そのために微妙に道幅が異なり、通りの入口から眺めると蛇行しているように見えていた。

「はい、この市場通りは道の中心に向けてカントをつけていただけますか？　それと、道幅ギリギリまで〝石畳〟化をしていただきたいのですが可能ですか？」

「うーん、多分大丈夫だけど。中央に向かってカントをつけると、雨が降った時に道の真ん中に水溜まりができちゃいますよ？」

「大丈夫です。事前の計測では西門の大通りからも南門の大通りからも市場広場に向かって少し傾斜しています。カイン様に〝石畳〟化していただければ自然と水が流れる計算です」

「それだと、市場広場が水浸しになりますよ？」

「市場広場には下水道につながる穴があるので、溜まった水はそこに排出します」

　カインは「へぇー」と感心し、下水道凄いと改めて思った。残りのドートンの懸念は、石畳の大きさを変えて対応することにした。大通りの石畳の大きさよりも小さくして、道幅に均等に入るようにした。これもカインのアイディアを整備局の職員達が頑張って計測した結果だった。

　この石畳の大きさのちょっとした違いが、通りに店を構える商人達に〝自分達の為に専用で変えてくれた〟とシールズ辺境伯へ感謝の念を抱きより一層商売に熱が入ったとか。

　もちろん、市場広場も綺麗な石畳を施工した。整備局の職員が事前にデザインをしていたので、図面を見ながら少しずつ〝石畳〟化していった。完成すると元の世界の組木細工のような幾何学的な模様になった。ここでもできあがりとともに周辺の商人、住民から歓声が上がった。

「カイン様、此処は名物になります！　市場だけで使用するのはもったいないです。総務部に何か企画させないと」

　どうやら、新市場広場はドートンの琴線に触れたようだ。

「それじゃ、みんなぁー！　せーのっ！　でいくからね。せーのっ！　【ストーン】!!」「「「ストーン」」」」

　南門に続く市場通りの終端を〝石畳〟化する時は、十数人の子供達がカインの真似をしたがり、一緒に地面に手をつけるパフォーマンスを行った。いつも通りに道が発光し土の道が〝石畳〟化すると、子供達が飛び上がって喜んでいた。

　周りの大人達からは、拍手と「ありがとうございます」と何度もお礼をされた。カインは人の役に立てた事をとても嬉しく思った。整備局の職員達もとても誇らしい顔をしていたのが印象的だった。
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　執事に案内されシールズ辺境伯の執務室のドアをノックする。

「シールズ辺境伯様、ただいま戻りました。カインです」

「どうぞ」と言う声が聞こえ重厚な扉が開けられた。シールズ辺境伯の執務室は二〇畳以上の広さがあり、執務机とソファー、そして本棚があり『ザ・伯爵の部屋』と言う感じだった。

　シールズ辺境伯は、執務室で書類の承認を判断していた。入室してきたカインをシールズ辺境伯は眼鏡を少しかけなおして見た後声をかける。

「カイン、よく来た。今日は大活躍だったと整備局長から報告が上がってきたぞ。儂も時間があれば見学に行きたかったが、この状況では皆が許してくれなんだ」

　シールズ辺境伯は目だけで山積になった書類を見て、大きな溜息を吐いた。

「もう少しで終わるから、そこで座って待っていてくれ」

「はい」とカインは返事をしてソファーに座った。

　一〇分が過ぎ、二〇分が過ぎ、三〇分が過ぎて漸く仕事が終了してシールズ辺境伯がソファーに座ってきた。

「香茶とリディアを呼んで来てくれないか」

「畏まりました」

　執事がそう返事をして部屋から出て行く。

「我が領都はどうだ？　サンローゼ領街と何か違ったところはあったか？」

「はい、人が多いです。そして街が綺麗だと感じました」

　カインの報告を好々爺のような笑顔でうん、うんと聞き入っている。

「失礼します、奥様、サンローゼ夫人と騎士団長がいらっしゃいました」

「どうぞ」とシールズ辺境伯は返事をして、キリッした表情になり入室を許可した。

　扉が開くと三人が立っていた。リディアはカインを見つけニッコリと微笑みながら入室してきた。そして、カインに近づくと耳元で「おかえりなさい」と小さく言った。

「よし、それでは始めるか」

　シールズ辺境伯は立ち上がると執事に色々指示を出し、部屋に立てかけていた剣を帯剣する。カインは何が始まるのかボーと見ていた。その内にソファーを壁際に寄せる為に席を立たせられる。部屋の中央に十分なスペースが用意された頃にアイシャと騎士団長が入室してくる。

　シールズ辺境伯が部屋の中央に立ち、その両側にアイシャと騎士団長が少し離れて立つ。カインはリディアに先導され部屋の入口に立っていた。何が始まるのかカインがキョロキョロしていると家令がおもむろに宣言を始めた。

「これより、カイン＝サンローゼの騎士爵授与式を始めます。カイン＝サンローゼ殿、シールズ辺境伯の前に」

「えっ？」とカインが思っていると御祖父様の前で跪くようにリディアが耳打ちする。わけも分からず、シールズ辺境伯の前に出て跪いた。しばらく待っても何も始まらないので、家令のほうを見ると頭を下げるようにジェスチャーをしていた。カインはそれに従い頭を下げた。

「カイン＝サンローゼ、我が領都における道路整備の貢献により、我より騎士爵位を授ける。今後も怠らず、励むように」

　シールズ辺境伯は剣を抜き、カインの両肩に寝かせた刃をポンポンと置く。その後剣を鞘に収めた。

「カイン、ありがたき幸せ。身命を賭して励みます」と言うようにとカインの耳元にリディアの声が聞こえた。

「ありがたき幸せ。身命を賭して励みます」

　立会人から拍手が上がった。

　──あれ？　僕は家族と離れて暮らさないといけないの？




　授与式が終わり、執務室のレイアウトが戻されお茶が用意された。シールズ辺境伯、アイシャ、リディア、カイン、騎士団長、家令が残った。お茶菓子を食べながら歓談が始まるが、カインは突如行われた爵位式の意味を理解できずに戸惑いを隠せないでいた。

「さて、そろそろカイン卿に今回の事を説明しないとな」

　シールズ辺境伯が少し楽しそうな笑みを浮かべながら説明を始めた。まとめると、現在カインは、サンローゼ子爵の四男と言う立場でしかない。シールズ辺境伯が寄親だが、すべての取引が寄親を通じて行われるわけではない。なのでカインの力に気づいた上位貴族が、カインを自分の配下にするように動いた場合止める事ができない。例えば四男であるカインを、婿養子として取り込む事ができるのだ。

　今回、カインがシールズ辺境伯の騎士爵になった事でシールズ辺境伯の許可なくしてカインを取り込む事はできなくなった。とは言えシールズ辺境伯も王家の要請は断れないので、サンローゼ領に戻った後書状で報告をし、カインが戻った後にシールズ辺境伯自身が王都に出向いてくれるそうだ。

「この爵位はカインの身を守るための物だから、今まで通りサンローゼ領で生活をしてもらっていい。表向きは、サンローゼ領への出向扱いにしてサンローゼ子爵の配下として働いてもらう。だから今まで通りサンローゼ家で生活してほしい」

「ありがとうございます、シールズ辺境伯様」

「カイン。公式の場以外では、今まで通りに呼んでほしい。カインを守るためと言え一番心が痛い部分だからな」

　部屋にいる皆が笑った。

「騎士爵になったので、家名を決めなければならない。カイン希望はあるか？」

「えっ、サンローゼは名乗れないのですか？　僕はサンローゼが大好きなのですが」

「そうね、サンローゼをミドルネームに入れるのはどう？」

「ぜひ、お願いします」カインは即答した。

　その後、どんな家名が良いかかなり話し合ったが、良い案が上がらず帰宅するまでにシールズ辺境伯が考える事になった。カインの騎士爵になった事は夕食の時に全員に発表され、アリスが目が飛び出るほど開けて吃驚していたのがとても印象的だった。




　次の日からもカインは変わらず精力的に作業を進めていた。整備局の職員が色々なアイディアを出して通り毎にデザインを変更している。なんでもデザインが違えば、道に迷う事を防げるのではないかと言う意見からだ。元の世界のように標識や住所の書いた地図などがないため、迷子になる人が多いとの事で出されたアイディアだった。

〝石畳〟化の作業場所で、カインをドキドキさせた場所があった。大都市には必ずあると言っても過言ではない、歓楽街の通りと広場の作業だった。もちろん日の高い時間帯に行うのだが、それでも開いている店や店で働いている人々が出歩いている。なのでいつもの見学人と層が異なり若い女性が多く、向けられる視線もセクシーなものが多かったからだ。【魔法】を行使するたびに上がる歓声もいつもより、キーが高いように感じ、カインが見学している女性の方を見ると手を振られたりしたからだ。

　ほとんどの作業場所で、カインの〝石畳〟化は受け入れられていたがやはり大都市、〝石畳〟化できない通りなども存在する。主に裏通りやスラムに近い場所は対象から外されていた。カイン自体が対象を選んではないのだが、中にはカインに直談判をしてくる人々も少なからずいた。時にはカインの前で土下座をする老人なども。護衛の騎士やドートン達が説明をして帰したりしているが、中にはほぼ毎日来る人もいた。

「ドートンさん、あの方今日も来ていますが要望に応えるのはできないのですか？」

「あの者が要望している場所は、スラム街に近く安全が確保できないのです。それにあの者の要望を応えたら最後全ての要望にも応えなくてはならなくなり、期日を超えてしまいます」

　道雄の記憶があるカインには、ビジネスでは優先度をつけて利益に見合った仕事をするのが鉄則だが、公共事業においてそれは当てはまらないと考えていた。これはリディアに相談しなければと思った。
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　本日の作業が終了しシールズ辺境伯の屋敷に着くとカインは、リディアの部屋へ向かい、扉をノックする。

「リディア母さま、只今戻りました。少しご相談したい事があるのですが。お時間ありますか？」

「どうぞ」と部屋の中から返事があり、扉を開けると本を読んでいたのか、リディアは本から顔を上げて本日の作業内容を質問された。

「あら、カインお疲れ様。今日の作業は順調だった？」

「はい、今日も予定通り終了しました。その、〝石畳〟化についてご相談がしたいのですが？」

「いいわよ、でもその前にお父様のところへ行きましょうか。なんでもカインに紹介したい人がいるそうよ」

　リディアもシールズ辺境伯から詳しく聞いていない、昼食の時にカインが戻ってきたら紹介するとしか聞いていないと言っていた。二人は少し不安になりながら、シールズ辺境伯の執務室の扉をノックした。

　執務室の中から「どうぞ」と返事があり、執事が扉を開けてくれた。中には見知らぬ男性が二人いた。一人は少し太めの男性、もう一人は少し背が低いとても筋肉質の男性が立っていた。

「リディア、カイン丁度良かった。この者達も今到着したところだ」

「お初にお目にかかります、私は奴隷商を営んでおります、バーバルと申します。この度は辺境伯様のご要望により、この者を連れてきました。この男は、ドワーフ族のバルビッシュです。ご要望の戦闘スキルと算術スキルを持った奴隷になります」

　リディアとカインが『どういう事？』と言う表情をしてシールズ辺境伯を見ると、シールズ辺境伯は少し楽しそうな表情をして説明をした。

「カインを騎士爵にしたので、護衛を兼ねた家来をと思ってな。普通の家来と思ったが、カインには秘密にする事が今後も増えると考えて、奴隷にした。奴隷であれば、文字通り命を賭しての護衛や秘密を守る事ができるゆえな」

「それにしても、急すぎではないですか？」リディアが突っかかるが、シールズ辺境伯は「許せ、許せ」と取り合わない感じで笑っていた。

　バルビッシュは、ドワーフ特有のサンタクロースのような髭も大きく張り出したお腹の外見的な特徴がない。外見は簡単に言うと、ラグビー選手の筋肉質の体をぎゅーっと小さくした見た目だった。腕なんかもとても太く、女性の太ももくらいあった。あの腕でカインが殴られたらひとたまりもないだろう。

「辺境伯様、よろしければ契約の儀式を行わせていただきたいのですが。よろしいでしょうか」

「うむ、始めてくれ」

　バーバルは、一枚の羊皮紙を取り出した。羊皮紙には色々な魔法文字と左右に〇が描かれていた。バーバルは、バルビッシュの手のひらをナイフで傷を付けて血を出しそのまま右側の〇に手をつけさせた。バーバルは、新しいナイフをカインに渡す。

　──えっ、マジ。痛いの苦手なんだけど。

　シールズ辺境伯を見るとうなずいている。助けを求めてリディアを見てもうなずいていた。

　──逃げられない！

　カタカタと少し震えるが、カインはなんとか抑えて一筋手の平に傷を付けた。すぐに血がうっすら浮かび、そのまま左の〇に手をつけた。

　バーバルがカインが手を突いたのを見て、何やら呪文を唱え始め羊皮紙が青い光が発生する。その光がカインとバルビッシュに吸い込まれていく。そして、カインの小指に線が一本浮かび上がる。バルビッシュの首輪が淡く青く光った。

「これで、契約は終了です。追加の条件がありましたらこの羊皮紙に記入願います」

　懐から羽ペンとインクを取り出し、羊皮紙の余白を指さす。シールズ辺境伯、リディア、カインの順に記入をした。条件四つ。

　・カインの不利益になる事を行わず、口外しない事

　・カインが行う事業についてシールズ家、サンローゼ家に嘘偽りなく報告する事

　・カインに危害を加えず、その命を賭して守る事

　・カインに嘘はつかない事

「ありがとうございます、追加のご用命がありましたらいつでもご連絡願います。失礼いたします」

　バーバルは綺麗なお辞儀をして執務室を退出していった。

　バルビッシュは、湯あみと着替えの為に一時退出をした。執務室にはシールズ辺境伯、リディア、カインの三人だけになった。

「さて、儂に何か用事があったのではないか？」

「はい、シールズ辺境伯様。お願いがあり参りました」

　仕事の顔になったシールズ辺境伯が「話せ」と先を促す。

　カインは、ここ最近のでき事と〝石畳〟化の要望が多い事を説明し全部の通りを〝石畳〟化させてほしい事を進言した。公共事業は、領民の暮らしを良くするために行うもので利益だけで実施要否を判断するのはいかがなものかと説明した。ただそれには、滞在を後二週間～一か月延びてしまう予想も加えて説明した。延長の要望を聞いたリディアは一番に反対をした。リディア自身が期日通りに戻る為、再度同じように追加要望があった場合に延長を防げないと。

「分かった、カインの領民を思う気持ちもリディアのカインを思う気持ちも。儂の決定は、カインは期日通りに戻す。だが六か月後再度、通りの〝石畳〟化を行ってもらう。六か月の間に要望をまとめ〝石畳〟化をする通りを決めておく」

「「ありがとうございます」」

　リディアとカインはシールズ辺境伯の決定に感謝した。




　シールズ辺境伯とリディア、カインは、まだ執務室で歓談を続けていた。話題は本日の作業内容からいつの間にか、リディアの小さい頃の話に変わっていた。リディアは、かなりお転婆な女の子だったらしく、屋敷中でかくれんぼをしたり、リディアの兄と一緒に剣の訓練をしたりと学院に入るまでかなり活発に過ごしたらしい。特に面白かった話は、子猫を助けるために屋根裏に上り、下りれなくなって泣き出し、それだけでなく粗相をしてしまった話だった。

「まだ、その話をしますか？　いい加減忘れてください。それもカインの前で！」

　リディアがほっぺたを膨らませて怒る姿など、初めて見たのでとても新鮮だった。

「すまん、すまん、儂にとっては少し前の楽しい思い出なんじゃ。しかしアリスは、本当にリディアに似ているな？　容姿が似ているわけではないのじゃが、やっぱり雰囲気かの？　アイシャが嬉しくて毎日連れまわしておる」

　そうなのだ、アリスは毎日何かにつけアイシャと行動を共にしているのだ。今日は御祖母様と洋服を見に行った、お菓子を食べた、編み物を教えてもらったなど、夕食後のお茶の時に報告してくれる。サンローゼ領ではカインが二日も一緒にいる事ができないと、とても不機嫌になる。しかしシールズ辺境伯領に来てから朝と夕食以外に会わなくても何も言われない。これは、弟離れできたかなぁとカインは考えていた。




　シールズ辺境伯の執務室は、扉を入って正面に大きめな窓がある。執務机は部屋を入って右手にありその前に会談をするソファーセットがある。そしてなんと言っても壁際にずらっと並んでいる本棚が目を引く。天井近くまである本棚には、びっしりと本が並んでいて、サンローゼ家の図書室の半分くらいの本があるのではないかと言うくらい多い。

〝カタ〟。執務机の奥の本棚の本が動いたような気がした。シールズ辺境伯やリディアは気づかなかったのか、気にせず話をしている。カインが〝じーっ〟と見ていると少し緑色に光ったように見えた。カインは目をパチパチしながら、再度見るともう一度緑色に光った。

「あ、あの御お祖父じい様、あそこにある本を読ませていただく事はできませんか？」

　先ほどから光っている本を指さしながら〝孫パワー〟を思いっきり込めて尋ねてみた。

「うん？　あれか？　はて？　あの本はなんだったか？　カイン取ってこれるか？」

「はい」と返事をして光っていた本をカインは取ってきて、ソファー前にあるテーブルに置いた。

　──うわー、なんか既視感があるなぁ？　もしかしたら……。

「これは確か大分前に、魔ま道どう国こくから来た行商人から献上された本だな。なんでも魔ま道どう国こくの賢者が書いた本とかだったはずじゃが。字が読めずにいた本じゃな。欲しければやるぞ。カインは本が好きか？」

　それを聞いたリディアが〝ビク〟とする。カインは間髪容れずに「ありがとうございます、大切にします！」と本も開かずに受け取る。

「もし、中身が読めたら教えてほしい」〝ニヤリ〟と顎を手で摩りながら言ってくる。

　──さすがだ、僕が読める可能性に気づくとは。海千山千の辺境伯だな。

「頑張って読んでみます。良いご報告ができるように努力します」

　なんとか冷静を保って返事をした。それと同時に、執務室の扉がノックされ夕食の準備ができた事が告げられ深い追及を躱せた。シールズ辺境伯の「よし、夕食じゃ」との声で三人とも食事用の着替えに部屋に戻った。早く中身を読みたい衝動をなんとか抑えながら、カインはなるべくゆっくり歩いて滞在している部屋に戻る。部屋の鍵をかけ【光ライト】の【魔法】を唱えて、うす暗くなった部屋を明るくした。

「あまり時間がないけど、最初のページ位は読めるかな？」

　カインは革の表紙をめくり一ページ目の題名を確認した。そこには【賢者の書】と書いてあるのが読めた。しかし、あまり遅くなると怪しまれるのですぐに本を閉じ着替えをして食堂に向かった。




　食事が終わり、食後のお茶もゆっくり楽しみカインは部屋に戻って来た。〝さぁ、読むぞ！〟と本に手をかけたところで扉がノックされた。アリスかな？　と思いながら「どうぞ」と返事をする。

「失礼します、カイン様。護衛のバルビッシュを連れてまいりました」

　開けられた扉の廊下には、家令と先ほどカインの護衛になったバルビッシュが立っていた。

「お休みのところ申し訳ございません。明日から護衛をさせますので、その前にご挨拶をと考えまして連れてまいりました。よろしかったでしょうか？」

「ありがとう、そうだよね。明日から一緒に過ごすんだから少しはコミュニケーションを取らないとね」

「こみゅ？　なんでしょうか？」

「うん、気にしないで。バルビッシュだけで大丈夫だから」

　慌てて家令を追い出すカインだった。

　──気を緩めるとつい使っちゃうんだよね。気をつけなきゃ。それよりも今は、このバルビッシュと話をしないとね。

「お待たせ、僕はカイン＝サンローゼです。あっそう言えば、僕の家名ってどうなっただろう？　まあ、いいか。カインと呼んでね」

　そう言うと、バルビッシュへ握手の為の手を差し出す。

　バルビッシュは少し戸惑っていたが「よろしくお願いいたします」と握手をした。そして、少し考えるような仕草をした後、何か決意を決めた表情で発言をする。

「カイン様、少々よろしいでしょうか？　自分で言うのもどうかと考えましたが、カイン様は奴隷の扱いがおかしいです。カイン様は、先日〝騎士爵〟になられたとお伺いしました。一代とはいえ、立派な貴族です。貴族は貴族らしい対応をされなければなりません」

「えー、僕はまだ七歳だよ。そんな堅苦しいのヤダよ。貴族って言ったって、家臣はバルビッシュだけの形だけの貴族だし」

　悪びれるでもなく、ニッコリと微笑みながら返答する。そんなカインを見てバルビッシュは数秒固まったあと、深い溜息を吐いた。

「まったく、自分のご主人様は、世間知らずなのか？　それとも大物なのか？　分かりました、二人の時はそれでも構いませんが、それ以外の時は逐次ご進言させていただきます」

　カインはひょんなことから友達ができたと喜んだ。




「それで、バルビッシュはなんで奴隷になっちゃったの？」

　カインはバルビッシュを友達だと思って付き合おうと決めたので、後々に知って衝撃を受けるより始めから切り込んでしまおうといきなり爆弾を投げてみた。それに、この先ずっと護衛として一緒にいるんだから、安心したいと言う気持ちもあった。

「いきなり核心を突いてきますね。主従でもありますし、カイン様には嘘を吐けませんからね。少し長くなるかもしれませんがよろしいですか？」

「いいけど、眠くなったら続きは明日ね」

「ありがとうございます、では今から二〇年ほど前に遡ります……」

　それからバルビッシュは、自分の生い立ちからどうして奴隷になった経緯を話し始めた。要約するとバルビッシュは成人後（一五歳の時）にドワーフが多く住むドーマニー王国の小さな村から冒険者になるために王都に旅立った。しかし、王都にたどり着く前に乗っていた乗合馬車が山賊に襲われてしまうが、通りがかった傭兵団に救われる。その後王都まで傭兵団が護衛をしてくれるのだが、団員の一人と意気投合してしまい、冒険者にならずに傭兵団に入団する。

　入団後は、荷物運びや食事係など雑用をしつつ訓練をおこない正団員になる。授かったスキルがドワーフではあったが、斥候向けのスキルだった為、斥候班に配属され色々な作戦に参加した。一〇年もたたない内に斥候班の小隊長に抜擢されるほどに成長していった。その後も様々な戦闘に参加するも生き残り、斥候班出身初の部隊長までになった。

　部隊長になって五度目の作戦行動時、敵の罠にはまり部隊が壊滅。部隊長だったバルビッシュは、人質として捕まる。その際生き残った仲間の一人が重傷を負い治療の為の借金を肩代わりし、そして自身の身代金も奴隷になる事で支払った。高額の借金奴隷の為、能力はあったが買い手がつかず、流れ流れてシールズ辺境伯領都でカインの護衛として購入された。

　傭兵稼業だった為、結婚はしておらず家族はいないとの事。良い人はいたみたいだが、その事については深く聞かなかった。所有スキルは、【気配察知】【気配遮断】【身体強化】【短剣術】【体術】【算術】【彫金】【礼儀作法】とかなりの能力者だった。

　戦闘スキル以外で【算術】と【彫金】、【礼儀作法】を持っているので護衛以外でも色々助けてもらえそうだとカインは考えていた。

「どうです、面白くなかったでしょう？」

「ううん、色々分かって安心したよ。部下の為に自分を犠牲にできる優しい性格だと分かっただけでも聞いた価値があったかな。沢山働いてもらうからよろしくね」

「ふぅ、畏まりました。毎日二食、食べられればそれ以上何も求めませんので、よろしくお願いいたします」

「ふわぁ～、眠い。結構遅くなっちゃたね。僕の自己紹介は明日ね。今日はおやすみなさい」

　バルビッシュは、「失礼します」と言って部屋を退出していった。カインはバルビッシュを見送りながら良い相棒ができたかもと思いながらベッドに入った。




　翌朝も良く晴れた。朝から雲が少なく、とてもスッキリとした空が広がっていた。今日はシールズ辺境伯での〝石畳〟化の最終日、いつもより気合を入れて現場に向かった。現場には最終日と知ってか、沢山の見物人が集まっており、護衛の騎士団達が大声を上げて人員整理をしていた。

「カイン様、おはようございます。本日もよろしくお願いいたします」

　ドートンが朝の挨拶をして来た。連日の〝石畳〟化とカインの作業終了後に報告の書類を深夜まで連日行っているようで、目の下に濃い隈ができていた。それに周りの整備局の職員も元気に作業をしているが、疲労の色が濃い。カインは、改めて作業の延長を止めたシールズ辺境伯の施政者としての現場把握力に感心した。

「カイン様、準備完了です。お願いします」

「ありがとう、了解。さて、今日も頑張ろう！」

　元気よく返事をして【魔力】循環を開始するカインだった。
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　夕日が領都を赤く染め始めた頃、シールズ辺境伯領での〝石畳〟化の作業の全行程が終了しようとしていた。振り向くと今まで〝石畳〟化してきた道が繋がっている。カインは夕日を反射して赤くなっている石畳の道を見て達成感を感じる。次に前を向くと期待の眼差しで大勢の領民達がカインを見守っていた。整備局の職員を見て互いにうなずき、大きな声で宣言した。

「よぉーし、これで最後だぁー、みんなー行くぞー！」

「「「おぉーー[image: ]」」」

　回りで作業を見学している子供達と大人達がカインの呼びかけに応える。

「せーっの！　【ストーン】」

「「「ストーン」」」

　本日何回目になるか分からないが、カインに合わせて一緒に【魔法】名を叫ぶ。土の道が淡く光った後、カインが手を突いた場所と一緒に手を突いている子供達の場所を起点として土の道が〝石畳〟に変わっていく。

「「「わぁぁぁぁぁ」」」

　一緒に【魔法】名を叫んだ子供達の歓声が上がる。本来はカインが手を突いている場所からしか〝石畳〟化しないのだが、カインが折角だから楽しいほうがいいよねっという事でイメージを膨らませて、見える範囲だが〝石畳〟化の起点を増やして【魔法】を使っていた。これは大成功で、子供達がとっても喜んだ。一応誤解すると困るので、「カインと一緒にやる時だけだよ」としっかりと説明して行っている。

「終わったー！　皆さんお疲れ様でした！」

　カインは整備局員、護衛の騎士達そして、ボランティアで見学人の整理をしてくれていた街の人々に向かって大きな声で作業終了を宣言した。〝パチパチパチ〟とまばらに拍手が起こり、すぐに割れんばかりの拍手に変わって行った。整備局員や護衛の騎士達、ボランティアの人々もとても良い笑顔で拍手に向かって、手を振ったり、手を上げて応えていた。




　日が暮れて暗くなり、通り沿いの【光ライト】の魔道具に明かりが灯り始めた。先ほどまでの喧騒が嘘のように静かになった通りをカインは眺めていた。交通規制も解除され、馬車が〝石畳〟の道を走って行く。

「カイン様、あちらに迎えの馬車が来ました。シールズ辺境伯のお屋敷に戻りますよ」

　バルビッシュが〝石畳〟の道を眺めていたカインに声をかけ、カインの一歩後ろに立つ。

「しかし、カイン様は凄いですね。この道を一日で〝石畳〟に変えてしまう。【魔法】を使えない自分でもカイン様の魔力量を想像するだけで畏怖の念を覚えました」

「そお？　僕かっこよかった？　でも【土魔法】だからバルビッシュが想像しているような事にはならないから安心してね。それよりちゃんと護衛お願いね。バルビッシュのように考えて、怖がりな人が僕を誘拐したくなるかもしれないからね」

　何も分からないけど意味深な視線を、右手の路地のほうに向けて見る。

「大丈夫です、先ほどからあちらの路地にいるのは、カイン様に握手を求めたいが出て来られない少し筋肉質の人族の男性が熱い視線を向けているだけですから」

　──えっ、それヤバくない？　言われるとなんか少しゾクゾクするし。早く帰ろう！　しかしバルビッシュの【気配察知】のスキル凄いな。

　カインは少し足早に迎えの馬車に乗り込み、「早く出発して」と御者に言い馬車の中で小さくなっていた。

　馬車がシールズ辺境伯の屋敷に到着した。玄関にはリディアとアリス、アイシャが迎えてくれていた。

「シールズ辺境伯夫人、サンローゼ子爵婦人、アリス様。お出迎えありがとうございます。只今、全作業を終了し戻りました」

　カインは恭しく出迎えのお礼を述べた。

「カイン卿、本日の作業ご苦労様でした。執務室で辺境伯様がお待ちです」

　アイシャが返答してくれた。

「ふふ、カインお帰りなさい。ちゃんと挨拶もできて。リディア、頑張っているわね」

　アイシャがおばあちゃんの表情になって、家族としての出迎えをしてくれた。

「御祖母おばあ様、リディア母さま、アリス姉さま。只今戻りました。作業も無事終了しました」

　カインも表情を崩し、みんなに〝ただいま〟を言った。

　アイシャ達三人は、カインにハグをしたり、頭を撫でたり一通りカインを楽しんだ後、「御お祖父じい様がお待ちよ」と言って解放してくれた。リディアのスキンシップが激しいのは、遺伝だったかと思いながらシールズ辺境伯の執務室の扉をノックした。「どうぞ」と中から返事が聞こえ、家令が扉を開けてくれた。

「失礼します、カイン＝サンローゼ。只今戻りました」

　入室前に一礼をし、執務机の前で再度シールズ辺境伯に一礼をする。

「本日の作業報告と全作業終了の報告に伺いました。お時間いただけますでしょうか」

「うむ」と返事が返ってきたので、カインは本日の作業内容と全作業終了の報告を行った。

「詳細は明日に上がってくる報告書を確認するが、何か問題などなかったか？　気付いた事があったら教えてほしい」

　まだ、お仕事モードが続いているのでこの二、三日考えていた提案内容を辺境伯にする事にした。

「それでは、一点……」

　内容は今回は時間と費用を考えてカインが【土魔法】で〝石畳〟化をしてしまったが、通常なら職人達が作業を行い、雇用を生み出し職人達が受け取った報酬を使う事で経済を回すのが公共事業のもう一つの目的だが、それを阻害してしまったのではないかと。

「心配はいらんぞ、カイン。お主の考えている通り、今回は時間と費用でお主に頼んだ。余剰の費用を他の整備に回したからトータルで見ると問題ない。それに整備は定期的に必要じゃから、そこは職人を今まで通り使うから問題ない。それよりも、お主の家名を考えた。カイン＝サンローゼ＝サンシャムロックじゃ。サンシャムロック騎士爵じゃ」

「ありがとうございます」

　──カイン＝サンローゼ＝サンシャムロック…サンシャムロック卿か。
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　夕食時にカインの家名の発表がされた。カインの家名についてアイシャが喜んでいたのが印象的だった。なぜならアイシャの系譜で途絶えてしまった家の名が〝シャムロック〟だったとの事。アイシャから見ると叔父の家名だったらしく、小さい時に良く遊んでくれたらしいが一族が伝染病になり、途絶えてしまったらしい。シャムロック家はシールズ家の寄子だったので、家名を預かっていたとの事。シャムロックに〝サン〟を付けて、サンローゼ家とも繋がりを残したと説明がされた。

　カインは英語名でシャムロックは三つ葉のクローバーで、道端で良く見かける三つ葉のクローバーを思い浮かべ、カインの整備している道に縁があるなと気に入っていた。アリスは一人寂しそうな表情をしていたが、「おめでとう」と笑顔で言ってくれた。

　そうそう、騎士爵の報酬は月：金貨一〇枚、年：金貨一二〇枚だった。一人ならなんとか大丈夫だが、バルビッシュがいる為なかなか厳しいと思った。サンローゼ家にも滞在費を入れないといけないだろうし。ただ、カインが作業を行った依頼料の一／一〇を得られるとの事なので、いつも通り頑張ればなんとかなるかな？　と考え、戻ったらバルビッシュ含めてルークとリディアに相談する事にした。

「アリス姉さま、今日は御祖母おばあ様と何をしていたのですか？」

　カインは今日は、アリスがいつもよりニコニコしていたので質問してみた。

「今日は、お父様と友達へのお土産を買いに行っていたの。とても可愛い物がたっくさんあって迷っちゃったわ。カインにもカッコイイペンケースがあったから買って来てあげたからね」

　とても楽しそうに今日のでき事をあれこれ話してくれた。

　やはり、サンローゼ領街と規模が違うし、流通も多いので色々な種類があって楽しかったと言っていた。確かに市場通りで見かけた食材に関しても、サンローゼ領街では見ない地方の食材を見かけた。穀物や香辛料も珍しい物が多かった。トウモロコシに似た物やシナモンに似た物などを見かけた。

「ありがとうございます、大切に使いますね。それでは、その髪飾りも今日買ったのですか？　とても可愛いですね」

　今夜は、ポニーテールに髪を結っていてシュシュのようなもので縛っていた。それは、組紐のような少し太めの髪結い紐でキラキラと光る銀糸が特徴的だった。

「ありがとう。そう雑貨屋で見つけたの、銀糸がねキラキラしていて一目で気に入ってしまったの。リディア母様には、金糸の同じ髪紐を買ったのよ」

　とても嬉しそうに話しながらアリスは左右に首を振って見せてくれた。シールズ辺境伯領に滞在中、ほとんど一緒に過ごせなかったので、アリスが元気そうで安心した。

「カインは、お父様に何かお土産を買ったの？　ランドルフやガーディには？」

「ま、まだ何も買ってないです……」

「まあ、明日一日あるし何か見つかるわよ。私が一緒に選んであげようか？」

　少し心配そうな声でカインに提案をして来た。でも明日も確かアイシャとの予定があったはずである。

「大丈夫です、バルビッシュと一緒に探しに行きますから。アリス姉さまは、御祖母おばあ様と最終日をお楽しみください。ありがとうございます」

　──さてさて、明日はどこに行こうか後でバルビッシュと相談しないと。特にこれと言って目的がないから市場通りで何か探すかな？

　夕食が終わり、いつも通り食後のお茶もいただき、部屋に戻って来た。今はベッドに座りながらバルビッシュと明日の買い物について話していた。バルビッシュも当然ながらこの領都には、奴隷になってから来たので特に土地勘がない。バルビッシュの生活に必要な物は、シールズ辺境伯が支給してくれたので足りないのは武器ぐらいかなとなり、武器屋か冒険者ギルドに行くことにした。後は、食材も買いたいので市場通りに行ってみる事にした。




　バルビッシュが部屋に戻ってから、ようやく読書タイム。ベッドの上に【光ライト】の【魔法】を浮かべ〝賢者様の書〟を開いた。〝賢者様の書〟は、武骨な革の装丁でできた本で、特に表紙に何も書かれていない。表紙をめくると、ただ〝手記〟としか書かれていなかった。

　書かれている文字は、〝勇者様の書〟のように日本語ではなく【魔法】文字の一種のようだが不明だ。カインは【異世界言語理解】のスキルのおかげで難なく解読ができた。〝手記〟と書いてある通り、思い付いた事を書いた本のようで、目次もなく中身も多岐にわたっていた。

　興味を引かれた物は、【生活魔法】についての考察や【合成魔法】についての考察など中々面白そうな物が多かった。その中でも、『【魔法】行使時の【魔力】削減について』というタイトルがあり思わず目を疑ったほどだった。【魔力】の削減は最近カインが一番悩んでいた項目なので、少しでもヒントがもらえればと食い入るように読み始めた。




〝賢者様の書〟の【魔法】行使時の【魔力】削減について書かれていた【魔力】削減方法は五つ。①魔石の中の【魔力】を使用して行う方法　②周辺の【魔力】を集めて行う方法　③四元素魔法であれば、使用する元素を用意する方法（水魔法なら、水がある所で使用する）④【魔力操作】のスキルレベルを上げて魔力を繰り強く変換する方法。⑤勇者が作った【魔力削減】のスキルや魔道具を手に入れる方法だった。④以外は、今までもなんとなくだが行っている方法で〝賢者様の書〟の方法を行えばもう少し効率が上がりそうだった。

　④については、今後も循環の訓練を続ければできそうだ。しかし、⑤の【魔力削減】のスキル習得方法が分からないので、勇者様が作った魔道具を入手するほうが可能性が高いが、まず無理だろう。勇者様が作った物なんて超レアアイテムになるから、王国の宝物庫にあるレベルだろうし。

「はぁ～、一朝一夕にはできないのか。地道に検討を続けるしかないな、〝浴場〟に使うお湯に関しては別の方法も考えてみよう。しかし、この賢者様は転移、転生者じゃなかったみたいなのに凄いね。この人みたいな人を天才と言うんだろうな」

　夢中になって読んでしまったので大分遅い時間になってしまった。そろそろ寝ないと明日起きられない時刻になってきたので、後ろ髪を引かれながら本を閉じて寝る事にした。カインは、帰りの馬車の良い時間つぶしができたと思いながら眠りについた。




〝ガヤガヤ〟〝ゴトゴト〟

「今日も取れたての野菜だよ、買ってって」「もう少しまけなさいよ！」「はい、はい、冷やかしはごめんだよ」

　今日も市場通りは、とても賑やかだった。カインとバルビッシュは、食材を購入するために通りを歩き、並べてある野菜や果物、穀物などを見ながら市場通りを歩いていた。

　カインは、〝米〟、〝味噌〟がないか店舗を見て探し歩いていた。事前にシールズ辺境伯家の料理長に聞いてみたが、知らないと言っていたので見つかる確率は大分低いが〇％でない事を信じて探し続けている。少し大きめの穀物店を見つけ店内に入ると、小麦、大麦、ライ麦と様々な麦が脱穀前と脱穀して粉にした状態で袋に入って並んでいた。後は豆、トウモロコシらしき物などを見つけたが、〝米〟らしきものはなかった。あきらめきれないカインは、店員の一人を捕まえて聞いてみる。

「すみません、〝コメ〟か〝ライス〟と言う白い粒状の穀物を探しているんですが取り扱っていますか？」

「〝コメ〟？　〝ライス〟？　聞いた事ないですね。ちょっと待ってくださいね、店長！　てんちょー！」

「はいはいはい、聞こえているからそんなに大きな声を出すんじゃない。お待たせしました、あっ、ああー！　これは、〝石畳〟様じゃないですか！　ご来店ありがとうございます。〝石畳〟にしていただいてとても荷物の搬入などしやすくなりました。本当にありがとうございます」

　店長は、深々と頭を下げてお礼をして来た。

「喜んでいただいて良かったです。でも〝石畳〟化は、シールズ辺境伯様のご指示ですから。お礼は、シールズ辺境伯様にお願いします」

「畏まりました、今度何か献上にお伺いしたいと思います。本日は、どのようなご用命でしょうか？」

　カインは、探している〝米〟について、特徴を伝えてみたが知らないとの事だった。ただ、王都などでは、色々な地方の穀物が集まると言う情報を得る事ができて嬉しくなった。

　ただ、残念ながら〝味噌〟については何も分からなかった。中々あの外見だし、発酵食品は難しいかもしれない。その後も〝石畳〟様と声をかけられたり、お礼を言われながら市場広場でお土産を探した。大体のイメージはついているが、中々目的の物が見つからずに、金属で小物を売っている店を見つけては、次の店、見ては、次の店と歩き回っていた。

「カイン様、先ほどからどんな物を探しているのですか？　教えていただければ自分も手伝いますが？」

「えっ、いいよ。一緒に探したら護衛できなくない？」

「大丈夫です、そんな事で警戒を怠るような事はありませんから」

「そお？」と言いながら、探している物を説明した。日頃書き物が多いルークには、金属製のペン先がついているペン。ランドルフには、ルーペのような拡大鏡を探している事を説明した。

「ルーペは分かりませんが、金属のペン先であれば自分が作りましょうか？　素材と形状のイメージが分かればなんとなくできそうですね」

「本当！　じゃあ、素材を買いに行こうか。何処なら売っているかな？　錆びると嫌だから金かな？　さすがに金貨を潰すと怒られそうだね？」

「金なら大きな商店か、冒険者ギルドにも少量ならあると思いますが。コネがないので冒険者ギルドが一番簡単でしょう」

　カインとバルビッシュは、冒険者ギルドに向かって市場広場を後にした。




　シールズ辺境伯領の冒険者ギルドは、三階建ての結構大きな建物だった。この冒険者ギルドも酒場が併設されているらしく、冒険者ギルドの受付に通じる入口と酒場に直接入れる入口の二つがあった。今回は、テンプレを遊んでると時間がかかるので、バルビッシュに先に入ってもらった。入ると正面に受付のカウンターがあり、三人の女性が受付をしている。左手奥が素材の買い取り口のようで、顎に髭を生やした強面のおじさんが座っていた。今は暇なのか、小さな本を読んでいてなんとなくミスマッチだった。

　バルビッシュが手が空いていた右側の受付の女性に、「素材を買いたい」と要望を伝えると右手奥のポーションなどが並んでいる一角を案内された。案内された通り、その一角に向かうと冒険に必要な小物やポーションを始め、初心者用の装備と思われるナイフやショートソードが並んでいた。受付は、兎人族の可愛い女性だった。その受付の女性は、ブラウンの髪の毛に同じくブラウンの長い耳が頭頂部にあり、ピクピクと動いているのがとても可愛らしい。

「すまんが、金を少し購入したいんだが値段を教えてほしい」

　バルビッシュが普段通りに話しかけていた。
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　──バルビッシュは、なんであの耳を見てドキドキしたりしないんだ！　種族が違うと好みが変わるのか？　可愛いは万国共通じゃないのか？

　など兎人族の可愛い受付嬢をチラチラ見ながらカインは思っていた。

「カイン様、どのくらいの量を購入されますか？」

「えっ、えーと、ああ金の量ね。今回は試しだから金貨一枚分くらいでいいんじゃない？」

　自分では見つめないようにしていたつもりだが、時々動く耳に目を奪われていてバルビッシュからの質問を理解するまでに時間がかかった。

「畏まりました、金貨一枚分の金ですね。大体二〇ｇですがよろしいでしょうか？」

　カインはうなずいてＯＫを出し、支払いを済ませる。

「ゴブリンかオークの魔石が欲しいんだけどありますか？　あと金以外の金属は何がありますか？」

　ランドルフのお土産であるアイディアを思い付き、魔石と金属が必要だったカインは追加で質問をした。

「はい、ございます。どの位必要ですか？　それぞれ一〇個ずつまでは在庫があります。金属は鉄、魔鉄、銀、金、ミスリルが少々ございます」

「それじゃ、魔石は三つずつ。強度が欲しくて、錆びないのがいいんだけどバルビッシュどれがいい？」

「錆びないなら、魔鉄、金、ミスリルですが何に使うんですか？　用途によって変わりますが？」

「ルーペを作ろうと思ってね、輪の形状を作るんだけど、机の上から落としても変形しないぐらいの強度がほしいかな？」

「ルーペがどのような物か分かりませんが、落としても大丈夫と考えると魔鉄でしょうか？」

　バルビッシュのアドバイスを聞いて、魔鉄を一〇〇ｇ程購入した。カインは兎人族の女性の耳に触りたい衝動をなんとかこらえながら冒険者ギルドを後にした。

　──あの耳をもふもふしたら怒られるんだろうな？　後でララに聞いてみようかな？

「カイン様、カイン様、カイン様！」

　バルビッシュが大きな声で呼んで腕を引いた。どうやら耳をもふもふする妄想をしていたらフラフラと歩きだしてしまったようだ。

「ごめん、考え事をしていたよ。何？」

「考え事は構いませんが、前を見て歩いてくださいね。もう少しで壁にぶつかるところでしたよ。次はどこへ行きますか？」

　言われて前を見ると、壁が三〇cmくらいに迫っていた。気を付けなければ。次はバルビッシュの短剣を買いに行こうと提案した。バルビッシュは、支給した中に短剣があったから不要と言っていたがカインの身をこれからも守ってもらうので、ちゃんとしたのを買おうとなり武器屋に向かった。

　武器屋は冒険者ギルドから五分くらい歩いた通りに数軒並んでいた。異世界に来てから行ってみたかった店の一つなので、カインはワクワクしながら一軒目に入った。この通りに並んでいる中では大きな店のようで小剣、大剣、槍、弓など様々な武器が並んでいたり、箱に入っていたりした。カインが興味深く近くに寄ってみたりしていたが、バルビッシュが「出ましょう」と言うので店を出た。

「品質は良いのですが、これと言うのがありませんでした。もう少し見て回っても良いですか？」

「いいよ」と返答し、バルビッシュの後に付いて行く。その後も三軒ほど店に入ったが、気に入った物が見つからないのか、すぐに出てしまった。この通りにある武器屋ではだめだったか？　とカインが考えていると、通りの端の方にある小さな武器屋が目に入った。バルビッシュは、何かを見つけたようでその店に入って行った。

　その小さな武器屋の少し薄暗い棚には数振りの剣が並んでいただけだった。カインが店の中をキョロキョロ見ていると、

「なんの用じゃ？　ここは子供が来るようなところではないぞ！」

　店の奥から低く少しイラついた感じの怒声が飛んできた。その後にザ・ドワーフという男性が現れた。そのドワーフの男性は、髪はぼさぼさで白髪が混じり、髭はなんの汚れなのか不明だがかなり汚れていた。手には、ハンマーを持っていて今にもこちらに投げてきそうだった。

「店主、これは失礼した。こちらは我が主のカイン＝サンローゼ＝サンシャムロック騎士爵様だ。今日は自分の短剣を購入する為に来店させてもらった。あの、奥の短剣を見せてほしい」

　バルビッシュは、カインを店主に紹介した後、来店の目的を説明し一振りの短剣を指さした。

「なんじゃ、貴族様じゃったか？　これは、失礼した。お主は奴隷なのに、武器を所持できるのか？　変わったご主人様じゃの？」

「店主、それ以上は同族といえど立場上許す事はできませんよ。どうか控えていただけないか？」

「すまん、無礼を許してほしい。儂の名は、ジェイコブじゃ。名乗りが遅くなり申し訳ない」

　ジェイコブは、ゆっくりと頭を下げて謝罪し名乗った。カインは、イメージ通りのドワーフだなぁと思っていたので、その謝罪を受け取った。

「で、この短剣じゃったな？　ほれ、どうじゃ？」

　短剣を受け取ったバルビッシュは、カインから少し離れ短剣を振ったり、突いたり、握りを確認したりした。その後、カインに柄のほうを向け渡す。渡された短剣は、通常より幅広の刃をしており、柄も少し太めで短剣にしては重めだった。

「バルビッシュは、この短剣がいいの？　良ければ購入するけど？」

「はい」とバルビッシュが返答したので、カインは店主に購入をお願いした。短剣は金貨二五枚で、鞘も付けてくれた。

「奴隷の為に、ここまでする主人様も珍しい。どうか大事にしてもらえるとありがたい。また何か用向きの時は、ご連絡ください」

　入店時の態度からは、想像できない位丁寧な応対をしてくれた。まあ、武器屋に子供が入ってきたら少し機嫌が悪くなるかもね。




　武器屋での買い物の後、カイン達は焼きパスタのソースを販売店に立ち寄って注文し、シールズ辺境伯の屋敷に戻って来た。これでサンローゼ領に戻ってもソース味を楽しめる。バルビッシュがソースを『なぜこんな物を？』という表情で見ていたのが可笑しかった。

　屋敷に戻って帰宅の挨拶をする為に談話室に向かうとリディアがお茶をしていた。

「リディア母さま、只今戻りました。お一人ですか？」

「そうなのよ、今日もアリスはお母様と出かけてしまって私だけなの。だから寂しくって、カイン今日は何をして来たのか教えてくれない？」

「はい」と元気よく返事をし、お茶を飲みながら今日のでき事を話した。リディアはカインの話を相づちを打ちながら、楽しそうに聞いていた。市場で〝米〟が見つからなかった話をした時は、「今度ベンジャミンに王都で探してもらいましょう」とも言ってもらえた。リディアと一時間ほど楽しく話した後、部屋に戻って来た。

「バルビッシュ、これから書く物を【彫金】のスキルで作れるか試してもらえない？」

　カインは羊皮紙にペン先を、道雄の記憶を総動員してスケッチしていく。途中、バルビッシュに横から見た図と下から見た図、斜め上から見た図と要求されなんとか形状が分かる絵になった。

「大体、この〝ペン先〟の大きさは二五mm位でいいのですね？　この丸みは、どのくらいにすればいいですか？」

「えっとね、〝ペン先〟の大きさは、それでいいや。丸みのほうはちょっと待って。【クリエイトクレイ】よしっ。ここにはめ込めるようにして」

　カインは、〝ペン先〟をはめ込む〝ペンホルダー〟を【魔法】で作りだすとバルビッシュが目を見開いたが、気にせず渡す。

　バルビッシュが〝金〟を手の平に載せ【彫金】のスキルを使用すると〝金〟がウヨウヨ動き出し、〝ペン先〟の形になった。

「おおっ、【彫金】のスキルってすごいね。この絵を見て作ったんでしょ？　バルビッシュってもしかしてかなり優秀な彫金師だったりする？」

「自分は、そうですね中堅くらいでしょうか。カイン様が描いていただいた絵が分かりやすかったからですね、でもこのような形で使えるのでしょうか？」

　バルビッシュは、自分が作った〝ペン先〟を見ながら呟き〝ペン先〟をカインに渡した。

「試し書きしてみようか？」

　カインは〝ペン先〟を〝ペンホルダー〟に取り付けた後、インクを付けて羊皮紙に文字を書いてみた。ペンは少し羊皮紙に引っかかりすぐにインク切れを起こしてしまった。

「あれ？　なんでかな？」

　カインは、〝ペン先〟をまじまじと見て再度、記憶と照らし合わせてみる。

「インクを受ける穴も開いているし、あっ、割れてないや、それにペン先に玉みたいのついていたっけ」

　カインはバルビッシュに足らない部分を追加で形状変更をお願いした。バルビッシュは、再度【彫金】のスキルを発動させて形状変更を行う。修正が終わった〝ペン先〟を使って試し書きをしてみた。すると先ほどとは違い引っかかりもなく、少し太めの線がするすると描けた。

「よし、よしうまくいった。バルビッシュ、試してみて修正が必要だったら修正してね。その間に本番の〝ペンホルダー〟を作っちゃうから」

　試作のペンをバルビッシュに渡し、白地で握る部分以外は小さな三つ葉のクローバーの意匠を作って行った。

「バルビッシュも本番用の〝ペン先〟には、何か意匠を入れてね」

「畏まりました。草花で良ければ入れておきます」

　と言ってバルビッシュが再度【彫金】のスキルを使用する。

「これでいかがでしょうか？」

　バルビッシュは、素晴らしい薔薇の意匠を〝ペン先〟に入れてくれた。

「凄いね、凄い繊細な意匠だね。バルビッシュと出会えて凄い幸運だよ、これからもよろしくね。お父さま用の完成だね。次は、ランドルフ用ね。ランドルフはサンローゼ家の家令ね」

　カインは、羊皮紙に小型の虫眼鏡の形状を描いた。その虫眼鏡状の物の取っ手のところに、今日買ったゴブリンの魔石がはまるような穴が必要な事を説明した。その形状は、一〇cmの円に一〇cmの長さの取っ手がついている形状にした。ゴブリンの魔石をはめられるようにした。

　バルビッシュが【彫金】のスキルを使用すると説明した形状ができあがった。

「カイン様、結局これはどんな道具ですか？」

「ちょっと待ってね」

　カインは、【魔力】吸収の魔法陣が描かれている羊皮紙を取り出し、ゴブリンの魔石をセットし魔力をチャージ、その後【ルーペ】の生活魔法を【魔法陣転写】で魔石に転写した。そして、魔石をバルビッシュが作った虫眼鏡の取っ手部にはめ込む。それをバルビッシュに手渡す。バルビッシュが視線をカインと虫眼鏡に行ったり来たり見ているが気にせず、

「バルビッシュ、【ルーペ】って唱えた後、その円を覗いてみて？」

「【ルーペ】ですか？　おおっ、物が大きく見えます。すごいですね、カイン様は魔道具まで作れるんですね。いやー驚いた」

「これは、【生活魔法】を僕のスキルの【魔法陣魔法】を使って魔道具化した物なんだ。ああ、ちなみに【魔法陣魔法】の事は秘密ね。バルビッシュのおかげでお土産も完成したしサンローゼ領に戻るだけだね」
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　シールズ辺境伯領最終夜は、豪勢な晩餐会が開かれた。整備局のメンバーも招待されていてちょっとした打ち上げのようだ。その中でびっくりしたのが、出された料理だった。シールズ辺境伯がサンローゼ領に訪問されたときに、出した料理のアレンジ料理が出てきた事だ。あの時は、〝ハンバーグ〟、〝マカロニサラダ〟、〝玉子焼き〟だったのだが、出てきた料理は〝煮込みハンバーグ〟、〝ハム入り玉子焼き〟がだった。

「御お祖父じい様、このハンバーグ美味しいです。これはどうしたのですか？」

　アリスが煮込みハンバーグを一口食べ、目を大きくしながらシールズ辺境伯に聞いていた。

「旨いじゃろ、もらったレシピを元に料理長と検討して作ったのじゃ。アリスに喜んでもらったら苦労した甲斐があったのじゃ。アイシャ良かったの」

「そうですが、このハンバーグであれば柔らかいから、食べ易くて本当に良い料理を教えてもらったわ。リディア、カインありがとうね」

　アイシャが目を細めてお礼を伝えてきた。

「御祖母おばあさま、カインはこのハム入り玉子焼きが気に入りました。甘い味とハムの塩味を感じてとても美味しいです」

「あら、カインはグルメなのね。それもバランスが難しくて、沢山具材を入れるとオムレツになってしまうし料理長が一番苦労していたわ。でも私は、オリジナルの甘い玉子焼きが好きね」

「私もですわ、お母様。あの甘みがお母様が作ってくださった、パン粥の甘みを思い出しましたわ」

　リディアが楽しそうに昔の話をしていた。

　晩餐会は、料理の話やカインの〝石畳〟の作業やアリスの買い物の話など、色々な話で盛り上がりとても楽しい晩餐会になった。整備局の職員もシールズ辺境伯に作業に関してねぎらわれて、少し緊張していたが現場の苦労話などもしていて、シールズ辺境伯は真剣に聞いていたのが印象的だった。トップが現場の話をきちんと聞いてくれるのはモチベーションが上がるよねとカインは思う。




「それはそうと、カイン。明日はいつ頃出発するのじゃ？　この前提案してもらった街道の〝石畳〟化を実施してもらいたいと思ってな」

「それでしたら、僕は早朝に出発してリディア母さま達が追いつく前に作業をしていきたいと思います」

「すまんの、急に計画の変更をしてしまっての。カイン一人では大変だと思って、ドートンと整備局のメンバーが同行する。よろしく頼むの」

「ドートンさん達が同行してくれるのでしたら、心強いです。ドートンさん明日からもお願いします」

「畏まりました、こちらこそお願いします」




　翌日、屋敷前に太陽が上り始めた頃に集合しカイン達はシールズ伯爵領を出発した。ここ数日の協議の結果、街道は石畳を五ｍ、土の道を二ｍの幅で残すことにした。理由は、伝令の際には全速力で馬を走らせるために馬に蹄鉄を付けるが、石畳の上を蹄鉄を付けて走ると転ぶ可能性があるからである。道幅が狭い所は土の道を狭くして調整する事にした。

「カイン様、城門を出るとしばらく真直ぐな道が続きますが、一〇〇ｍを一単位でしばらく〝石畳〟化を行いましょうか。われらが先行してこの旗を立てますので目標にしてください」

「直線なら二〇〇ｍくらいは、見通せそうですが最初なので一〇〇ｍで行きましょう。それでは皆さんお願いします」

　ドートン達が馬にまたがり先行する。そして一〇〇ｍ進んだところで五ｍの幅が分かるように二本の旗を立てた。

「それでは、いきますよー【ストーン】」

　カインが【ストーン】と唱えるといつものように、道が発光し手を突いた場所から旗をめがけて〝石畳〟化していく。一〇〇ｍに達したところでドートン達が旗を振ってくれた。

「これは結構大変かもな、何かもう少し効率の良い方法を思いつかないと。さて移動しようか」

　カインは、一人では馬に乗れないので、護衛の騎士に同乗して移動する。バルビッシュは、その後をシールズ辺境伯に借りた荷馬車で移動する。

　その後も移動と石畳化を繰り返し、約二kmの石畳化を終了したところで二時間が経ってしまった。このままでは、本日の野営地には到底たどり着けない計算になる。

「うーん、ちょっと効率が悪いね。このままでは、リディアお母さまに追いつかれてしまうな。バルビッシュ、ドートンさん何かアイディアないかな？」

「そうですね、距離をただ延ばすのは難しいですしねぇ？」

「カイン様が先に移動して、〝石畳〟化させる道を確認し、実施するのはどうですか？　カイン様なら薄く【魔力】を道に通す事もできないでしょうか？」

「うん、いいかも。僕が荷馬車の後ろに乗って道を確認しながら移動すれば、一度に〝石畳〟化する距離も延ばせるかもね。よし、頑張ろう！」

　作戦会議の後、カインは荷馬車の後ろに乗り込み、道を確認しながら移動。ドートン達は、その場に留まって旗を立てて待機した。

　カインは〝循環〟を開始し、うすーく【魔力】を伸ばしながら、まず二〇〇ｍを移動した。【魔力】を道に通しているので視覚だけではなく、【魔力】でも道の状況を確認できた。【魔法】を行使しても問題なく〝石畳〟化ができた。

「よし、このまま少しずつ距離を伸ばして行こう！　皆さん、お願いします」

「「「はい」」」

　その後も少しずつ距離を伸ばし、最終的には直線であれば五〇〇ｍくらいまで伸ばす事ができた。上り下りやカーブなどもあり、その都度〝石畳〟化の距離を変え実施し、日が沈む前に本日の野営地に到着ができた。

「カイン様、お疲れ様です。素晴らしいです、街道を全部〝石畳〟化すれば移動がとても楽になり、商人達や旅人の往来が増え街が発展していきますね」

　ドートンは、街道の整備が進んだ先の事を想像し興奮していた。

「そうですね。この街道整備を行う事ができれば、今までは道が悪くて来てもらえていない人達にも、街に来てもらえて街の活性化が見込めますね」

　カインもドートンの意見を肯定した。

「カイン様、一つ教えていただきたいのですが〝石畳〟化に込めている【魔法強度】はどのくらいですか？」

「【魔法強度】って何？」

「はい、【魔法強度】は今回のような【物質化魔法】で用いられるものなのですが、【魔法】で作られたものは【魔法】で解除が可能です。まあ、【水魔法】であれば【水魔法】、【土魔法】であれば【土魔法】が使えないとできないのですが。込められた【魔法強度】の五倍の【魔力】でキャンセルが可能なのです」

　カインとドートンは、バルビッシュの説明を相づちを打ちながら聞いていた。

「なので、カイン様が今回の街道の〝石畳〟化時にどのくらいの【魔法強度】で実施されているか確認したのです。まあ、カイン様のように多くの【魔力】を持った【土魔法】の使い手を、今まで聞いた事がないので大丈夫だと思いますが、行おうと思えば〝石畳〟化をキャンセルも可能なのです」

「そうなんだ、僕の場合は通常の【ストーン】を回数を増やして行っているのと同じだから【魔法強度】は特に増やしてないんだよね。だから通常の【魔法強度】しかないと思うよ」

「そうですか、そうすると物理的にも破壊が可能ですね」

「そっか、物理的にも破壊が可能だから時間が経つと欠けたり、外れたりしちゃうという事だね。そうすると定期的に補修が必要だね。これはかなり手間かな？」

「カイン様、補修についてはカイン様以外の人員で行えば良いのではないでしょうか？　カイン様のように一度に広範囲は難しいですが、部分的であれば初級の【土魔法】の使い手でも補修作業ができるかもしれません。これを事業化すれば、いままで野に埋まっていた【土魔法】の使い手を雇用できます」

　カインとバルビッシュの話を聞いていたドートンが、思い付いたアイディアを興奮しながら説明する。

「いいですね、ぜひ事業化しましょう。ドートンさん、サンローゼ領に着いたら詳細を決めてシールズ辺境伯へご提案お願いします」

　カインは、自分の行っている事が広がっていくのがとても嬉しかった。




　カイン達が野営地で野営の準備をしていると、ほどなくしてリディア達が到着した。予定より少しだけ早かったが、石畳の道を進んできているので、もう少し早めに着く予定のはずだった。何かあったのか心配になり、カインはリディア達が乗っている馬車に駆け寄った。

　カインが馬車の扉の前に着くと、ララを先頭にリディアとアリスが降りてきた。二人はカインを見つけると走り寄って抱き付いて来た。

「カイン、この道は凄いわ！　今までの半分くらいの揺れしかないし、スピードも出せてとても快適だったわ」

　リディアが興奮を抑えきれない様子で、カインに話し出す。

「カイン、ありがとう。この道なら私もゆっくり休めたし、本も読めたわ」

　アリスがこちらも興奮しながら、カインに話し出す。

「ちょ、ちょっと、落ち着きましょう。リディア母さま、アリス姉さま。喜んでいただいたのは分かりましたから、一人ずつお願いします。同時に言われても、僕には聞き取れません」

　カインは、二人を優しく離し落ち着かせる。

「まずは、リディア母さまからお願いします。でも一つだけ。もう少し早めに着く予定ではなかったですか？　何かあったのですか？」

「ごめんなさいね、まずは予定より遅くなった理由からね。本日のお昼前に王都からお戻りになる予定だった、お兄様達が遅れてしまって出発が遅れたの。二時間くらい遅れてしまったのだけど、この時間に着くんだからカインが作った道が凄すぎるわ！　早くルークにこの事を教えてあげたいわ」

　そう言うとリディアは、色々な事を考え始めたのか独り言を言い始め、顎に手を当てて自分の世界に入っていった。

「今度は私の番ね。カインの作った道のおかげで、途中気分が悪くなる事もなかったわ。実は行きは正直辛かったの。ありがとう、これで御祖母おばあ様のところに行く為の障害がなくなって本当に嬉しい」

　アリスは、もう一度カインに抱き付いて来た。

　リディアとアリスとの感動の再会を終えた後、野営地での恒例の壁を作り始めた。ドートン達は初めてだったのでかなり驚いていた。明日もリディア達より数時間早く出発し作業を始めるが、多分途中で追い越される見込みだ。一緒に進む案も出たが作業が遅れてしまった場合、リディア達も野営地にたどり着けないと懸念された為だ。




　次の日も太陽の上がらない前に準備を始め、周りが明るくなり始めて直ぐに出発をした。途中までは順調に作業が進んだが、道幅が狭くなる部分があり、一度に作業する距離を短くして行った。お昼前位にリディア達と合流し、昼食をとり再度作業を再開した。

「カイン様、ここからは長い上り坂になります。作業距離はどうしましょうか？」

　バルビッシュが地図と坂道を見ながらカインに確認をする。

「途中で止まるのは大変だから、上りきるまで頑張ってみるよ。それに上り坂だから、揺れが増えるかもしれないけど石の表面を粗くざらつかせておくね」

　カイン達先発隊は、先に坂の頂上まで進んだ。距離として約八〇〇ｍくらいありなんとか旗が見える距離だった。カインはゆっくりじっくり循環をし続け十分に【魔力】を道に通し【魔法】を行使した。いつもよりゆっくりと〝石畳〟化が進み、終了する。ドートン達が旗を振り正常に〝石畳〟化が終了したようだ。その後も、順調に作業が進み日が完全に落ちる前に野営地に到着した。




　二日後、夕日が沈む一時間前くらいにサンローゼ領街が見える所まで来た。カインを含め作業メンバーの疲れが濃くなっていたが、サンローゼ領街が見えた事により士気が上がり、最後まで笑顔で作業を続けた。城門前には、衛兵や領民達がカイン達を出迎えてくれた。最後の【魔法】行使時はいつもの大合唱が上がったほどだ。

「終わったぁー、皆さんお疲れ様でした！」

　カインが言い終わると歓声が上がった。かなり大変だったけど、こんなに喜んでもらえる仕事は道雄の時にも経験がなかった。この達成感は癖になりそうだとカインは思った。
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　シールズ辺境伯領から戻り、ルークへシールズ辺境伯領都での作業やカインが騎士爵になった経緯、バルビッシュの紹介、そして街道の〝石畳〟化などの報告を行った。作業の内容は、予測の範囲内だったようだが騎士爵になるのは予測できなかったようだ。リディアがシールズ辺境伯からの手紙を渡し漸く納得したようだった。

「全く、カインは色々な物を引き付ける運命にでもあるのか？　七歳で叙爵されるとは、これは王都にいる他家が騒ぎそうだ。シールズ辺境伯だけでなく私も陛下に報告したほうが良いか？」

　ルークは最後は独り言のように、呟きながら悩み始める。

「アリスの騎士学院への入学時に、一緒に行くか検討しよう。リディア、ランドルフ後で話し合おう。後は、手紙をもらったがあの魔物使い達はどうするのだ？」

「あなた、手紙でも連絡したようにあの者達は我が家で雇います。カウカウブルのミルクから今後沢山の料理が生み出せると確信しました。魔物使いである彼らがいれば、容易にミルクが入手できます。早めに畜舎などを作り数を増やす手立てを考えないと」

「随分と入れ込んでいるな。それほどの物なのか？　魔物使いとはいえ、一人はまだ成人もしていない。いかがなものか？」

　リディアは、カインに目配せをして無言で指示を出す。

「お父さま、それではカウカウブルの将来性を証明いたしますので二日ほど時間をください。それから判断をしていただけないですか？」

「二日なら問題ないだろう。ガーディに二人を預けているから明日にでも確認するように」

　カインは「はい」と返事をした。一通りの報告を終了し、カインは作製したお土産を渡した。

「これは、何だ？　ペンのようだが？」

「はい、羽ペンに代わる物として作製しました。今までのようにインクにペン先をつけてご使用ください。ペン先が金でできてますので削る手間が省けます」

　ルークが訝しげにペン先をインクに付け、羊皮紙に文字を書いた。手が一瞬止まるが、その後はサラサラとサインや図形を書いて目を見開き、リディアとランドルフを見た。

「これは、良いぞ。書き味は多少硬いが、その分しっかりと書ける。カイン、このペン先はどのように作るんだ？」

「えっとですね、ペン先は、バルビッシュのスキルで金を加工しました。ペンホルダー、手で持つ部分は私の【土魔法】で作りました。ルーク父さま、もし、ペン先を販売するのでしたらバルビッシュがペン先を作製する工程をお見せしますが？　どうします？　あと販売に関してですが、現在、羽ペンが一般的なので商人や他貴族向けで高級志向でデザインなどを華美にして販売されるのが良いかと思います」

　ルークは、ペンをリディアとランドルフに渡し試し書きをさせる。二人共、驚きながら試し書きをしていた。

「あとランドルフ、いつもありがとう。字が読み辛い時に使ってみて？　【ルーペ】と唱えてその輪を通して見ると、文字が大きく見えるから。結構【魔力】をチャージしているから毎日使っても一年は持つと思うよ」

「ありがとうございます、私まで。最近字が読み辛かったので、嬉しい限りです。このまま【ルーペ】と唱えればよいのですね。それでは【ルーペ】。おおっ、輪を通すと文字が大きく見えます。カイン様ありがとうございます。しかし、これは【生活魔法】の魔道具ですね」

「そんな物まで。カイン、作る前に相談してほしいと言ったはずだが。カインも貴族になったのだから十分気を付けてほしい。しばらくは、なんでも相談してほしい」

「はい」とカインは返事をしてうつむいた。

「あなた、あまりカインをいじめないで。ランドルフへのお土産なんだし、シールズ辺境伯領ではそれは毎日頑張ったのだから」

「すまん、あまりに多くの事が一度に起きたからな。カインありがとう」

　ルークは、そう言いカインの頭を撫でた。

　カインがやりすぎたと反省して、部屋に戻ったのは深夜に近い時間になっていた。

　次の日も午前中から、ルーク、リディア、ランドルフ、ドートンとサンローゼ領の整備局員を交え、街道整備の事業化の話をかなり細やかに話し合った。今までも、街道整備の事業は行っていたが、人手と時間、そして費用がとてもかかり後回しにされていた。だがカインが【魔法】で行った為、後は定期的な補修だけになった。しかしいつまでもカインの【魔法】に頼る事は不可能な為、補修の事業化と【土魔法】の使い手育成もシールズ辺境伯への提案書に組み込まれた。

　ドートン達は作成した提案書を持って、シールズ辺境伯領に戻るのだが来月にはまた会える予定だ。なぜなら、来月からサンローゼ領街の街壁工事が始まる。それを確認しに来ると言っていた。ドートンとは長い付き合いになりそうだとカインは思った。

　カインの忙しさは、まだまだ収まる事がなかった。なぜならばアリスが騎士学院の入学に向けて二週間後には出発するからだ。当初、カインが手伝える事などはないだろうと高を括っていたのだが、連日小物や着替えなどの注文や購入に連れ出された。

　先日は王都に向かう際のコートを新調する為に、ご用達の店に連れて行かれたのだが「カインこれはどお？」「こっちは？」「長さはどう」など色々質問されるがおしゃれにあまり興味がないカインが気の抜けた返事をすると「ちゃんと見なさい、なんの為に連れてきているの？」などと言われ理不尽に感じるほどであった。しかし、アリスが騎士学院に入学すると数年は年に数回しか会うことができない為、少ない時間を大切に過ごす為に頑張った。
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　ここ数日、カインはアリスの為に【生活魔法】の魔道具作製に時間を費やしていた。少しでも移動中や在学中を快適に過ごしてもらう為に、【光ライト】、【ホットウォーター】と【点火】の魔道具を作製する。バルビッシュに手伝ってもらい、ランドルフに上げた【ルーペ】の魔道具を参考に二〇cm位の短いロッド形式にした。素材は、アリスの買い物時に購入してきた。

「カイン様、この【光ライト】用のロッドですがどのようなデザインにしますか？　何か参考にする、デザイン画などあると作りやすいのですが？」

「えっとね、【光ライト】のロッドと分かりやすいように持ち手部分は、円柱で先端に小さな輪を付けてくれる？　素材は魔鉄でね」

「畏まりました、【ホットウォーター】と【点火】はどうしますか？」

「そうだね、【ホットウォーター】は、四角柱で先端に球を付けて。【点火】は、六角柱で先端を炎みたいな感じでお願い」

「手持ち部分と先端の形状で区別できるようにするのですね。良いアイディアですね。これなら暗い場所でも間違わずに済みますね」

　カインはロッドの形状をバルビッシュに任せて、【ホットウォーター】の【魔法陣】の改良をしていた。移動中もその後の生活を考えると、水とお湯の両方あった方が良いと考え、この二、三日【魔法陣】の魔法文字の法則と構文について解析を行っていた。

　勇者様が創作した【ホットウォーター】は、水を生み出した後、一〇〇度のお湯に変更する二段階の事を行っていた。この構文を一〇〇度以外の温度を選べるようにするか、条件文で五度位の水を出すようにするかの両方の方法で改良ができないかカインは【魔法陣】の改良をする。

「やっとできた！　結局、温度を選べるようにならなかったけど、イメージが簡単でいいかな」

　お湯と水を出す時に使う言葉はお湯は【ホットウォーター】、水は【コールドウォーター】にした。

「カイン様は、とんでもないですね。あの勇者様の【生活魔法】も改良してしまうのですね」

　バルビッシュが改良した【ホットウォーター】改の【魔法陣】からお湯と水を生み出している様子を見てしきりに感心していた。

「そんな事ないよ、この【解析】の眼鏡とスキルのおかげだからね。考えたり、訓練して取得したスキルなら自慢できるけど。それよりも、あのあいまいな指示でイメージ通りの形状を作ってしまうバルビッシュのほうが僕は凄いと思うけどね」

「御謙遜を」とバルビッシュは呟き、褒められた事については照れていた。

「それぞれに使用する魔石は、最大まで魔力をチャージしたオークの魔石を使用すれば二年くらいは持つでしょう。今後は毎年新しいロッドを送ってもいいし、戻られた時に渡しても良いしね。改良点も知りたいから、手紙で書いてもらうようにお願いしておこう」

　カインが【魔法陣転写】で魔石にそれぞれの【魔法陣】を転写しながら独り言を呟いていると、

「カイン様、この魔法具の作製についてサンローゼ閣下には、ご報告されているのでしょうか？　また、事後承諾だと怒られますよ？」

「あっ、やばい忘れていた！　夕食前に説明してこなきゃ！」

　そんな主人の姿を見て、やれやれと言う感じで頭を振るバルビッシュだった。

　ちなみに、完成前には魔道具の事を報告したカインだったが、やはり作製前に相談しなかった事をこってりルークに絞られた。




　アリスの買い物と魔道具の作製の合間に、魔物使いのナナとトニーにも会いに行った。目的は様子見とルークに二人の有用性を証明する準備の為だ。

「ナナ、トニー元気だった？」

　カウカウブルのハナコの世話をしている二人に声をかけた。二人はびっくりしたのか少し飛び上がって声のしたほうに振り向く。

「カイン様、お戻りになられていたのですね。こちらからご挨拶に伺わず、申し訳ございません」

　作業中の手を止めて、ナナが謝罪をしてきた。

「カインっ、様、おかえりなさい、ませ」

　変な敬語で返事をするトニー。

「二人共、元気そうだね。作業中にごめんね。何か困ってない？　あのね、またハナコのミルクを分けてもらいたいんだけど大丈夫かな？　トニー、無理に丁寧な言葉じゃなくても僕だけの時は良いよ」

　カインが【土魔法】で作った瓶のような物を渡しながら話す。

「そんなわけには、行きません。少なくともお屋敷に住まわせていただいている間は、きちんとした言葉遣いでないと、ガーディさんにもご迷惑がかかると思います」

　ナナが慌てて、トニーを抑えつつ進言をしてきた。

「うーん、分かった。その辺はガーディに任せようかな？　またバターを作りたいんだ。ハナコは一日にどの位のミルクを出せるの？」

　カインは言葉遣いの話から話を切り替える。

「子供の分を除いて二〇リットルくらいでしょうか？」

「それだけあれば、屋敷で使用する分には十分かな？　あとで料理人が取りに来るかもしれないからお願いね。また後でガーディと一緒に来るね」

　カインはカウカウブルのミルクが入った瓶を持って、ロイド料理長のいる厨房に向かった。




　厨房は昼食の準備を始めている料理人が忙しそうに仕事をしていた。ロイド料理長を探すためにキョロキョロしていると背後から声をかけられた。

「カイン坊ちゃん、今日はどうしたんですか？」

「ロイド料理長、カウカウブルのミルクを持ってきたから料理を作ってもらおうと思って」

　カインはミルクの入った瓶をロイド料理長に見せる。

「これが、奥様とカイン坊ちゃんが連れてきたカウカウブルのミルクですね、早速味見をさせていただけますか？」

「あれ？　ロイド料理長は、カウカウブルのミルクを飲んだことがあるの？」

「いえいえ、ヤギのミルクは以前ありますが、魔物であるカウカウブルのミルクは初めてですね」

　ロイド料理長は、カインよりミルクの入った瓶を受け取り、調理台に載せ小さな器に移して味見をしようとする。

「あ、待って。飲む前に必ず【浄化】の【生活魔法】を使ってほしいんだ。人によっては下痢とかになる可能性があるからね。沸騰させてからでもいいけどロイド料理長は、【浄化】が使えるからそのほうが便利だと思うけどどうかな？」

「そうですね、このくらいの量であれば【浄化】のほうが簡単ですね。さて何を作りますか？　バターを召し上がったと奥様にお伺いしましたが、バターを作りますか？」

【浄化】の【生活魔法】を使って、試飲をしながらロイド料理長が尋ねてきた。

「バターを作るには、少し時間がかかるし……。夕食に出すとして、〝ホワイトシチュー〟なんてどうかな？」

「〝ホワイトシチュー〟ですか？　ホワイトと言うのですから、このミルクでシチューを作るのですよね？　レシピありますか？」

「あるよ～！　詳しくはこの木板に書いて来たよ。本当はバターもあるとコクが出るから良いんだけど、試作だからバターなしでレシピを作ってみたよ」

　ロイド料理長は、カインの書いたレシピを見ながらホワイトシチューを作り始めた。具材は一般的なシチューと同じなので厨房にあった材料で作った。しばらくすると、ミルクの香りが鍋からし始めて食欲を刺激してきた。でもバターがないせいか、少し香りが薄い気がする。シチュー的にはもう少し煮込んだ方がいいと思ったので、先に昼食を厨房のテーブルで食べる。今日の昼食はベーコンサンドだった。

「カイン坊ちゃん、できました。試食しましょうか」

　ロイド料理長ができあがったホワイトシチューを小ぶりな木の器によそってくれた。厨房にいる他の料理人にも少しずつ分けて試食をする。

「おおっ、これは旨い。もう少し塩を入れても良いか？　あとはカイン坊ちゃんの言われるようにバターを足すとコクが出るかもな」

　一口ずつ、味を確かめながらロイド料理長は試食をする。他の料理人は「おーっ」とか「美味しい」とか口々に言っている。

「カイン坊ちゃん、このミルクは良いですね。ただこのホワイトシチューを出すなら、バターを加えてみたいです。旦那様達に召し上がっていただくのはバターを作ってからにしましょう、あとクレープですか？　あれのレシピもください」

　カインはその後、バターの作り方、クレープの作り方をロイド料理長に説明をした。早速ロイド料理長は、作業している料理人の一人にミルクを取りに行くように指示を出していた。ロイド料理長なら美味しい料理を沢山作ってくれるだろう。楽しみだとカインはワクワクした。




「アリス姉さま、入ってもよいですか？」

　カインはアリスの部屋の扉をノックする。

「どうぞー」

　部屋の中からアリスの入室の許可が聞こえたので扉を開けて入っていく。アリスの部屋は、王都に持って行く荷物がまだ荷造りが終わっていないのか、いくつもの木箱が開いており、その周辺に服や小物などが多数散らばっていた。

「一度全部詰めたんだけど、荷物が多すぎてリディア母様に少し減らすように言われたの。触っちゃだめだからね。何か用？」

　丁度荷造りの忙しい最中に来てしまったようだ。少しイライラしているアリスを見たのは久しぶりだ。

「お忙しいところすみません。この魔道具をアリス姉さまにと思って持ってきました」

　作製した三つの【生活魔法】の魔道具を取り出しアリスに渡す。

「【光ライト】、【点火】と【ホットウォーター】の魔道具です。【ホットウォーター】は少しアレンジしていて、お湯と水が出てくるようにしています。お湯は【ホットウォーター】、水は【コールドウォーター】と唱えて使ってください。王都に行くまでと騎士学院に行かれてからもあると便利かなって思って作りました」

　アリスは渡された三つの魔道具とカインの顔を交互に見ながら、表情がコロコロ変わっている。びっくりから嬉しいに変わり最後は、泣き出してしまった。

「カイン、ありがとう。大変だったでしょう？　なのに、当たってしまって。ごめんなさい」

「気にしないで、アリス姉さま、忙しい時に来てしまった僕がいけないのですから。気にしないでください」

　しばらく、抱き付いて泣いているアリスをポンポンしながらカインは泣き止むのを待つ。

「ありがとう。カインは魔道具まで作れちゃうのね。いつの間にか私の知らない事ばかりだわ。王都に行っている間にもっと、もっと知らないカインになってしまったらどうしよう」

　また、少し涙目になる。

「お手紙を書きます。だから安心してください。それに、年越しの時はお戻りになられるのですよね？　楽しみに待ってますから」

　アリスはそれを聞いて安心したのか、「絶対に手紙頂戴ね」と言って笑顔に戻った。
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　次の日のお昼前バルビッシュから、厨房に来てほしいとのロイド料理長からの伝言があり、カインは日課の訓練の後に厨房に向かった。厨房はバターと牛乳の合わさったとても良い香りで充満していた。その香りを嗅いだだけでお腹がすいて来た。

「ロイド料理長、バターできあがったんですね」

「カイン坊ちゃん、ありがとうございます。ミルクからバターを作って、ホワイトシチューを作ってみました。かなりコクが出て昨日よりずっと美味しくなってますよ」

「さすがはロイド料理長。今夜はホワイトシチューだね。寒いし身体も温まって丁度いいかもね」

「カイン坊ちゃんの合格も出たし、今夜のスープはホワイトシチューで決まりだな。ミルクを使ったデザートは何かないですか？」

「うーん、クレープはこの前リディア母さまとアリス姉さまに召し上がっていただいたし、あれを作ってみようかな？　まだミルクはある？　それと卵」

「おっ、両方ともまだありますよ。おい、ミルクと卵を持ってきてくれ。さあ、作り方を教えてください」




　その日の夕食、ルークを始めサンローゼ家の面々が食堂に集まって来た。全員が席に着くと、温野菜のサラダとパンが配膳される。いつもは、サラダと一緒にスープが出てくるのでカイン以外が??　という表情をしている。

「ランドルフ、今夜はスープはないのか？」

「いえ、今夜はミルクを使用したスープをご用意しています。サラダを召し上がっていただいた後にお持ちします」

「そうか、漸くミルクを使った料理を食べられるのだな。お楽しみは後という事でいただこうか」

　ルークがサラダを食べ始める、そしてパンの横にある物に気づいた。

「ランドルフ、これはなんだ？」

「はい、そちらはミルクから作りましたバターでございます。パンに付けてお召し上がりください、とても美味しいですよ」

「なんだ、主より先に食べたのか？」

「もちろんです。主様に不味い物をお出しするわけにはいきませんので、先に確認をさせていただきました」

　ランドルフが笑顔のまま返答をする。ルークも少し笑みを浮かべながら、バターをパンに付けて口に入れた。

「旨い！　これだけでパンがいくつも食べられそうだ」

　ルークは夢中になってバターをパンに付けて食べ始めた。

「お父さま、パンはこの後出てくるスープにもとっておいたほうが良いと思いますよ」

　カインのその忠告は、少し遅くルークはパンを全部食べ終わっていた。

「何、パンのお代わりをもらえばよい。今日は沢山仕事をしたので、いつもより多く食べられそうなのだ」

　リディアとアリスが温野菜を食べ終わるのを待って、メイド達がスープを配膳する。そして、いつの間にか食堂に来ていたロイド料理長より料理の説明がされた。

「本日のスープは、ホワイトシチューになります。先日奥様がお連れになられた、カウカウブルのミルクを使用し作りました。具材はホロホロ鳥とキャロット、ポテトでございます。熱いのでお気をつけて召し上がりください」

　配膳されたホワイトシチューからは、とても良いミルクとバターの香りがしており、リディアとアリスがうっとりしている。ルークは説明が終わるとすぐに、スプーンですくい食べ始めた。

「おお、これは旨い。こんなに濃厚なスープとは。先ほどのバターが濃厚なコクを出しているのだな」

　うんうんと頷きながら、ルークは一口、二口とホワイトシチューを口に運んでいた。

「あら、本当に美味しいですわ。キャロットもポテトもいつもよりとても甘くなっている気がします」

「本当ですね、リディア母様。ホロホロ鳥のお肉も柔らかくとても美味しいです」

　リディアとアリスにも喜んでもらえたようだ。

「お父さま、パンをスープに付けて食べてみてください。また違う美味しさですよ」

　カインは、パンを一口サイズに手でちぎりスープを付けて食べる。

「何、ランドルフ。さすが、どれどれ」

　ルークがランドルフにパンのお代わりを頼む前に、すでにパンがルークの前に用意されていた。それをカインと同じようにちぎりスープに付けて口に入れる。

「おお、これも旨い。濃厚なスープとパンが良く合う。これは食べ過ぎてしまうな」

　パンをスープに付けてパクパクとパンを食べるルークを見て、アリスが同じように食べ始めた。

「あ、アリス姉さま。本日はこの後デザートもありますので、あまり食べすぎないほうが良いですよ」

　アリスがルークのようにパンのお代わりをしているのを見て、カインが忠告をした。

「大丈夫です、甘いデザートならお腹一杯でも食べられますから！」

　カインはこの世界でもデザートは別腹という概念がある事に吃驚した。

　夕食が終わり、メイド達が食後の香茶を配膳し始めた。なぜかリディアも、アリスと同じくらいニコニコ顔でデザートが来るのを待っている。

　──リディア母さまも甘い物がすきなんだねぇー。

　とカインは同じ動きをしている母娘を見ていた。扉が開き甘い香りと共に本日のデザートが運ばれてきた。

「皆様、お待たせしました。本日のデザートはパンケーキでございます。まあるい薄いパンのような物がパンケーキ、上に乗っている白いのはホイップクリーム、それにブドウのドライフルーツを添えております。お好みでそちらのバターとハチミツをおかけになってお召し上がりください」

　配膳された皿には、少し小さめのパンケーキが二枚とたっぷりのホイップクリーム、ドライレーズンが載っていた。試作時には、ホイップクリームまでは作っていなかったが試食後にロイド料理長より、もう少し見た目を豪華にしたいとのリクエストがあり、バターにしなかった生クリームが残っていたのでホイップクリームを作ってみた。

　料理人がかなり頑張ってフォークで作ったホイップクリームは、メイドを始めランドルフにも気に入られるほどだった。その為、夕食用に再度ホイップクリームを作り終えた料理人の腕はパンパンだった。早めにあのシャカシャカ（名前をわすれてしまったが）を作らないと料理人が辞めちゃうかもとカインは考えていた。

「リディア母様、なんて甘くて美味しいのでしょう。このホイップクリームだけ沢山食べたいと思います！」

「本当にそうね。でもパンケーキとホイップクリーム、ハチミツを一度に食べるとより美味しいわよ、アリス」

　リディアとアリスは、とても気に入ったのかあっという間に食べ終わってしまった。ルークにもとても気に入ってもらえたようだ。これでサンローゼ領でミルクが量産できるかな？　と思うカインだった。先に食べ終わったリディアとアリスの視線が突き刺さり、ルークはリディアに、カインはアリスにパンケーキの半分を譲ったのだった。

　──ロイド料理長、今度は余分に作っておいてよー！
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　年越しの日からまだ二か月。この時期のサンローゼ領は雪は降らないが、夜はとても冷え込む。カインは毛布に包まりながら、窓を開け夜空を見上げていた。元々排気ガスなど無縁のこの世界で、冬の澄んだ空気で見る夜空は、それはそれは美しい星空になる。カインとして意識を取り戻してから、たまに冬の空を見上げて星降る夜を楽しんでいる。

「カインまだ起きている？」

　アリスがカインの返答を待たずに扉を少し開けて中を覗く。

「こんな寒い夜に窓を開けて何をしているの？！　風邪を引いたらどうするの！　すぐに閉めて！」

　アリスは少し大きな声でカインを叱りながら、窓の側で夜空を見上げていたカインを押しのけ、急いで窓を閉めた。

「全く昔から夜に空を良く見上げてるわね？　そんなに夜空が好きなの？」

　毛布の上からカインを暖める為に、抱きしめる。

「こんなに綺麗な星空を見ないのは勿体ないです、それに夜空の上からお母様が僕達を見守っていると教えてくれたのは、アリス姉さまです」

　いつもは、明るく元気なアリスがたまに夜になると泣いている時があり、夜空の上にいるリノールに会いたいとアリスが教えてくれたのだ。それから、カインはたまに夜空を見上げて顔も覚えていない母の事を想う。

「久しぶりに今夜は一緒に寝てあげるわ」

「えっ？　急にどうしたのですか？」
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「いいから、寒いんだから早くこっちに来て」

　アリスはおろおろしているカインを半ば強引にベッドに引きずり込んだ。

「明後日には、王都に向かって出発するの。そうすると一年は会えないわ。だからとてもカインが心配なの。私がいないと一人で泣いたりしないかってね。だから、今夜は一緒に寝て少しでも寂しくないようにしてあげたいの」

　このうす暗い中でも分かるほど、アリスの顔は真っ赤になっていた。道雄の人生とカインとしての人生を合わせると四〇過ぎの精神を持つが、とても優しい世界の一人の姉に甘える事にした。身体だけではなく、心の芯まで温まる事ができた夜だった。




　屋敷の玄関の前に二頭立ての馬車が止まっている。アリスの王都行きに合わせルークが馬車を仕立てたのだ。シールズ辺境伯の道路整備の収入で購入したらしい。三人の兄は里帰りの時は乗合馬車で帰って来るが、アリス一人だけの為に馬車を仕立てるなんて、中々の親バカだなとカインは思ったが、子爵家の子女が乗合馬車で移動のほうが変わっているのでいい機会だったのではないかと思う。

「お父様、リディアお母様、カイン、そして皆。頑張って行ってきます」

　アリスが、笑顔で出発の挨拶をしている。

「身体に気を付けるのですよ、王都では少しは大人しくしているのですよ」

「何かあったら、すぐにアーサー達に頼るように。アリスは可愛いからすごく心配だ」

「男性からお手紙をもらったら、すぐに私に知らせるのですよ」

「ダメだ、父親の私に連絡するのだ。きちんと相手の事を見極める必要があるからな」

　リディアとルークが夫婦漫才をしながら、アリスとの別れを惜しんで色々な親バカなアドバイスをしている。

「アリス姉さま、王都までの道中くれぐれもお気を付けください。騎士団長、ランドルフ、ララ。アリス姉さまをお願いします」

　夫婦漫才をしている両親の代わりに、同行する三人にアリスの事をお願いした。

「「「畏まりました、サンシャムロック卿」」」

「「カイン何を勝手に。それに、三人はサンローゼ家の家臣だぞ（よ）」」

「いつまでも、イチャイチャしているからです」

　カインの指摘で照れ始める両親を見て少し呆れた。

「カイン、リディア母様の言う事を良く聞いて無理しないように。貴族になったとはいえ、カインは七歳なんだから」

　アリスは、カインを包み込むように抱きしめる。その目は今にもこぼれてきそうなほど、涙がたまっている。

「はい、アリス姉さまもお体にお気をつけてください。今年の年越しの日に戻られる事を楽しみに待っております」

　カインが抱きしめる腕に力に込める。それを見守っているリディアを始めサンローゼ家のメイド達も目に涙を溜めていた。




　アリス達が出発して二日が経った。子供がカインだけになったが、屋敷の中が少し静かだ。心なしかリディアの元気がない感じだし、ルークも食事の時にアリスの席を見て小さくため息をついていたりする。早く元気になってほしいなとカインは考えたのであった。

《了》







あとがき




　お久しぶりです、こんにちは。

　また、初めての方布袋三郎です。この度は、「異世界領地改革２　～土魔法で公共事業を行う～」をお手に取っていただき、大変ありがとうございます。




　１巻を出版させて頂けただけで幸運でしたのに、２巻目を出版させて頂けるとは夢にも思いませんでした。全て本を手に取って読んで頂けた読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　２巻でもカインは、元気に道を整備したり、お風呂を作ったりと少しでも領民が笑顔になる様に頑張っています。たまに食欲に走る事もありますが温かく成長を見守っていただけますと幸いです。また、寄り道が多いせいか、なかなか公共事業が始められていませんが行いたい事は沢山ありますので今しばらくお付き合いいただきたく。




　１巻に引き続きイシバシヨウスケ様が素晴らしいイラストを付けて頂いています。もうそれは、カインやアリスの声が聞こえてきそうなほど、すばらしいイラストを描いて頂きました。ぜひ、本文中のイラストもご覧ください。イシバシヨウスケ様、昨年から続く外出自粛の影響でご挨拶も出来ず大変申し訳ございません。この場を借りて御礼申し上げます。




　最後に、いつも適切なアドバイスを授けて頂く、ご担当Ｅ様本当にありがとうございます。もし叶うなら、今後も更なるご指導いただければ幸いです。

　そして、一二三書房の皆々様、印刷のご担当者様、書店までの流通を担っていただいた皆様、書店でこの本を並べて頂いた皆様に深く御礼申し上げます。




　最後の最後に、このあとがきまで読んでいいただいているあなたのご健康とご活躍をお祈りしつ、最上級の謝辞を申し上げます。ありがとうございます！！！！

布袋三郎
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